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重複した住居群



前橋台地と中尾遺跡

利根川をはさんで赤城山と対峙する標高1,448m の榛名山。この山麓には、同心円状の等

高線か南東に向って美しい屑形に描かれる。榛名山の南東麓に接し、烏川から利根川を経

て、かつて利根川が流れていた広瀬川低地帯まで続くこの地は、前橋台地と呼ばれる一大

洪梢台地だ。榛名山麓から流れ落ちた水か、下流の南東麓ては放射状の小河川となって台

地を刻むため、ここに特異な洪積台地上の水田地帯を生んだ。浅間山の火山灰に埋もれて

いた日高遺跡の水田跡は、生々しい火山災害と水田経営のあり様を示し、国府をはじめ、

発掘によって明らかとなった寺院や集落は、この台地か古代の政治的中枢部てあったこと

を如実に物語る。天平13年の国分寺造営詔勅に謳われた造営の適地は、中尾遺跡の北2.5km

の至近距離に選定されたのだ。

遺跡は、前橋台地特有の沖精地内に点右する微高地上に占地する。古墳時代の前期から

平安時代にわたる竪穴住居か璽複を繰返して分布し、この大半か奈良時代以降に造られて

いる。全体図上に連綿と続く住居は、申し合わせたかのように東堕に寵を設置し、似たよ

うな構造と規格をもつ。このなかの一群は、明らかに国府や国分寺と同じ時期に営まれた

のだ。前橋台地内における集落の一形態か、沖積地に囲まれたこの僅かな微高地上に展開

する、重複した住居群に現出されているのである。
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序

関越自動車道新潟線も、昭和55年 7 月には前橋インターチェンジまで開通し、

現在では群馬と首都圏とを結ぶ動脈として多くの人々に利用されています。

中尾遺跡は、現在の前橋インターチェンジの真下に発見された遺跡で、関越自

動車道建設工事に伴い、昭和51年度から 52年度にかけて、日本道路公団東京第二

建設局の委託を受けて発掘調査を実施しました。

この遺跡では、奈良時代から平安時代にかけての多くの住居跡か調査され、こ

の時期の集落の研究をすすめる上で貴重な資料を得ることかできました。特に、

この地域が、当時の上野国の中心地であった上野国府に近接するところでもあり、

国府とその周辺地域の研究をすすめる上でも注目される遺跡といえましょう。

本報告書の刊行にあたっては、昭和58年度から 2 年計画で財団法人群馬県埋蔵

文化財調査事業団にて本格的整理作業に着手していただき、ここに関越自動車道

地域埋蔵文化財発掘調査報告書第 6 集（遺構篇）として発刊する運びとなりました。

報告書刊行にいたるまでには、日本道路公団東京第二建設局の関係者の方々、

発掘調査担当者とそれに携わっていただいた方々、そして整理担当者とその仕

事をすすめていただいた方々等から多方面にわたる御協力をいただきました。こ

こに厚く感謝を申し上げるとともに、本報告書が学界はもちろんのこと多くの方

々に広くご覧いただき、有効な活用の道がひらかれていくことを念じ序文といた

します。

なお、遺物関係の報告につきましては、引き続き昭和59年度に「遺物篇」とし

て発刊する予定となっております。

昭和58年 3 月 25 日

群馬県教育委貝会

教育長 横山 巌
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例

■ 本書は関越自動車道（新潟線）建設工事に伴う、群馬県高

崎市中尾町中尾遺跡の発掘調査報告書である。

■ 本巻には、出土遺物の具体的な報告は行なわない。

■調査は昭和51年 7 月 1 日から、昭和52年 10 月 31 日にわ

たって実施した。

■調査は日本道路公団東京第二建設局の委託を受けて、

図式凡例

言

群馬県教育委員会が直営事業として実施した。

■編集方針は、原則として重複した竪穴住居の一群を見

開きできることにおき、順序は竪穴住居の旧→新に関

する所見に従った。

■ 遺構の内訳は竪穴住居279、掘立柱建物 5 、土砿123 、

井戸 22、溝16、及び城跡の一部である。

記述凡例
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外形の形状、規模による分類名・軸長・形状の

特徴・住居分類型の特徴・集落内の分布位置。

命図上でプラニメーターによる 3 回の計測平均

値（住居確認面の掘込から内側壁溝含む）。

炉付住居は長軸線、寵付住居は寵付設壁に直交

する軸線の、磁北に対する傾き。磁北から時計

回りを＋、反時計回りをーとした。

構築面の土層・床面の構築方法・床面の状況。

配置の状況・個数・深さ・形状。

位置・形状・構築状況・使用状況。

位置・残存状態・寸法・形状・構築状況及び構

造・使用状況。

形状・寸法・構築状況。

位置・形状・寸法。

出土平、断面位置・器種（器種のみを記したも

のは土師器を示す）。

重複する相手の住居名・新旧関係に関する所見

とその根拠。

住居の検索には巻末の竪穴住居索引表を参照のこと。

標準土層図

竪穴住居

1 耕作土

II-l 砂質黒褐色土層(B 軽石含む）

II-2 砂質黒褐色土層

III-1 粘質黒褐色土層

III-2 粘質黒褐色土層

IV ローム漸移層

V ローム層

竪穴住居分類基準 上段：長軸比（長袖長／短軸長）
下段：長軸長（単位 m)

: 正 方 形 準横長長方形 横長長方形 準縦長長方形 縦長長方形

超 大 形
1.0 ~ 1. 1 未満 1.1 ~ 1. 5 未満 1. 5以上 1.1 ~ 1. 5 未満 1. 5以上

6.5以上 6.5以上 6.5以上 6.5以上

大 形
1.0~ 1.1 1.1~ 1.5 1. 5以上 1.1 ~ 1. 5 1. 5以上

5.4 ~6.5 5.4 ~6.5 5.4 ~ 6 5 未満 5.4~6.5 5.4 ~ 6.5 未満

中 形
1.0~ 1.1 1.1~ 1.5 1. 5以上 1.1~ 1.5 1. 5以上

4.3~5.4 4.3~5.4 4.3~5.4 4.3~5.4 4.3~5.4 

小 形
1.0~ 1.1 1.1~ 1. 5 1. 5以上 1.1~ 1.5 1. 5以上

3.1~4.3 3.1~4.3 3.1~ i 3 3.1~4.3 3.1~4.3 

超 ,Jヽ 形
1.0~ 1.1 1.1~ 1.5 1. 5以上 1.1~1  5 1. 5以上

3.1未満 3.1未満 3.1未満 3.1未満 3.1未満
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I 予備調査作業報告

群馬県埋蔵文化財調査事業団

調査研究部長松本浩一

l)調査に至る経緯

2)分布調査の過程と結果

3)試掘調査の過程と結果

4)調査の成果と本調査への指針

1) 調査に至る経緯

関越自動車道（新潟線）は、東京一新潟を結ぶ高速

道路として計画され、埼玉県東松山市一群馬県渋川

市の間については、昭和44年 1 月に基本計画、同年

6 月に整備計画の決定かなされた。

群馬県教育委員会では、この路線に関連する埋蔵

文化財保護に必要な資料を作成するため、昭和44年

以来二度にわたる分布調査を実施し、調査をすべき

遺跡の分布状況を確認した。

これら遺跡の発掘調査については、群馬県教育委

貝会教育長と日本道路公団東京建設局長との間で、

「関越自動車道新潟線建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査に関する了解事項」を締結し（昭和48年度）、この

了解事項に碁づいて調査を実施することとなった。

発掘調査は、昭和48年度から、県教育委員会の直

営事業として実施され、中尾遺跡は昭和51年 7 月か

ら調査を開始し、昭和52年10 月に終了した。

2) 分布調査の過程と結果

前述のとおり、計画路線にかかる埋蔵文化財の分

布調査は二度にわたって実施された。

... 1 

第一回は、昭和44年に実施したもので、渋川市以

南の路線の通過か予想される地域について、幅 4 km 

にわたっての表面採集調査である。この結果、藤岡

市一渋川市の間で386件の遺跡が確認された。

さらに、昭和46年 6 月に道路公団から群馬県に対

して、渋川市以南について、幅 200 m にわたる計画

路線内の関連公共事業の調査依頼かあり、これに碁

づいて、県教育委員会は二度目の分布調査を実施す

ることとなった。この幅員は 200 m という限定され

た範囲であり、藤岡一渋川間で22箇所の遺跡か確認

された。

中尾遺跡は、上記22箇所の遺跡の一つである。遺

跡は前橋インターチェンジにかかる地域であるが、

高崎・前橋バイパス北側一帯に土器片の散布が多く

みられ、バイパス北側を中心に遺跡地として確認さ

れた。

また、昭和50年 7 月発掘調査実施に先立ち、遺跡

の範囲再確認の意味もあって、改めて分布調査を実

施した。この際の所見では、バイパス北側の本線敷

に沿った微高地上に土器片が集中的に散布し、東半

分及び西側部分では散布がごくわずかであることが

確認された。

3) 試掘調査の過程と結果

本遺跡には、昭和51年 7 月 1 日から調査に入った。

分布調査で遺跡地とした範囲は40,000面に近い広い

区域である。調査にあたっては、ほぼ南北に走る道

路本線の中心杭 2 本(60m 間隔）を見通して軸線を設

定し、これを基準に 10m正方の大グリッドを設定、

これをさらに 2m正方の小グリッドに区分した。ま

た道路敷が南北に長いため、南北方向にあっては、

... 2 遺構確認作業風景

Vll 
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挿図 2 予備調査トレンチ配置図

100 m を 1 単位として南から A~E 区の 5 区に区分

した。また、東西方向にあっては、道路本線中心杭

を見通した軸線を「 100 」とし、これより東は 2m

を 1 単位として 101 、 102…とし、西は同様に99 、 98

・・・と連番として遺跡地内をカバーした。

さて、分布調査で最も土器の散布か多かったのか

国道17号より北で、軸線としてとった本線中心杭周

辺の桑園地帯である。ここは遺跡地のほぼ中央にあ

たっている。

試掘溝は、幅1. 5 m 、長さ 4 m のものを、縦・横

ともに 8m の間隔をあけて設定することを原則とし、

まず、前述の遺跡地中央部分から試掘に入った。こ

の区域では、試掘溝にかかる遺構の数も多く、全面

的調査を要する区域として、 7 月 13 日から表土の排

土作業に入り、遺構調査にかかった。 （挿図 2 中央

下半部）

9 月中旬、遺跡地東南の一隅を試掘、遺構か多く

確認された中央部との間に湿田を挟む区域であるか、

試掘の結果、中央部に見られるローム層の堆積は全

V1ll 

I : 3,000 

く見られず、粘性褐色土層及び灰褐色土層となり、

以前は低地帯であった区域とみられた。なお、試掘

溝内に溝状のものも見られたため、 10月下旬、念の

ため、 1,500 m' はどの範囲について表土を除き精査

したか遺構は検出されなかった。

11 月 1 日～ 11 月 12 日、遺跡地北東部の試掘。道路

中心杭（グリッド 100の軸線）から東20m (110 ライン）

のところにある帯状の水田（中尾城の堀跡）を境にし

て東と西では地層か全く異なることか明らかとなる。

帯状水田から西はローム層の堆積か明確なのに対し

東ではローム層は全くない。試堀の結果でも、東側

一帯では土器片の出土もほとんどなく、遺構はない

のに対し、ロームの堆積する西側には、住居跡が密

集している。東側に見られる地層は、粘性の非常に

強い褐色土である。

11 月 15 日、遺跡地西端の試掘。この区域にもロー

ム層の堆積なし、井戸跡検出のため拡張したが他に

遺構はなし。

11 月 16 日、西側試掘と合わせて、遺跡地中央北半



• 3 遺跡周辺の地形

部の試掘に入る。遺構の検出が多いため、全面的に

拡張の上調査することとする。

昭和52年 4 月 20 日から、遺跡地最東端区域試掘。

粘性土が主体で東へ向って次第に傾斜していく傾向

が見られる。遺構は確認できない。

なお、前年12月国道南の地区を試掘。この部分に

ついても、国道北の C 区で見られたローム層の堆積

はなく、遺構も確認されなかった。また、南にある

日高遺跡でみられた浅間山の B 軽石及びC 軽石の堆

積は一部確認されたが水田遺構は認められなかった。

なお、水田遺構については、国道北においても、

集落周辺では検出されなかった。

4) 調査の成果と本調査への指針

前述のとおり、予備調査として実施した分布調査

の結果、地表で観察できた土器片の量は、国道北側

の本線敷部分が濃密な散布を示していた。これに対

して、東側及び西側の沖積地を挟んだ対岸では僅か

な散布を認めるにすぎず、地区によって明確な分布

量の差を示すことが確認された。この分布調査の結

果、遺跡は国道北側の微高地上を中心にして、沖積

地を挟む東西の対岸に僅かなひろかりを示すことが

予想された。

一方、分布調査に次いで実施した試掘調査の結果、

国道北側の南北に続く微高地上で多数の住居跡か検

出された。とりわけ、現在水田となっている中尾城

の堀跡付近では、重複した平安時代の住居跡か多く、

僅かではあるが古墳時代前期の住居跡も存在した。

しかし、沖積地を挟む東側と西側の対岸及び、国道

の南側には住居跡がなく、分布調査で予想した遺構

の分布状況と一致する結果を得るに至った。

これらの分布調査及び試掘調査の結果、遺構の分

布する範囲は国道北側の南北に続く微高地上に中心

をもつことが予測され、調査対象範囲は当初の 123,000

面から 38,000面に限定することが可能となった。ま

た、試掘調査によって検出した遺構は、平安時代の

鼈を伴う小型住居が圧倒的に多かったが、僅かに古

墳時代の住居跡も検出したことから、古墳時代から

平安時代にわたる集落跡であることか予想された。

IX 



II 本調査作業報告

群馬県教育委員会文化財保護課

指導主事都丸 肇

前橋市教育委員会社会教育課

主 事前原

1)調査の方法と過程

2)遺構・遺物の出士傾向

3)予備調査との照合結果

4)本調査の成果

豊

1) 調査の方法と過程

前述の分布調査及び、試掘調査で得た資料に基づ

いて、遺構か最も密集すると予想した国道北側の微

高地から、一部試掘調査と併行して本調査を開始す

るに至った。本調査は群馬県教育委員会の直営事業

として実施し、昭和51年 7 月、微高地の南端から着

手した。調査体制は右記のとおりである。

調査担当者

松本浩一 （群馬県教育委員会文化財保護課 文

化財保護主事）

都丸肇（ 同 上

前原 豊 （県教育委員会文化財保護課調査員）

佐藤京子 ( 同 上 ) 

調査はiOm正方の大グリッドを遺跡地全体にかぶ

せて試掘溝を設定し、試掘の結果遺構の確認された

地区については全面調査を実施した。なお、試掘の

際遺構の存在か明らかになった所は試掘作業を中止

して表土を排除し全面調査に移行したか、遺構の確

認かされない地区については、試掘溝の数を増し試

掘率を高めている。

昭和51年

7 月 1 日 発掘用器材搬入。

7 月 2 日 桑の抜根作業。

7 月 5 日 クリッド用南北軸線の設定。グリ、ノ

ド基本杭打ち。

7 月 6 日 C 区試掘開始。土師器、須恵器の破

挿図 3 本調査発掘区域図

X 



片多く出る。

7 月 10 日 C 区表土除去。全面調査に入る。

7 月 21 日 C 区遺構精査に入る。

9 月 13 日 台風17号による雨。遺跡地内滞水著

し\,‘。

11 月 26 日 C 区遺構密集地、西側及び北側の表

土除去作業。

12 月 4 日 C 区南側部分の表土除去。

昭和52年

2 月 9 日 C 区北端を東西に横断している用水

路より南側については、調査ほぼ終

了。

2 月 14 日 用水路から北、すなわち、 C 区北端及

ぴD 区にかけて表土除去作業開始。

2 月 17 日 表土除去の終った部分について、遺

構確認及び住居跡精査に入る。

2 月 24 日 10溝（城の堀跡）の精査に入る。

3 月 3 日 10溝の東に南北に走る幅約15mの谷

状落ち込みトレンチ掘削。

3 月 5 日 上記落ち込みは自然に形成された谷

であることを確認。この谷を境とし

て東にはローム層の堆積なく粘性土

か形成されているのに対し、谷の西

はローム層か堆積している。この西

側部分に遺構か集中している。この

谷を境とした地形の相異か確認され

た。

3 月 7 日 C 区及び D 区表土除去終了。

3 月 12 日 10溝の走行ほぼ確認。

3 月 26 日 昭和51年度作業終了。

4 月 7 日 昭和52年度作業開始。

5 月 21 日 県教育委員会主催「文化財の集い」

の一環として現地説明会。

7 月 4 日 D 区南半部調査終了。

7 月 5 日 D 区北半部及びE 区表土除去作業に

入る。

7 月 12 日 D 区北半部の遺構精査に入る。

7 月 13 日 D 区• E 区表土除去終了。

8 月 13 日 連日のように雨降り続き遺跡内は水

~25 日 びたしとなる。

10 月 14 日 D 、 E 区の調査終了。遺跡の主要部

挿図 4 遺跡全体図 I : 3,000 

分は完了し、 F 区を残すのみとなっ

た。調査は、開始以来二度目の秋を

迎えた。

10 月 15 B F 区（ C 区道西に設定）遺構精査。

10 月 21 日 F 区調査終了。

10 月 24 日 器材・遺物の搬出。

10 月 31 日 調査終了。

2) 遺構・遺物の出土傾向

分布調査の段階では遺跡の範囲は挿図 3 にみるよ

うに、インターチェンジ敷地内の大半を含む区域を

マークしていたが、結果的に遺構は上の挿図 4 にみ

るように東西幅60~70m 、南北 250 m の範囲内に集

中していた。遺構分布の東限は、中尾城の堀跡とみ

られる帯状の水田によって明らかに区分される。こ

の水田東には自然谷か形成されていたことか試掘に

より確認されている。前述のとおり、この南北に走

る堀（谷）を境として、西はローム層堆積地、東は粘

土層堆積地と地層的にも明確な区分かなされる。ま

た南も C 区南端からローム層の堆積は次第にうすく

なり、国道南の B 区にあっては、浅間 B 軽石の堆積

もみられ低地帯となっている。同様な傾向は西側で

もみられる。ただし、 D 区北部及び E 区については、

集落はさらに西へ延びるものと考えられるか、今回

XI 



の調査では路線外となるためどこまで範囲かひろか

るかは確認かとれていない。竪穴住居を主体とする

集落は、北から南へのびる舌状の微高地上に分布し

ている。集落の時期的傾向としては C 区北端及び D

区南端に古式土師器を伴う住居及び鬼高期の土器を

伴う住居かわずかにあるか、圧倒的に多いのは真間

•国分期の土器を伴う奈良～平安時代の竪穴住居で

ある。一方、この時期にあっても掘立柱形式の建物

の数が少ないという傾向かみられる。竪穴住居も奈

良～平安時代のもののほとんどは12~15m文小形で

あり、床面に柱穴か検出されない傾向か強い。

中世期の遺構として、前述の微高地東端に沿って

走る中尾城に関係するとみられる堀跡はあるか、堀

以外では城に関係すると見られる遺構は検出されな

かった。

1 戸当りの遺物出土量は概して少ない傾向かある。

出土品のうちで器類は須恵器の占める率か比較的商

いか、質的には落ちるものか多い。一方では良質な

灰釉陶器の出土も目立つ。また、わずかではあるか

緑釉陶器か 1 戸の竪穴住居に集中して出土したこと

も注目される。土器類の他では、竪穴住居内から石

製巡方が出土している。これらの物が出土し、圧倒

的に奈良～平安時代の住居が多い集落であるにかか

わらず墨書士器の出士は、他の同時期の集落と比較

しても非常に少ないというのも一つの特色であろう。

鉄器類の出土は少ないか、かなり使いこまれた砥

石の出土は比較的多い。

3) 予備調査との照合結果

予備調査、特に表面採集による分布調査の段階で

も、遺物散布量の密度に差が認められたか、調査段

.... 4 発掘調査風景

Xll 

階での地形からみて、東の区域にも遺構の存在も予

想された。

しかし、試掘調査及び一部の拡張調査の結果から

も、土器散布量の少なかった東及び西の区域には遺

構はなく、最も濃密に散布していた本線敷部分に遺

構が集中する結果となった。本遺跡では、土器片散

布密度の多少と遺構の有無とかはぼ一致する傾向を

示している。さらに、分布調査に続いて実施した試

掘調査によってこの傾向は一層明確となり、発掘区

域を、当初予測した遺構の分布範囲に限定して実施

することが可能となったのである。また、予測した

集落の時期については、一部に縄文時代の土坑か存

在したものの予測と同様な結果を得る結果となった。

4) 本調査の成果

昭和52年10 月 31 日、 1 年 4 ヶ月にわたる調査は終

了した。当初の、インターチェンジを含めた道路建

設予定区域面積123,000面は、分布調査及び試掘調査

の結果、国道の北側を中心とする 38,000面に圧縮さ

れ、さらに本調査の結果から遺構か分布する範囲は、

国道の北側に南北に続く微高地上の 17,000面に集中

することが判明した。検出された遺構は、竪穴住居

279、掘立建物 5 、土址123、井戸22、溝16、及び城

跡の一部である。遺物は、勝坂、石田川、鬼高、真

間、国分式の土器か出土している。

なお、調査段階より問題となっていた集落の範囲

については、遺跡北半の西側が調査区域外となるた

め、全面発掘とは言い難い。しかし、推定上野国府

跡付近に位置するこの遺跡で、奈良•平安時代にお

ける集落の一形態を確認し得たことは事実で、そう

した意味で重要な調査であったと考えられる。

&5 発揺調査風景 (D-94号住居周辺）



III 住居図面・写真・記録集成
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挿図 5 C地区遺構配置図
。

&10 C-123号住居周辺（西から）

• 11 奈良時代の住居(C-123号住居).11,. 12 焼失家屋 (C-13号住居）

T13 C-71 号住居周辺（東から）
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C - 1 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.6m 、

長軸4.9m の不整平面形を示す。軸線の傾きは近接する住居

に似ているが住居の形態は大きく異なる。 D-47号住居と、

住居の形状、規模か近似している。

面積 18.7面方位ー39°

床面粘質黒褐色土層を30cm掘り込んで床面とする。全

体に平坦で整っている。住居北西部に島状の小高い地山の

掘り残した部分がある。

寵跡確認できない。東壁の南側に幅70cm、奥行き 30cm

で半円形の掘り込みを検出した。出土した遺物から寵をも

つ住居と推定できるので、この部分に設置していた可能性

が高い。

遺物 住居北西部の床面直上より高台付椀、住居南東部

の覆土内より甕が出土する。

重 複 C-2号住居と重複する。 C-2住寵の焼土が、この

住居の床面上を覆っている平面精査の所見を得た。

C - 2 号住居

形状分類できない。東壁に寵を設置し、寵と相対する

西壁の南側に貯蔵穴を配置する。北壁と南壁は確認できな

いが、貯蔵穴を寵と相対する壁の際に配置する正方形住居

の例は中尾遺跡にない。 方位十85°

床面粘質黒褐色土層を30cm掘り込んで床面とする。重

複のため生活面を確認できたのは寵周辺部のみである。

竃跡 東壁の中央南側に設置する。壁を幅60cm、奥行き

40cmの台形に掘り込んで燃焼部を壁外に造り出す。焚口部

両端と燃焼部奥壁両側に 4 個の自然石を据える。煙道は火

床から緩やかに立ち上がり、燃焼部の外側50cm まで伸びる。

貯蔵穴 住居南西隅に直径50cmの円形プランで設ける。

遺物 鼈内より高台付椀、羽釜の破片か出土する。

重複住居北側でC-9号住居、南側で C-1号住居と重複

する。 C-9号住居がこの住居の覆土を切って構築する土層

断面の所見を得、寵の焼土が C-1住の床面上を覆っている

平面精査の所見を得た。
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C - 9 号住居

形状分類できない。住居北側は後世の溝に切られ、南

側で住居と重複するため、住居の南東部及び鼈以外は確認

できない。 方位十93°

床面粘質黒褐色土層を 15cm掘り込んで床面とする。確

認した面は平坦で良く整っている。住居の西側に長軸50cm 、

深さ 10cmの楕円形ピットを検出したか、この住居に伴うか

否かは不明である。

寵跡東壁に設置する。壁を幅50cm、奥行き 50cmの円頂

形に掘り込んで、燃焼部はそっくり壁外に造り出す。掘り

込みに沿って自然石を据え、枯土で主体部を構築する。据

えられた石は崩れて原位置を留めていない。煙道は確認で

きない。

貯蕨穴 住居南東隅に直径40cm、深さ 10cmの不整円形プラ

ンで設ける。

重 複住居南側でC-2号住居と重複する。この住居がc-

2住の覆土を切って構築する土層断面の所見を得た。

C - 3 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を東西にもち、短軸3.3m 、

長軸3.9m の整った長方形を示す。中尾遺跡では北壁に寵を

設置する住居は少なく、東壁寵の小形住居との時間差を示

していると考えられる。 面積 13.3面方位ー20°

床面粘質黒褐色土層を 10cm掘り込んで床面とする。生

活面が確実に把握できないためか、平坦な部分が確認でき

ない。住居中央北側と南壁際中央に直径20cm、深さ 10cm の

性格不明な円形ピットを検出した。

寵 跡北壁の中央東側に設置する。残存状態は良い。粘

土で壁に対してやや斜めに袖部を造り付け、主体部を構築

する。袖部の状況から燃焼部は壁内に留まり、煙道は火床

から緩やかな勾配で壁外60cm まで伸びる。

貯蔵穴 確認できない。類例から住居北束隅に設けていた

可能性が高い。

遺 物 住居中央部及び寵東側の床面に密着して坪、甕の

破片が出土する。
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4
 

号住居

形状小形正方形。一辺4.2m の整った平面形を示す。南

壁部は掘り込みが浅いため確認できない。

面積 17.5m' 方位ー26°

床面粘質黒褐色土層を 15cm掘り込んで床面とする。貼

床はなく構築面をそのまま生活面としている。全体に平坦

で良く整っている。

寵 跡確認できない。北壁中央東側に検出した半円形の

掘り込みは精査の結果寵ではなかった。出土した遺物から

寵をもつ住居と推定できるが、確認した壁に寵の痕跡は一

切ない。重複する住居に切られた可能性かある。

壁溝西壁と北壁の一部に幅10~20cm、深さ 5 ~10cm 。

遺 物 住居中央部の床面直上より坪（須恵器）、西壁際中

央南側の覆土内より高台付椀（須恵器）か出土する。

重複住居南東部で C-25号住居と重複する。新旧関係を

判別する実証的資料はないが、寵が確認できないことから

C-25住かこの住居を切って構築していると判定する。

C -25 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、

長軸4.2m の整った平面形を示す。 D-146号住居と、住居の

形状、規模が近似している。

面積 12. 7m' 方位十84°

床面粘質黒褐色土層を25cm掘り込んで床面とする。全

体に平坦で良く整っている。

寵跡 東壁の南端近くに設置する。残存状態か良〈煙道

部の天井は原形を留めていた。壁を幅60cm、奥行き 50cmの

方形に掘り込んで燃焼部は壁外に造り出す。煙道は幅20cm

で火床から水平に40cm伸びて、 70゜の角度で立ち上がる。燃

焼部手前床面の 2 個の河原石は性格が不明である。

遺物 住居中央部の床面直上より羽釜、住居中央東側の

床面直上より高台付皿（須恵器）が出土する。

重複住居北西部でC-4号住居と重複する。新旧関係を

判別する実証的資料はないか、 C-4住の寵か検出できない

ことから、この住居がC-4住を切っていると判定する。
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C -16 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.5m 、

長軸3. lm を測る。西壁に対して東壁が僅かに短い不整長方

形を示す。台地の東端に占地し、相似形で規模が異なる c-

25号住居と、同時存在し得ない距離に近接している。 D-10

号住居と、住居の形状、規模が近似する。

面積 7.6面方位十97°

床面粘質黒褐色土層を 15cm掘り込んで床面とする。貼

床した痕跡はなく、地山を整えて生活面としている。生活

面は全体に平坦で整っている。

寵 跡 東壁の南壁近くに設置する。残存状態か良く、煙

道の天井は遺存していた。壁を幅50cm、奥行き 35cmの台形

に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。主体部は粘質の

黒褐色土で構築する。煙道は幅25cm で、火床から水平に60

cm伸びて垂直に立ち上かる。焚口部に石材を使用した痕跡

はない。

遺物 住居南東部の床面直上より皿が出土する。

C -12 号住居

形状分類できない。北側の半分が後世の溝に切られて

確認できないため、住居の外形は確定できない。

方位十69°

床面 粘質黒褐色土を30cm掘り込んで床面とする。貼床

した痕跡はなく、地山を平坦に整えて生活面としている。

住居南西部の床面上10cm より性格不明の焼土を検出した。

なお、住居北側に設定した土層断面から切込面は II -1層で

あることを確認し、壁高は50cm と推定できる。

鼈跡 東壁の南側に設置する。残存状態か悪く天井部、

袖部共に崩れている。ロームと粘質土の混土で主体部を構

築し、燃焼部は壁内に造り付ける。煙道部の状況は不明で

あるか、壁外への掘り込みはない。焚口部に石材を使用し

た痕跡はない。

遺物 寵の火床に密着して坪、盤、住居南東隅の覆土内

より高台付皿（須恵器）、住居南西部の焼土上面より高台付

皿（須恵器）が出土する。
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-13 号住居 c
 

-14 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.4m 、

長軸4.2m で、東壁の北端に幅70cmの半円形をした張り出し

部をもつ不整長方形を示す。

面積 14.1面方位十85°

床面粘質黒褐色土を20cm掘り込み平坦に整えて床面と

する。住居一而の床面に密着して炭化材及び焼土か出土す

る焼失家屋である。炭化材は住居の北東部に集中し、壁の

外側から中央に向って規則的に焼け落ちている。主柱及び

棟木と推定される炭化材は検出できない。

鼈跡東壁の中央南側に設置する。壁を幅70cm、奥行ぎ

60cmの方形に掘り込んで燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

の左側に凝灰岩の切石を据えて補強材とする。煙道は幅20

cm で燃焼部の外側20cm まで伸びる。なお、焚口部の補強材

と同質の切石が南壁際中央の床面に密着して出土する。

遺 物 東壁際中央の床面直上より皿（須恵器）、寵の覆土

内より羽釜、高台付椀（須恵器）か出土する。

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、

長軸3.5m を測る。西壁の立ち上がりか不明瞭であるが、確

認した壁の間を推定線で結ぶと整った長方形を示し、北壁

と南壁は直線的である。近接する C-71号住居と、住居の形

状、規模か極めて近似する。台地中央の頂上部付近に、単

独で占地している。

面積 10.5m' 方位

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。南壁の西

側で重複する 1 土拡の上部にのみ貼床を施し、他はローム

の地山を平坦に整えて生活面としている。 1 土拡内からは

縄文式土器の破片か出土する。

寵 跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定できるが、確認した壁に焼土、灰などの寵の痕跡を示

すものは一切ない。

遺物 南壁際中央の覆土内より甕の破片、住居北東部の

覆土内より甕の破片が出土する。
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C -15 号住居

形状小形準縦長長方形。長軸を東西にもち、短軸3.lm 、

長軸3.7m を測る。隅が大きな丸味をもち、西壁に対して東

壁が長い不整長方形を示す。住居の隅を斜めに切って寵を

構築する例は、中尾遺跡に 6 例と少ない。遺跡南端の C-54

号住居と住居の形状が相似形を示し、鼈の構造も似ている。

面積 1 1. 2面方位十91ｰ 

床面粘質黒褐色土層を 15cm掘り込んで床面とする。住

居北東部に小さな窪みがあるか、全体に平坦で良く整って

いる。

寵跡住居南東の隅を切って構築する。壁を幅60cm、奥

行き 40cmの三角形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。

強く焼けた痕跡はな〈石材の使用もない。煙道の状況は不

明である。

貯蔵穴 住居南西隅に一辺40cm、深さ 40cmの正方形プラン

で設置する。

遺物 南壁際中央より高台付皿（須恵器）が出土する。

C -76 号住居

形状分類できない。掘り込みか浅いため住居の外形は

確認できないか、 3 個の柱穴と炉跡から竪穴住居と判定す

る。柱穴間の寸法は D-4号住居に近い規模を示し、住居軸

線の傾きも似ているため、近似した住居規模をもつと考え

られる。 方位＋31ｰ 

床 面 生活面は削平されて確認できない。炉は粘質黒褐

色土上に認められた。

柱 穴 3 個を確認した。柱穴の配置は長軸と短軸か直交

せず、心々を結ぶ四角形は不整長方形を示すと考えられる。

柱穴間の寸法は南辺1.9m 、西辺2.5m 。床面から深さか20

~30cmの円形掘り方を示す。

炉 跡 柱穴を結ぶ四角形の中心から南東に偏して焼土を

検出した。生活面が削平されて詳細は不明であるが、床面

に直径50cmの浅い窪みを掘って炉床とする。焼土が多く、

強く焼けた痕跡を残す。

遺 物 炉の焼土上面に密着して甕の破片が出土する。
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c
 

8
 
号住居

形 状

面
床
積
面

柱 穴

超大形正方形。ローム層への掘り込みが浅いため、

東壁と北壁の一部を除いて壁の立ち上がりは確認

できず、壁溝によって住居の外形を確定した。一

辺7.3m を測る。直線的な壁で構成される整った方

形を示し、寵付の住居では中尾遺跡内で最大の規

模をもつ。南側に点在する大形正方形住居と相似

形を示すか、同形状、同規模の類例は中尾遺跡に

ない。北壁に寵を設置するのは正方形住居が圧倒

的に多く、なかでも大形以上の正方形住居に限定

され、これらは柱穴と壁溝を備えている。 C-24号

住居と重複して、同形状の中形正方形住居との時

間差を示している。遺跡南半で、台地東側の僅か

な空間地に占地する。

53.9面（推定）方位

ローム層を 5 cm掘り込んで構築面とする。この面

に貼床して生活面を作った可能性があるが、生活

面は住居の平面精査で削平して確認できない。住

居の中央西側を南北に、後世の溝か床面を深く掘

り込む。

住居の対角線上に 3 個を確認した。南西に位置す

る柱穴は後世の溝に切られて確認できない。心々

を結ぶ四角形は住居外形と相似形で、一辺4.0m の

-7 0 

鼈

壁
重

跡

溝
複

整った正方形を示すと推定する。床面からの深さ

50~60cmの円形掘方である。

北壁の中央東側に設置する。残存状態か悪く、壁

に沿って僅かな焼土を検出したのみで、主体部は

原形を留めていない。主体部は白色粘土で構築し

た痕跡を残す。住居北東部の構築面直上より出土

した凝灰岩の切石は、焚口部を構成していたもの

の可能性が高い。

西壁と北壁の一部に幅15cm、深さ 10cm で巡る。

C-24号住居と重複する。新旧関係を判別する資料

はない。
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C - 7 号住居

形状分類できない。西壁の堀り込みが浅いため、住居

の外形は確定できない。

床面 ロームを 10cm掘り込み、平坦に整えて床面とする。

炉、竃 確認できない。出土した遺物からは、炉と寵の判

定ができない。焼土・灰の痕跡は一切ない。

遺 物 東壁際中央の床面に密着して坪、住居北東部の覆

土内より甕、住居中央南側の覆土内より壺が出土する。

重 複 C-6号住居と重複する。 C-6住がこの住居の覆土

を切って構築する平面精査の所見を得た。
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C -24 号住居

形状 中形正方形。長軸4.7m 。 D-46号住居と住居の形

状、規模が近似。 面積 20.2m＇（推定）方位十 9.

柱穴床面からの深さ 20~30cm で 3 個を確認した。

炉 跡確認できない。出土した遺物から炉をもつ住居と

推定できるが、炉の痕跡を示す焼土、灰は検出できない。

遺物住居の覆土内より甕の破片か出土する。

重 複 C-8号住居との新 1日関係を判別する資料はない。
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C - 6 号住居

形 状 分顆できない。住居の西側は後世の溝に切られて

確認できない。長軸は3.5m で確認した壁は整った形状を示

す。方位十97°

床面粘質黒褐色土層を20cm掘り込んで構築面とする。

この面に貼床して生活面を作った可能性があるが、生活面

は軟弱で確認できない。構築面は住居北側が南側よりやや

深く掘り込まれている。寵手前のピットは後世のもの。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅100cm 、奥行50cm掘

り込んで燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の両側に河原石

を据え、その上にi疑灰岩の切石を横架して焚口部を構成す

る。この凝灰岩の切石は強く火を受けた痕跡を残す。火床

の中央部に砲弾状の石を埋め込んで支脚とする。煙道の状

況は不明である。

遺物 寵の火床に密着して羽釜、高台付坑（須恵器）。

重複 住居北側で C-7号住居と重複する。この住居が C

-7住の覆土を切っている平面精査の所見を得た。
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C -10 号住居

形状大形正方形。一辺5. 7m を測る。直線的な壁で構成

されるか、南壁に対して北壁が長い不整方形を示

す。台地東側の縁辺部に、ひとまわり大きい大形

正方形住居と重複して占地し、 C-17号住居、 C-31

号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きが極め

て近似している。

面積 30.7m' 方位ー12°

床 面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面として

いる。確認した面は平坦で良く整っている。

柱 穴 確認できない。同規模の大形正方形住居で柱穴を

確認できないのは、この住居のみである。

寵 跡 北壁の中央に設置する。残存状態が悪く主体部は

原形を留めていないが、壁内に造り付けた短い袖

部を検出した。燃焼部は幅70cm、奥行き 50cm で壁

内に造り付け、白色粘土で構築する。焚口部に横

架していたと考えられる甕が、焚口部の床面直上

より出土する。火床の中央から左側に土製支脚を

埋込む。煙道は火床から水平に30cm伸ぴて、 45゜の

傾きで立ち上がる。

壁溝幅15cm、深さ 10cm で寵下を除いて全周する。

遺物 鼈の火床に密着して甕が出土する。

重 複 C-11号住居と重複する。 C-11住かこの住居の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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c
 

-11 号住居

形

面
床

柱

状

積
面

穴

大形正方形。一辺6.0m を測る。直線的な壁と直角

の隅で構成される整った方形を示す。 C-23号住居

と、住居の形状、規模が近似している。外形が相

似形の C-10号住居と重複し、同形との時間差を示

している。

38.0面方位

ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。住居東半

の C-10号住居との重複部に厚さ 5cmの貼床を施し、

西半は地山を平坦に整えて生活面とする。柱穴を

結ぶ四角形の内側が、周壁部より 5 cm低い。

住居の対角線上に 4 個を配置する。心々を結ぶ四

角形は住居の外形と相似形で、一辺3.3m の整った

-5 0 

鼈

壁
遺
重

跡

溝
物
複

方形を示す。床面からの深さ 40~50cmの円形掘方

である。

北壁の中央から僅か東側に設置する。壁内に造り

付けた長さ 50cmの袖部を検出した。燃焼部は幅50

cm、奥行き 50cmで壁内に造り付け、白色粘土で構

築する。袖部の芯に 1疑灰岩の切石を用いる。煙道

は壁を切り込んでいない。

幅15~20cm、深さ 10cmで寇下を除いて全周する。

寵の覆土内より甕、住居北東部の覆土内より 1不、

南壁際中央の壁溝内より棒状の河原石が出土する。

C-10号住居と重複する。この住居がC-10住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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C -17 号住居

形状大形正方形。一辺5.8m を測る。直線的な壁と直角

の隅で構成される整った方形を示す。 C-10号住居、

C-31号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きが

近似する。周辺に点在する同形状の正方形住居は、

北壁に鼈を設置して壁溝と柱穴をもつ共通性があ

り、住居の形状、柱穴の配置か規格性に富んでい

る。中尾遺跡で壁溝と柱穴をもつものは、大形正

方形住居が多い。

面積 30.9面方位ー16°

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面として

いる。確認した面は平坦で良く整っている。住居

の中央を南北に後世の溝が切る。

柱穴 住居の対角線に 2 個を確認した。北西と南西に位

置する柱穴は確認できないか、 2 個のピット列が

住居の外形に対して整然とした配置を示すので、

柱穴と判定した。床面からの深さ 40~50cmの円形

掘方である。

寵 跡 北壁の中央付近に設置する。後世の溝に切られて

主体部は原形を留めていないか、北壁の中央付近

に焼土を検出した。この部分を除いて、鼈の痕跡

を示すものは一切ない。

壁溝幅10~20cm 、深さ 10cm で西壁の南側を除いて巡る。

遺物住居の覆土内より坪の破片か出土する。
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C -19 号住居

形状大形正方形。長軸を南北にもち、短軸5.0m 、長軸

5.5m を測る。住居束側の掘り込みが浅いため、壁

の立ち上がりは確認できないが、壁溝によって外

形を確定した。柱穴と壁溝をもつ大形正方形で、

C-17号住居、 C-31号住居に、住居の南北軸か一

致している。北壁に寵を設置する大形正方形住居

で、南北と東西の軸長か大きく異なるのはこの住

居のみである。 C-17号住居と同時存在し得ない距

離に近接して占地する。

面積 28.2面方位ー13°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで構築面とする。この面

に貼床して生活面を作った痕跡があるが、生活面

は住居の平面精査の際に削平したと考えられる。

構築面は小さな起伏が多く、平坦な面は少ない。

住居西側の床面を、後世の溝が深く掘り込む。

柱穴 住居の対角線上から僅かにずれて 2 個を確認した。

北西と南西に位置する柱穴は確認できないが、確

認した 2 個のピット列が、住居の外形に対して整

然とした配置を示すので、柱穴と判定した。床面

からの深さ 30~40cmの円形掘方である。

寵 跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定できるが、寵の痕跡は検出できない。

壁溝幅20cm 、深さ 10cmで東壁の南側を除いて確認した。

遺物 住居の覆土内より坪（須恵器）の破片が出土する。
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C -20 号住居

形状大形正方形。一辺5.8m と推定する。住居の西半部

は確認できず、柱穴列から外形を推定した。柱穴

と壁溝をもつ大形正方形住居で、寵をもつ C-31号

住居と、住居の形状、規模が近似しているが、軸

線の傾きが西へ大きく傾いている。軸線の傾きは

炉をもつ中形正方形住居に近い。

面積 33.6面（推定）方位ー36°

床 面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。住居の掘

り込みが浅いため、北東部を除いて床面は確認で

きない。貼床した痕跡はなく、ロームの地山を平

坦に整えて生活面とする。

柱穴 住居の対角線上付近に 4 個を配置する。心々を結

ぶ四角形は、短軸3.3m 、長軸3.5m の整った方形を

示す。床面からの深さ 20~30cmの円形掘方である。

炉、竃 確認できない。出土した遺物からは炉付住居か鼈

付住居かの判定かつかない。ともに、痕跡を示す

ものは一切検出できない。

壁溝幅30cm、深さ 10cm で北東隅と南壁の一部に確認。

貯蔵穴 住居南東隅に深さ 30cmの不整円形プランで設ける。

遺物 住居南東部の床面に密着して台付甕の破片、東壁

際北側の床面直上より皿が出土する。

重複 C-30号住居、 C-31号住居と重複する。 C-30住、

C-31住がこの住居の覆土を切って構築する平面精

査の所見を得た。
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C -30 号住居

形状小形正方形。短軸3.2m 、長軸3.5m で西壁に対し

て東壁か短い不整方形を示す。

面積 1 1. 4面方位十 4°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。全体に平

坦で整っている。住居中央と西壁中央に性格不明の柱穴様

ピットを検出した。

竃 跡 東壁の中央南側に設置する。掘り込みか浅いため

明確な位置は確認できないが、壁に沿って多量の焼土を検

出した。壁外に石製支脚を検出したことから、燃焼部は壁

を切って外に造り出す構造と考えられる。

壁溝東壁の内側に幅 5 ~15cm、深さ 5 ~10cm で巡る。

遺 物 東壁際中央と西壁際中央の床面に密着して高台付

椀（須恵器）、西壁際の覆土内より緑釉の破片、甕を転用し

た硯が出土する。

重 複 C-20号住居と重複する。この住居かC-20住の覆

土を切って構築している平面精査の所見を得た。
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C -31 号住居

形状大形正方形。一辺5.3m を測る。住居の掘り込みが

浅いため南壁は確認できないか、柱穴列から住居の外形を

想定することが可能である。台地中央の頂上部付近に占地

し、 C-10号住居と、住居の形状、規模が近似している。

面積 27.1面（推定）方位ー10°

床面 ローム層を 5 cm掘り込んで構築面とする。構築面

は平坦で整っている。この面に貼床して生活面を作った痕

跡があるが、生活面は住居平面精査の際に削平したと考え

られる。住居の南半部に深さ 10cmのピットが集中している。

柱穴 住居の対角線上に 3 個を確認した。北西に位置す

る柱穴は確認できない。心々を結ぶ四角形は一辺2.5m の正

方形で、住居の外形と相似形を示す。構築面からの深さ 20

~30cmの円形掘方である。

寵跡北壁の中央から僅か東側に設置する。壁内に造り

付けた長さ 50cmの袖部を検出した。燃焼部は幅50cm、奥行

き 50cm で壁内に設ける。煙道は壁を三角形に掘り込み、火

床から水平に20cm伸びて垂直に立ち上がる。焚口部に石材

を使用した痕跡がある。

壁溝南壁を除いて幅15cm、深さ 10cm で確認した。東壁

の壁溝内に深さ 10cmのピット 3 個を確認した。

遺物 東壁際南側の構築面直上より坪が出土する。

重 複 C-20号住居と重複する。この住居がC-20住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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c
 

-38 号住居 c
 

-44 号住居

状分類できない。一辺5.2m 。北壁か中央部で大きく

屈折するため、西壁に対して東壁が著しく短い不整方形を

示す。中尾遺跡に同形状、同規模の住居はない。住居の南

東部は掘り込みか浅いために確認できない。

面積 24.7m' 方位ー 3 ｰ 

床面粘質黒褐色土層を20cm掘り込んで床面とする。貼

床した痕跡はなく、地山を平坦に整えて生活面としている。

寵 跡確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるが、確認した壁に焼土、灰などの寵の痕跡を示

すものは一切ない。

遺 物 住居南東部の床面に密着して坪（須恵器）、住居南

西隅の床面に密着して甕、西壁際北側の覆土内より羽釜。
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形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2. 7m 、

長軸3.2m で西壁に対して東壁が長く、隅の丸味か大きい不

整長方形を示す。特に住居北東隅は大きな丸味をもって壁

を掘り込む。この類例は C-56号住居を除いて中尾遺跡には

ない。

面積 8.8面方位

床面粘質黒褐色土を 10cm掘り込んで床面とする。全体

に平坦で良く整っている。南壁際中央東側に幅60cm、長さ

70cm で壁に向ってしだいに高くなる、舌状の地山掘り残し

部分がある。

寵跡東壁際中央南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き

40cmの台形に掘り込んで燃焼部は壁外に造り出す。焼土は

少ないか燃焼部の手前に多量の灰を検出した。

貯蔵穴 住居南東隅に長軸40cmの楕円形プランで設置する。

遺 物 住居南東部と南壁際中央の覆土内より高台付椀（須

恵器）、高台付皿（須恵器）が出土する。
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c
 

-83 号住居 c
 

-29 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.4m 、

長軸4.3m で隅が小さな丸味をもつ整った長方形を示す。

面積 13.9面方位十91ｰ 

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。全体に平

坦で良く整っている。南壁中央に幅60cm、長さ 60cm で壁に

向ってしだいに高くなる、舌状の地山掘り残し部分がある。

この類例は C-44号住居。

寵跡東壁の中央から僅か南側に設置する。壁を幅70cm 、

奥行き 40cmの方形に掘り込んで燃焼部は壁外に造り出す。

構築材料は不明で石材は使用していない。火床は幅70cm 、

奥行き 90cm、深さ 10cmの方形に掘り窪めた後、埋め戻して

使用する。

貯蔵穴 住居南東隅に長軸90cm 、深さ 30cmの楕円形プラン。

遺物住居の覆土内より鉄器が出土する。

重複住居北側でC-72号住居と重複する。 C-72住の鼈

かこの住居の覆土を切って構築している。
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分類できない。南東部を除いて壁の確認ができな

いため、住居の外形は確定できない。長軸を南北にもつ小

形準横長長方形の可能性がある。

床面 ローム層を 5 cm掘り込み平坦に整えて床面とする。

鼈跡東壁の南側に設置する。掘り込みか浅いために、

全形は確認できない。

貯蔵穴 南壁東端の壁外に張り出して深さ 15cmの楕円形。

遺物 南壁際の床面直上より高台付皿（須恵器）、鼈西側

の覆土内より羽釜が出土する。
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分類できない。南東部を除いて壁の確認ができな

いため、住居の外形は確定できない。

竃跡東壁に設置する。壁を幅40cm、奥行き 50cmの円頂

形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の両側

に凝灰岩の切石を据えて補強材とする。

遺物 寵の覆土内より高台付椀（須恵器）、住居南東部の

覆土内より羽釜が出土する。

重 複 C-83号住居と重複する。この住居がC-83住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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c
 

-23 号住居

形 状

面
床
積
面

柱 穴

大形正方形。断片的に確認した壁の立ち上がりを

直線で結ぶと、一辺6.4m の整った方形を示し、推

定した住居の外形がC-11号住居と一致するため、

北壁に鼈を設置する大形正方形住居と判定した。

住居の形状、規模、軸線の傾きが C-11号住居に近

似し、確実な同形状、同規模の住居は、中尾遺跡

にこの 2 軒しかない。中尾遺跡の正方形住居は、

北壁鼈と東壁鼈の 2 例があるが、北壁に鼈を設置

するのは大形住居に限定され、北壁に寵を設置す

る大形住居は、柱穴と壁溝をもつ正方形が多い。

台地中央の頂上部付近に占地し、 C-18号住居と重

複して相似形である正方形住居との時間差を示し

ている。

40.7m’（推定）方位

ローム層を20cm掘り込んで床面とする。住居の北

西部と南東部は重複する住居に切られ、南西部の

掘り込みが浅いため、生活面を確認できたのは北

東の一部である。ロームと黒色土の混土で貼床し

て生活面を作る。生活面は平坦で良く整っている。

住居の中央北側を C-18号土拡が切る。

確認できない。同形状、同規模の C-11号住居が柱

穴をもつ他、北壁に寵を設置する大形正方形住居

に柱穴を確認しているので、柱穴をもつ住居と推

-1 3ー 

寵

遺

跡

物

重 複

定する。住居の北西部で対角線上に位置する深さ

40cmの円形ピットが、柱穴である可能性が高い。

確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定できる力＼確認した壁に寵の痕跡を示す焼土、

灰は一切検出できない。

東壁際北側の床面に密着して坪、住居北東部の床

面直上より坪、北壁際東側の覆土内より皿（須恵

器）が出土する。

C-18住、 C-21住、 C-22住、 C-33住、 C-69住と

重複する。この住居がC-18住の覆土を切り、この

住居かC-21住、 C-22住に切られる平面精査、土

層断面の所見を得た。 C-69住との新旧関係は不明。
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-21 号住居 c
 

-22 号住居

形状 中形正方形。南北軸4.8m を測る。東壁に対して西

壁が僅かに短い不整方形を示す。 F-2号住居と、住居の形

状、規模、軸線の傾きが近似している。住居か密集してい

る台地中央の頂上部付近に占地し、大形正方形の住居と重

複している。同形状の正方形で、大形と中形には時間差か

あると考えられる。

面積 21. 7m’ 方位

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面としている。確

認した面は平坦で良く整っている。北壁際中央と南壁際中

央に直径30cm、深さ 10cmの円形ピット 2 個を検出した。規

則的な配置を示すので柱穴の可能性もあるか、中尾遺跡に

同様なピットをもつ住居はない。

鼈跡 東壁の南側に寵を検出したが、重複する C-22号住

居と東壁を接しているため、設置する住居の判定がつかな

い。近似する形状、規模をもつ D-34号住居の寵が、袖部を

造り付けて燃焼部を壁内に設ける構造なので、この住居に

伴う可能性も考えられる。

遺物 北壁際中央の床面に密着して坪、南壁際中央の床

面直上より坪か出土する。

重 複 C-22号住居、 C-23号住居と重複する。この住居

が C-23住の覆土を切り、この住居の覆土が C-22住に切ら

れる土層断面の所見を得た。

+81ー 

形 小形準縦長長方形。長軸を東西にもち、短軸2.8m 、

長軸3.6m で隅か直角に近い整った長方形を示す。中尾遺跡

では縦長長方形の住居は少ない。 0-36号住居と、住居の形

状、規模か近似している。

面積 9.9m' 方位十87°

床面粘質黒褐色土層を 15cm掘り込んて床面とする。住

居西側に浅い窪みかある他は、平坦で良く整っている。

竃跡東壁の南端に設置する。残存状態が良く、煙道の

天井部及び主体部の一部は原形を留めていた。壁を幅70cm 、

奥行き 50cmの半円形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出

す。燃焼部の側壁に沿って白色枯土を貼って、主体部を構

築する。煙道は確認できない。

遺物住居北東隅の覆土内より皿（須恵器）か出土する。

重 複 C-21号住居、 C-23号住居と重複する。この住居

が C-21住、 C-23住の覆土を切って構築している土層断面

の所見を得た。
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-69 号住居 c
 

-18 号住居

中形正方形。住居の壁は確認できず、外形は柱穴

の配置から推定した。

面積 20.5m＇（推定）方位

床面粘質黒褐色土層を20cm掘り込んで床面とする。全

体に小さな起伏が多く、平坦な生活面は確認できない。西

壁の中央部に床面から 10cm高い、地山を掘り残した部分を

確認した。

柱穴 住居の対角線上に 4 個を配置する。心々を結ぶ四

角形は東辺に対して西辺の短い不整長方形で、住居の外形

と相似形を示すと考えられる。

竃 跡確認できない。出土した遺物から鼈を伴う可能性

が高い。

遺 物 北壁際東側の床面に密着して皿、住居中央部と南

壁際中央の覆土内よりi不か出土する。

重 複 C-18号住居、 C-23号住居と重複する。新旧関係

を判別する資料はない。

形 状
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形状 中形正方形。一辺4.8m と推定する。確認できたの

は北東と南西の隅に限られるか、規則的な 3 個の柱穴列と、

想定した住居の外形か整然とした配置を示すので、柱穴を

もつ中形正方形と判定した。 D-4号住居と、住居の形状、

規模、軸線の傾きか近似している。この住居と同形状、同

規模の中形正方形住居は、周囲の住居に対して軸線の傾き

が束へ大きく傾〈共通点をもつ。台地中央の頂上部付近に

占地している。

面積 23.lm＇（推定）方位

床面 ローム層を25cm掘り込んで床面とする。 C-69号住

居と床面の大半を重複しているため、生活面を認定するこ

とはできない。確認した生活面は、貼床して構築した痕跡

+11ー 

がある。

柱穴 住居の対角線上に 3 個を確認した。心々を結ぶ四

角形は一辺2.8m の正方形で、住居の外形と相似形を示す。

炉 跡確認できない。出土した遺物から炉をもつ住居と

推定できるが、炉の痕跡は確認できない。

貯蔵穴 住居の北東隅に直径60cm、深さ 40cmの不整円形フ゜

ランで設ける。

遺物 東壁際中央の床面直上より台付甕の破片か出土。

重 複 C-23号住居、 C-33号住居、 C-69号住居と重複す

る。この住居の覆土か C-23住に切られる平面精査の所見を

得た。 C-33住、 C-69住との新旧関係を判別する資料はない。

\ 

一/
 / 

/ 

／

1
_
ー
1
1
1
1
ー
1
ー
1

_

_

 

, 
6
 

c
 

A
-

A-

27土拡

----------~ 

◎□ 
\ 

I 
\ 

I り9
レ l

/ / 1 | 

,,,,,, I I 
,,, I I 

• C23ー-,___ -'. ~ r~,! 

A' 

‘
、

A
 

22 



C -33 号住居

形 状 分類できない。壁の立ち上かりか確認できないた

め、住居の外形は確定できない。鼈は当初、 C-18号住居に

伴うと考えていたか、 C-18号住居の床面と鼈のレベル差か

30cm あり、壁に対する方向も不自然である。周囲の重複す

る住居に伴う可能性はない。 方位 十86゜（推定）

床面 鼈の周辺部のみ確認した。 C-23号住居の覆土を掘

り込み、貼床して生活面を平坦に整える。確認した生活面

は鼈周辺部のためか堅固である。

寵 跡 焚口の方向から東壁に設置していたと判定する。

白色粘土で主体部を構築する。確認した袖部の状況から、

燃焼部は壁内に付けられていた可能性が高い。煙道は確認

できない。

遺 物 鼈の火床に密着して坪、寵南側の床面に密着して

甕、周辺の生活面と同一レベルカ~ら杯、盤か出土する。

重 複 C-18号住居、及び C-23号住居の覆土を切って、

この住居の寵を構築している。
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C -92 号住居

形状分類できない。南壁か確認できないため、住居の

外形は確定できない。長軸を南北にもち、短軸3.lm を測る。

面積 10.8m' （推定）方位十95°

床面 粘質黒褐色土層を 10cm掘り込んで床面とする。全

体に平坦で良く整つている。住居の南東部は溝の覆土の上

に貼床して生活面とし、その他は地山を整えて生活面を作

る。住居中央部と北壁際西側に、床面からの深さ 20cmのピ

ツト 2 個を検出した。

寵跡東壁の南側に設置する。粘性土で構築した長さ 20

cmの袖部を検出した。燃焼部は幅30cm、奥行40cmの方形で

半分を壁外に造り出す。焚口部右側に河原石を検出した。

原位置は留めていないが、中央の河原石と共に焚口部を構

成していたと考えられる。煙道は幅10cm で燃焼部の外側15

cm まで緩やかな勾配で立ち上がる。

遺物 住居北側の覆土内より坪、甕、高台付塙（須恵器）

の破片が出土する。
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C -28 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.lm 、

長軸3. 7m を測る。南壁に対して北壁か長い不整方形を示す。

C-97号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾き、貯蔵穴の

位置が近似している。 C-97号住居、 C-75号住居、 0-6 号

住居は、小形準横長長方形の同規模、同形状の住居に対し

て軸線の傾きか南へ大きく傾く傾向を示し、軸線が南へ傾

〈小形準横長長方形、小形準縦長長方形住居は、寵を東壁

の南端付近に設置する共通点をもつ。台地の中央部に単独

で占地している。

面積 11.4面方位＋27°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面としている。生

活面は平坦で良く整っている。住居の中央南側に深さ 20cm

の不整形ピットを検出した。

寵 跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定できるか、確認した壁に寵の痕跡はない。住居北西隅

の円頂形をした掘り込みは、精査の結果寵ではなかった。

住居の掘り込みが浅い東壁の南端に鼈を設置し、相対する

西壁の南端に貯蔵穴を設ける可能性が高い。

貯蔵穴 住居の南西隅に直径50cm、深さ 40cmの円形プラン

で設ける。

遺物住居中央の床面に密着して坪（須恵器）、西壁際中

央の覆土内より甕の破片か出土する。
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C -27 号住居

形状小形正方形。一辺3.3m の整った平面形で、周辺の

北壁に鼈を設置する大形住居と相似形を示す。中尾遺跡で

北壁に鼈を設置するのは C-49号住居を除いて正方形住居に

限られ、それ以外の住居にはない。正方形で北壁に寵を設

置する住居と、東壁に寵を設置する同形状の住居には、時

間差かあると考えられる。

面積 9.9面方位ー110

床面 ローム層を35cm掘り込んで床面とする。全体に平

坦で良く整っている。南壁と東壁に沿って直径 5 cm、深さ

5 cmの小さな窪みを多数検出した。

寵跡 北壁の中央から僅か東側に設置する。地山のロー

ムを掘り残した長さ 50cmの袖部を検出した。地山のローム

を芯にして粘性土で主体部を構築する。燃焼部は幅50cm 、

奥行き 50cmの方形で壁内に造り付ける。煙道は幅20cmで壁

外20cm まで伸び、垂直に立ち上がる。

遺物住居の覆土内より高台付埼（須恵器）が出土する。

ー

A
-

A-

、([)/

ょ。

` rol 

,
A
 

も

() 

m/ (Il| 

黒
一
褐
色
土

む
口
黒
褐
士
色

含
②
む
黒
色
褐

を
含
③
黒
黒

石
土
を
④
質

軽
色
粒
士
砂

①
褐
ム
色
土
⑤

I
A
-

cnl 

EL I 07. 30 M 

24 



C -49 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を東西にもち、短軸3.4m 、

長軸4.3m で、南壁に対して北壁か長い不整長方形を示す。

この住居は、中尾遺跡で北壁に寵を設置する唯一の横長長

方形住居である。北壁に鼈を設置する正方形住居とは時間

差があると考えられる。

面積 14.4m' 方位ー13°

床面枯質黒褐色土層を 15cm掘り込んで床面を平坦に整

形する。住居南西部に直径20cm、床面からの深さ 30cmで上

端に幅15cm、深さ 5 cmの溝と繋かる不整円形ピットを 2 個

検出した。

寵跡 北壁の中央西側に設置する。残存状態か悪く構造

が把握できない。燃焼部は壁を切って壁外に造り出す可能

性がある。

壁溝幅15cm、深さ 10cmで鼈を除いて全周する。

遺物住居北東部の覆土内より甕、高台付培（須恵器）

か出土する。
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C -26 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.2m 、

長軸4.lm を測る。北壁に対して南壁か長い不整方形を示す。

東壁の南端に寵を設置し、鼈と相対する西壁際の南端に貯

蔵穴を配置する。この住居と同じ鼈と貯蔵穴の配置をもつ

住居は、軸線か南へ傾く傾向を示す。台地中央の頂上部付

近に占地し、 C-75号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾

きが近似している。

面積 13.9m' 方位＋100°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面としている。生

活面は住居の中央部か周壁部より僅かに低い。住居の中央

を東西に後世の溝か切る。

寵跡東壁の南端に設置する。残存状態か悪く、主体部

は原形を留めていない。住居の南東部の床面に多量の黒色

灰が散乱していた。燃焼部は幅50cm、奥行き 50cmの方形で

壁外に造り出すと考えられ、住居の東西軸に対して南へ35°

の傾きを示す。南壁際東側の床面直上より出土した河原石

は、焚口部を構成していたものの可能性か高い。

貯巌穴 西壁際の南端に直径50cm、深さ 40cmの円形プラン

で設ける。

遺 物 東壁際中央の床面に密着して皿、住居南東部の床

面に密着して皿、貯蔵穴東側の覆土内より甕、羽釜、住居

北東部の覆土内より皿か出土する。
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C -55 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、

長軸3.9m と推定する。直線的な壁で構成される整

った長方形を示す。小形準横長長方形住居は遺跡

の広範囲に分布するが、この住居か占地する遺跡

の南端部週辺には、縦長長方形住居と分類不可能

な住居か多く、同形状、同規模の住居はない。

面積 11.5m' （推定）方位十90°

床面 ローム層を 15cm掘り込んで構築面とする。この面

に厚さ 5 cmの貼床を一様に施して生活面を作る。

生活面は平坦で良く整い、全体に踏み固められて

いる。

寵跡東壁の中央南側に設置する。残存状態か良く、煙

道の天井部は遺存していた。壁を幅40cm、奥行き

40cmの方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出

す。焚口部から火床にかけての床面は、深さ 15cm

の方形に掘り窪めた後、焼土で埋戻して平坦にし

ている。壁外に掘り込んだ燃焼部の側壁に白色粘

土を貼って、主体部を構築する。焚口部に石材を

使用した痕跡はない。

壁溝幅15cm 、深さ 5 ~10cmで北壁と東壁の北側に確認。

貯蕨穴 住居の南東隅に長軸80cm、深さ 30cmの不整方形フ゜

ランで設ける。

遺物 北壁際と住居中央東側より坪（須恵器）、鼈内より

刀子状の鉄器か出土する。
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C -34 号住居

形状分類できない。西壁か確認できないため、住居の

外形は確定できない。長軸を南北にもち、長軸3.9m を測る。

南壁が直線性を欠き、住居外形は不整長方形を示すと考え

られる。 方位十87°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。全体に平

坦で整っている。住居中央部に直径60cmのピットを検出。

寵跡東壁の南側に設置する。地山のロームを長さ 10cm

掘り残して焚口部は壁内に設け、幅40cm、奥行き 40cmの燃

焼部は壁外に造り出す。焚口部中央に火を強く受けた凝灰

岩の切石を検出した。これは焚口部の右側の原位置を留め

る同質の切石と共に、焚口部の両側を補強していたものと

考えられる。東壁際南側の深さ 30cmの楕円形ピットは寵構

築以前のもので、鼈手前の方形ピットからは多量の焼土と

灰が出土する。

遺物 東壁際中央の床面に密着して坪、鼈の覆土内より

羽釜、東壁際北側の覆土内より皿（須恵器）が出土する。
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C -35 号住居

形状分類できない。

床面 ローム層を 5 cm掘り込み平坦に整えて床面とする。

寵跡東壁に白色粘土で構築する。壁を幅50cm、奥行き

50cmの方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。火床

中央の両側に 2 個の石製支脚を埋込む。周辺の床面に多量

の黒色灰を検出した。

貯蔵穴 寵の右脇に深さ 15cmの方形プランで設ける。

遺物 寵内及び周辺の床面直上より杯（須恵器）、高台付

坑（須恵器）が多量に出土する。
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C -56 号住居

形状 超小形正方形。長軸2.9m を測る。北壁に対して南

壁か著しく短い不整方形を示す。遺跡南端の台地中央に単

独で占地し、 C-44号住居と相似形を示す。

面積 7.4面方位十89゜ 壁溝南壁の一部

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。

寵跡 東壁の南壁寄りに設置する。壁内に造り付けた長

さ 30cmの袖部を検出した。燃焼部は幅40cm、奥行き 50cmの

円頂形で、約半分を壁外に造り出す。主体部は白色粘土で

構築する。
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C -45 号住居

形状分顆できない。

寵 跡 東壁に設置する。掘り込みか浅いため全形は確認

できない。燃焼部は壁外に造り出し、焚口部の両側に 1疑灰

岩の切石を据えて補強材とする。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 10cmの円形プランで設ける。

遺 物 寵の火床直上より羽釜の羽片か出土する。

重 複 C-46住かこの住居の覆土を切って構築する。
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C -46 • 47 号住居

形状分類できない。

寵 跡 C-46住は東壁に白色粘土で構築する。壁を揺り込

んで燃焼部は壁外に造り出す。 C-47住は焚口部に河原石を

据えていた可能性か高い。

貯蔵穴 C-46住の南東隅に深さ30cmの方形プランで設ける。

遺 物 C-46住の床面直上より杯（須恵器）、 C-47住の覆

土内より羽釜の破片か出土する。

重複 C-45住を C-46住が切り、 C-46住を C-47住が切

り、 C-47住を C-48住が切る平面精査の所見を得た。
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C -48 号住居

形状 中形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、

長軸4.9m で全体に僅か歪んだ不整長方形を示す。 C-74号住

居と、住居の形状、規模、軸線の傾きか極めて近似している。

面積 15.3面方位十89°

床面 粘質黒褐色土層を 15cm掘り込んで床面とする。起

伏か多く平坦な面は少ない。住居の中央部に直径1.5m 、深

さ 15cmの不整円形ピットを検出した。

寵跡東壁の中央から僅か南側に設置する。壁を幅50cm

奥行き 40cmの方形に掘り込んで燃焼部は壁外に造り出す。

燃焼部の内側は強く焼けた痕跡を残す。煙道は幅20cm で、

壁外30cm まで緩やかに立ち上かる。

遺物 寵の焚口部の火床に密着して杯、東壁際北側の覆

土内より杯、寵手前の覆土内より甕の破片が出土。

重複 C-37号住居、 C-47号住居と重複する。 C-47住の

覆土を切ってこの住居の寵を構築している。 C-37住との新

旧関係を判別する資料はない。
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C -36 号住居 C -59 号住居

状 小形正方形。一辺3.6m を測る。東壁の南側が幅 2

m 、奥行き 50cm にわたって張り出し、張り出し部の中央に

寵を設置する不整方形を示す。鼈を設置する部分の壁を張

り出す住居の類例は、 E-18号住居と併せて中尾遺跡に 2 例

形

である。

面積 14.6面（張り出し部含む） 方位

床面粘質黒褐色土層を 15cm掘り込んで床面とする。

寵 跡 東壁の南側に設置する。残存状態が良く煙道の天

井部は原形を留めていた。燃焼部は幅40cm、奥行き 40cm で

壁外に造り出す。

貯蔵穴 住居南西隅に一辺60cm、深さ 30cmの方形プラン。

遺 物 住居北西部の床面直上より皿、東壁際中央の覆土

内より杯がそれぞれ出土する。

重 複 C-37号住居、 C-59号住居と重複する。この住居か

C-37住の鼈を切っている平面精査の所見を得た。 C-59住

との新旧関係を判別する資料はない。
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分顆できない。

跡 東壁に白色粘土で構築する。壁を幅60cm、奥行き

50cmの方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚ロ

部の両側と、壁外へ掘り込んだ燃焼部の側壁に沿って、凝

灰岩の切石 4 個を据える。焚口部に同質の石材を横架して

いた可能性が高い。

貯藤穴 寵の右脇に深さ 20cmの方形プランで設ける。

遺物寵の覆土内より杯（須恵器）が出土する。

重 複 C-36号住居との新旧関係を判別する資料はない。

形
竃

状

C-36 

状小形正方形。一辺3.lm 。 C-30号住居と、住居の形

状、規模、軸線の傾きが近似している。

面積 10.3面方位ー 5°

寵跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定でき、住居南西部の床面に僅かな黒色灰を検出した。

C-36号住居に切られた可能性が高い。

遺物南壁際西側の床面に密着して坪（須恵器）、北壁際

中央の床面に密着して高台付坑（須恵器）、覆土内より石帯。

重 複 C-36住、 C-48住との新旧関係判別の資料はない。
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C -37 号住居
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C -39 号住居

形状分類できない。長軸を東西にもち、短軸4.lm 、長

軸4.4m の不整方形を示す。中尾遺跡には同形状、同規模の

住居はない。 面積 18.3面方位十92°

寵跡確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるが、確認した壁に寵の痕跡は一切ない。

遺 物 北壁中央の床而直上より高台付坑（須恵器）、坪（須

恵器）、覆土内より杯が出土する。
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C -43 号住居

形状分類できない。一辺3.5m 。西壁は確認できないが、

確認した壁の形状、規模、軸線の傾き、寵の構造が、 C‘- 3 

号住居に近似している。中尾遺跡で北壁に寵を設置するの

は、 C-49住を除いて正方形住居に限定される。

寵 跡 北壁に設置する。床面に掘り込んだ火床の構築面

の状況から、燃焼部は壁内に造り付けると考えられる。

壁溝住居の北東隅に幅15cm、深さ 10cm で巡る。

遺物住居の覆土内より杯（須恵器）が出上する。
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C -50 号住居

形状分類できない。南壁が確認できないため、住居の

外形は確定できない。長軸を南北にもち、長軸4.0m を測る。

方位十87°

床面枯質黒褐色土層を 10cm掘り込んで床面とする。全

体に平坦で良く整っている。住居の南東部に、床面からの

深さ 20cmの不整円形ピット 2 個を検出した。

寵跡 東壁の南側に設置する。残存状態が良く壁内に造

り付けた長さ 20cmの袖部を確認した。白色粘土を用いて焚

ロ部は壁内に設ける。燃焼部は壁を幅50cm、奥行き 50cmの

円頂形に掘り込んで壁外に造り出す。主体部は原形を留め

ていないが、白色粘土で構築していると考えられる。煙道

は確認できない。

貯蔵穴 南壁際東端に長軸60cm 、深さ 20cmの楕円形プラン。

遺物 鼈の火床に密着して杯、羽釜、鼈の焚口部付近の

床面直上より甕の破片、貯蔵穴内より皿（須恵器）、住居中

央部の床面に密着して鉄器か出土する。
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C -54 号住居

形状小形準縦長長方形。長軸を東西にもち、短軸2.6m 、 cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出

長軸3.0m を測る。住居の南東隅に寵を設置し、北 す。焚口部の両側と燃焼部奥壁の両側に凝灰岩の

東隅に貯蔵穴を設ける。 C-15号住居と相似形を示 切石 4 個を据え、燃焼部の側壁を同質の石材で補

し、軸線の傾き、寵の位置が近似している。 強する。主体部は、補強した基部の石材に粘土を

面積 7.7m' 方位＋100° 積んで構築する。火床の中央に凝灰岩を棒状に加

床面 ローム層を 10cm掘り込み、平坦に整えて生活面と 工した支脚を埋め込む。

する。貼床した痕跡はない。 壁溝幅10cm、深さ 5 cmで東壁を除く壁に確認した。

柱穴 北壁と南壁の壁外に 5 個のピットを検出した。い 貯蔵穴 住居の北東隅に直径50cm、深さ 30cmの円形プラン

ずれも直径20cmの不整円形で、ローム層を 5 ~10 で設ける。周辺の床面には幅30cm、高さ 10cmの半

cm掘り込んでいる。壁に沿った列を示すので、壁 円形に、ロームで貼床を施す。

外柱穴と判定する。 遺 物 寵の覆土内より寝、東壁際南側の覆土内より高台

寵跡住居の南東隅に設置する。壁を幅60cm、奥行き 50 付椀（須恵器）が出土する。
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C -62 号住居 C -60 号住居

分類できない。

跡 東壁に設置する。壁を幅50cm、奥行き 30cmの円頂

形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の両側

と、燃焼部の側壁に沿って凝灰岩の切石を据える。

遺 物 寵北側の覆土内より高台付坑（須恵器）か出土する。

重 複 C-61住がこの住居の覆土を切って構築する。
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C -61 号住居

形状小形準縦長長方形。長軸を東西にもち、短軸2.3m 、

長軸3.lm と推定する。長軸か東西軸から 18゜南に傾き、近

接する C-54住と、住居の形状、規模、軸線の傾きか近似。

面積 7.2m'（推定）方位＋108°

寵跡東壁の南端に白色枯土で構築する。壁を幅30cm 、

奥行き 40cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出

す。煙道は壁の中段から水平に90cm伸びる。焚口部に石材

を用いた可能性力高い。

遺物 鼈西側の覆土内より襄か出土する。

重 複 C-32住、 C-60住かこの住居の覆土を切り、この

住居か C-62住の覆土を切る平面精査の所見を得た。
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形 状小形準横長長方形。住居の北東隅は確認できない

ヵ＼確認した壁を延長すると長軸を南北にもち、短軸2.9m 、

長軸3.4m の整った長方形を示す。 E-10号住居と、住居の

形状、規模が近似している。

面積 9.2m＇（推定） 方位

床面粘質黒褐色土層を 10cm掘り込んで床面とする。全

体に平坦で良く整っている。住居北側の C-61号住居との重

複部には、厚さ 10cmの貼床をして生活面を作る。

寵跡東壁の南端に設置する。残存状態か良く、煙道の

天井部は遺存していた。壁を幅40cm、奥行き 50cm て先端の

丸い円頂形に掘り込み、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は

燃焼部の外側70cm まで、火床から緩やかな勾配で立ち上か

る。重複する C-61号住居の寵に極めて近似した構造をもつ。

貯蔵穴 住居南西隅に直径40cm、深さ 25cmの不整円形。

重 複 C-61号住居と重複する。この住居かC-61住の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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C -32 号住居

形状超大形縦長長方形。長軸を東西にもち、短軸4.0m 、

長軸7.6m を測る。準縦長長方形も含めた縦長長方

形住居で最大の規模をもち、長軸の一辺は中尾遺

跡内で最長を示す。遺跡南端の台地中央部に占地

し、同形状、同規模の住居はない。

面積 29.7面方位十92°

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面として

いる。全体に平坦で良く整っている。東壁際中央

に直径60cm、深さ 30cmの円形ピットを検出した。

寵 跡 東壁の中央南側に設置する。壁内に造り付けた長

さ 30cmの袖部を検出した。燃焼部は幅40cm、奥行

き 50cm で壁内に造り付け、主体部は粘土で構築す

る。煙道は火床から水平に壁外に 30cm まで伸びる。

焚口部に石材を使用した痕跡はない。

貯蔵穴 南壁際東端に南側 3 分の 1 を張り出して、短軸60

cm、長軸130cm 、深さ 30cmの不整方形プランで設け

る。南壁際中央に同形状、同規模のピットを確認。

遺物 寵周辺部の床面に密着して高台付塊（須恵器）、南

壁際中央のピット内より高台付皿（緑釉）が出土。

重 複 C-61号住居と重複する。この住居が C-61住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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C -74 号住居

形状 中形横長長方形。ローム層への掘り込みが浅いた

め、住居の南側を除いて壁の立ち上がりは確認できないが、

僅かに確認した北東隅を推定線で結ぶと、 C-48号住居に近

似した形状、規模を示す。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、

長軸5.lm の長方形と推定する。

面積 14.9m' （推定）方位十92°

床面 ローム層を 5 cm掘り込んで床面とする。確認した

面は平坦で整っている。住居北側を東西に後世の溝が切る。

寵跡東壁の南側に設置する。主体部は確認できず、火

床の構築面を確認した。火床は幅50cm、奥行き 110cm 、深さ

10cmの方形に掘り込まれる。この構築状況から、燃焼部は

壁外に造り出した可能性が高い。

遺 物 住居中央部の床面に密着して杯、同覆土内より杯

が出土する。

重 複 C-73号住居、 C-75号住居と重複する。この住居

の覆土がC-73住、 C-75住に切られる平面精査の所見を得た。
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C -73 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.6m 、

長軸3.2m を測る。北壁が僅かな胴張りをもつ力＼隅の丸味

が小さい整った長方形を示す。

面積 7.9面方位十88°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。北壁の周

壁部が幅50cm、深さ 10cmの溝状に掘り込まれている。この

部分を除いて平坦である。

寵跡東壁の中央から僅か南側に設置する。燃焼部、煙

道部共に確認できない。主体部を構成していたと考えられ

る凝灰岩の切石が住居中央部まで散乱し、灰に混って小さ

〈割れた土器片が多量に出土した。意図的に壊された可能性

がある。灰の分布状況から燃焼部は壁外に造り出した可能

性が高い。

遺物 寵の火床に密着して羽釜が出土する。

I 

I 

重 複 C-74号住居と重複する。この住居か C-74住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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C -75 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.lm 、

長軸3.9m の整った長方形を示す。住居の北西部は掘り込み

が浅いため確認できない。

面積 12.3面（推定）方位＋116°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。全体に小

さな窪みが多く平坦な面は少ない。住居の中央を東西に後

世の溝か切る。

寵跡東壁の南端近くに設置する。壁を幅40cm、奥行き

50cmの台形に掘り込んで燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

の両側に石材を据えていた可能性がある。煙道は確認でき

ない。

遺 物 住居南東部の床面に密着して羽釜の破片、寵の火

床直上より羽釜の破片か出土する。

重 複 C-74号住居、 C-79号住居と重複する。この住居

が C-74住の覆土を切っている平面精査の所見を得た。 c-

79住との新旧関係を判別する資料はない。
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C -77 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、

長軸4.0m の不整長方形を示す。当初、北壁西端壁外にある

凝灰岩切石の石組を寵と考えていたか、東壁中央の掘り込

みを鼈とし、住居南西部のピットを貯蔵穴とすると、 D-25

号住居に近似した形状、規模を示すため、東壁中央の掘り

込みを鼈と判定した。当初寵と考えた凝灰岩切石と床面の

レベル差は 15cm である。

面積 1 1. 9m' 方位十87°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。住居北西

部に小さな窪みが多い他は平坦で整っている。

寵跡東壁の中央に設置する。壁に幅80cm、奥行き 30cm

の掘り込みを検出した。燃焼部の構造は確認できない。

貯蔵穴 住居南東隅に深さ 10cmの方形プランで設ける。

遺 物 西壁際中央の床面直上より甕の破片が出土する。

重複 住居の南側で C-75号住居と重複する。新旧関係を

判別する資料はない。
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C -70 号住居 C -71 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を東西にもち、短軸3.5m 、

長軸4.3m で南壁に対して北壁が長い不整長方形を示す。確

認した壁に寵の痕跡は一切ないか、 C-49号住居と住居の形

状、規模がぴったりと一致する合同形を示す。

面積 14.9面方位十 6°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。住居の西

側は小さな窪みか多く、東側は平坦で整っている。住居南

西部に直径70cmのピットを検出した。住居の北側を東西に

後世の溝が切る。

寵 跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定できるが、確認した壁に鼈の痕跡はない。北壁に設置

した可能性がある。

壁溝確認した壁下に幅15cm、深さ 5 cm で巡る。

漏れのため図示せず）

重複住居の北側で C-71号住居と重複する。 C-71住か

この住居の覆土を切っている土層断面の所見を得た。
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形 状 小形準横長長方形。 C-70号住居と重複している住

居の南側は確認できないが、土層断面によって壁の立ち上

がりを確認した。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、長軸3.4m

の整った長方形を示す。

面積 10.2m' （推定） 方位

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。南壁際中

央に浅い窪みかある他は平坦で良く整っている。住居中央

北側に直径30cm、深さ 10cmのピットを検出した。住居の南

側を東西に後世の溝か切る。

寵跡 東壁の中央から僅か南側に設置する。残存状態は

悪い。壁を幅40cm、奥行き 50cmの方形に掘り込んで燃焼部

は壁外に造り出す。焚口部の右側に火を受けた河原石を検

出した。石材を用いて主体部を構築していたであろう。煙

道は確認できない。

重 複 C-70号住居と重複する。この住居が C-70住の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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C -81 号住居

形状小形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.5m 、

長軸3.8m の整った長方形を示す。台地西側の縁辺部に占地

し、 D-116号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きが極め

て近似している。

面積 8.8面方位

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。全体に平

坦で整っている。住居北西部の焼土は後世のもの。

寵 跡 東壁の中央南側に設置する。粘質土で構築した長

さ 20cmの袖部を検出した。燃焼部は幅50cm、奥行き 40cmの

円頂形で、半分を壁外に造り出す。煙道は幅20cm で燃焼部

の外側40cm まで、緩やかな勾配で立ち上がる。

貯蔵穴 南壁際東端に一辺50cm、深さ 25cmの方形プランで

設ける。底面に多量の焼土、及び灰を検出した。

遺 物 住居北側の床面に密着して甕の破片、住居中央部

の床面直上と覆土内より高台付坑（須恵器）が出土する。

重複 この住居か C-80住の覆土を切って構築している。
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C -107 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.9m 、

長軸3.3m で、西壁に対して東壁が短い不整長方形を示す。

面積 9.5m' 方位十93°

寵跡東壁の中央に設置する。壁を幅40cm、奥行き 50cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の

右側に凝灰岩の切石を確認した。

貯蔵穴 住居の南東部に深さ 15cmの不整方形プラン。

遺物 北壁際中央の床面に密着して杯（須恵器）、貯蔵穴

内より高台付坑（須恵器）、住居北西部の覆土内より甕。
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C -80 号住居

形状分類できない。西壁と南壁が確認できないため、

住居の外形は確定できない。推定した南壁も不明瞭で、住

居の形状を類推することはできない。 方位 十81ｰ 

床面 ローム層を 5 cm掘り込んで床面とする。

寵跡 東壁の中央南側に白色粘土で構築する。壁を幅40

cm、奥行き 40cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造

り出す。焚口部に石材を使用した痕跡はない。

遺 物 住居南東部の覆土内より羽釜の破片が出土する。

重 複 C-81住かこの住居の覆土を切って構築する。
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C -84 号住居

形状超小形正方形。一辺2.3m の整った方形を示す。北

壁の西端が幅70cm にわたって張り出し、張り出し部を除く

外形は、近接する C-91号住居に近似している。規模は大き

〈異なるか北壁寵の大形正方形住居と相似形を示し、寵の

構造も近似している。

面積 5.2面方位十86°

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。全体に平

坦で良く整っている。北壁西端の張り出し部と住居中央部

床面のレベル差はない。住居中央東側に直径20cm、深さ 25

cmの円形ピットを検出した。

寵 跡 東壁の中央南側に設置する。粘質土で構築した長

さ 40cmの袖部を検出した。燃焼部は幅30cm、奥行き 50cm で

壁内に造り付ける。煙道は幅20cm で火床から水平に壁外70

cm まで伸び、垂直に立ち上かる。

遺 物 住居中央部の床面直上及び寵焚口部付近の覆土内

より坪が出土する。

C -85 号住居

形状超小形正方形。一辺2.9m を測る。西壁に対して東

壁か短い不整方形を示す。

面積 8.1面方位十79°

床面 ローム層を 5 cm掘り込んで床面とする。全体に浅

い窪みか多く平坦な部分は少ない。南壁際中央と西壁際中

央に深さそれぞれ50cm 、 25cmの柱穴様ピットを検出した。

鼈跡東壁の中央に設置する。壁を幅40cm、奥行き 50cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は

確認できない。

貯蔵穴 住居南東部の東壁に沿って長軸70cm、深さ 20cm の

楕円形プランで設ける。

遺 物 住居南東部と北壁際西側の床面に密着して坪（須

恵器）、北壁際西側の覆土内より坪、貯蔵穴の覆土内より坪

（須恵器）が出土する。

重複住居の南西部でC-89号住居と重複する。新旧関係

を判別する資料はない。
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C -89 号住居

形状分類できない。ローム層への掘り込みが浅いため

住居の北東隅を除いて壁は確認できず、住居外形は不明。

床面 ローム層を 5 cm掘り込んで床面とする。北壁際に

深さ 30cmのピット 2 個を検出した。

鼈跡確認できない。

遺物 北壁際の覆土内より坪（須恵器）が出土する。

重 複 C-85号住居、 C-96号住居と重複する。ともに新

旧関係を判別する資料はない。
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C -96 号住居

形状分類できない。西壁か確認できないため、住居の

外形は確定できない。南北軸3.0m を測る。この軸長から類

推できる住居の外形は、 D-36住と同形の小形準縦長長方形

か、 C-85住と同形の超小形正方形である。 方位 十86°

寵跡東壁の南端に設置する。壁内に造り付けた長さ 20

cmの袖部を検出した。燃焼部は幅40cm、奥行き 40cmの方形

で、約半分を壁外に造り出す。

遺物 鼈東側の床面直上より坪が出土する。

重 複 C-89住との新旧関係を判別する資料はない。
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C -91 号住居

形状超小形正方形。一辺2.5m を測る。南壁に対して北

壁が短い不整方形を示す。近接する C~84号住居と、住居の

形状、規模か近似している。

面積 5.7面方位十86°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。北壁の中

央に、床面からの深さ 15cmの円形ピットを確認した。

竃跡東壁の南側に設置する。壁を幅40cm、奥行き 40cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部に

石材を使用した痕跡はない。
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C -86 号住居

形状分類できない。住居の北半が調査区域外のため、

外形は確定できない。確認した住居の形状、規模、寵の構 る。住居の北側は確認漏れ。 方位 十 85°

造は C-54住に近似している。 方位十90°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで構築面とする。貼床し

た痕跡はなく、ロームの地山を平坦に整えて生活面とする。

鼈跡住居の南東隅に設置する。壁を幅40cm、奥行き 30

cmの方形に掘り込み、燃焼部は東壁に対して 55゜の傾きで壁

外に造り出す。焚口部の左側に凝灰岩の切石か出土する。

煙道は確認できない。
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C -93 号住居

形状超小形正方形。一辺2. 7m を測る。直線的な壁で構

成されるか、全体に歪んだ不整方形を示す。

面積 7.2面方位十81°

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。

鼈跡東壁の北端に設置する。壁を幅50cm、奥行き 40cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の

右側に凝灰岩の切石を据え、火床の中央に同質の石を埋込

んで支脚とする。

重 複 C-87住との新旧関係を判別する資料はない。
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C -87 号住居

形状分顆できない。長軸を南北にもち、短軸3.0m を測

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。 C-93号住

居との重複部は床面か確認できない。確認した面は平坦で

整っている。

寵 跡 東壁に設置する。残存状態か良く粘性土で構築し

た長さ 20cmの袖部を確認した。壁を幅60cm、奥行き 50cm の

円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の

両側に凝灰岩の切石を据えて補強材とする。焚口部の右側

だけに袖部を造り付けるため、燃焼部が壁に対して直交し

ていない。風向きを意識した調整であろうか。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 15cmの方形プランで設ける。

遺 物 住居南東部の覆土内より坪、寵内より甕が出土す

る。

重複住居の南側で C-93号住居と重複する。新旧関係を

判別する資料はない。
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C -97 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.9m 、

長軸4.0m の整った長方形を示す。住居の南東隅に鼈を設置

する同規模、同形状の住居は中尾遺跡にないか、東壁に寵

を設置する同規模の住居は多い。

面積 11.2m' 方位＋100°

床 面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。全体に平

坦で良く整っている。住居の北東隅に深さ 20cmの円形ピッ

トを検出した。床面上10cmの覆土内より炭化材及び炭化物

焼土を検出した。炭化材に規則性がなく、床面とのレベル

差があるため焼失家屋とは考え難い。

鼈跡住居の南東隅に設置する。壁を幅50cm 、奥行き 50cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は斜めに壁外に造り出す。煙

道は燃焼部の外側に長く緩やかな勾配で立ち上かる。

貯蔵穴 住居の南西隅に深さ 25cmの楕円形プランで設ける。

遺 物 寵の覆土内より坪、住居北西部の覆土内より刀子

状の鉄器が出土する。
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C -102 号住居

形状分類できない。西壁が確認できないため、住居の

外形は確定できない。南北軸1. 5m を測る。中尾遺跡で最小

の軸長を示し、類似する住居はない。南壁に鼈を設置する

唯一の住居である。 方位 + 157° 

床面 ローム層を 20cm掘り込み平坦に整えて床面とする。

鼈 跡南壁に設置する。壁内に造り付けた長さ 30cmの袖

部を検出した。燃焼部は幅30cm、奥行き 30cmの台形で、壁

内に造り付ける。東側の床面直上より出土した石は、焚口

部を構成していた可能性がある。
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C -103 号住居

形状分類できない。東壁の掘り込みが浅いため、住居

の外形は確定できない。南北軸4.0m 。この軸長から類推で

きる住居の外形は、 C-25住と同形の小形準横長長方形。

床面 ローム層を 20cm掘り込み、平坦に整える。

寵跡確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるが、寵の痕跡はない。

遺物 住居南西部の覆土内より坪（須恵器）、高台付塊（須恵

器）、羽釜が出土する。
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C -112 号住居

形状 中形準縦長長方形。長軸を東西にもち、短軸4.1 m 、 柱穴住居の対角線から南側にすれて 4 個を確認した。

長軸5.3m を測る。直線的な壁と丸味の小さい隅で 心々を結ぶ四角形は短軸2.0m 、長軸2.9m の長方

構成されるが、僅かに歪んでいる。近接する C-115 形で住居の外形と相似形を示すが、全体が南側に

号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きが近似 偏して、対角線の交点は住居外形のそれと一致し

している。準縦長長方形住居で最大の規模をもち、 ない。床面からの深さ 30~40cmの円形掘方である。

同形状、同規模の住居は中尾遺跡にこの二例のみ 鼈 跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

である。 推定できるか、確認した壁に寵の痕跡を示すもの

面積 21.5m' 方位十87° は一切検出できない。

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。貼床した 遺物 住居中央西側の床面直上より坪（須恵器）、高台付

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面として 塊（須恵器）、羽釜の破片か出土する。

いる。住居の西半と周壁部が低く、全体に起伏か 重複 C-105号住居と重複する。 C-105住かこの住居の

多い。 覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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C -105 号住居

形状小形正方形と推定する。北壁は確認できないか、

東西軸3.6m が D-58号住居と一致し、寵の構造も近似して

いる。方位十84°

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。確認した

面は平坦で良く整っている。住居の中央に直径50cm、深さ

15cmの円形ピットを検出した。

竃 跡 東壁の南側に設置する。地山のローム層を掘り残

した長さ 20cmの袖部を検出した。燃焼部は幅50cm、奥行き

40cm で半分を壁外に造り出し、焚口部は壁内に設ける。煙

道は幅20cmで燃焼部の外側20cm まで火床から水平に伸びて、

45゜の角度で立ち上がる。

貯蔵穴 住居南東隅に接して直径80cm、深さ 25cmの楕円形。

遺 物 南壁際中央の床面に密着して坪、貯蔵穴の床面に

密着して高台付椀、貯蔵穴の覆土内より甕の破片が出土。

重 複 C-112号住居と重複する。この住居が C-112住の

覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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C -115 号住居

形状 中形準縦長長方形。長軸を東西にもち、短軸3.8m 、

長軸4.8m を測る。南壁に対して北壁が短い不整長方形を示

す。中尾遺跡には縦長長方形住居が少なく、正方形住居か

超大形から超小形まで分散して存在するのに対して、小形

に集中している。台地東側の、沖積地へ移行する緩傾斜地

に単独で占地し、近接する C-112号住居と、住居の形状、

規模、軸線の傾きが近似する。同形状、同規模の住居は中

尾遺跡にこの 2 例のみである。 C-61号住居と同時存在し得

ない距離に近接して占地している。

面積 l7.8m' 方位十91°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面としている。｀全

体に平坦で良く整っている。北壁の中央で33土拡、東壁の

北側で31 土拡と重複する。

寵跡 東壁の中央から南側に設置する。壁を幅40cm、奥

行25cmの台形に掘り込んで、燃焼部はそっくり壁外に造り

出す。壁外に掘り込んだ燃焼部の側壁に沿って粘土を積み

上げ、主体部は粘土で構築したと考えられる。煙道は燃焼

部の底面から幅20cm で水平に20cm伸びて、垂直に立ち上か

る。焚口部に石材を使用した痕跡はなく、支脚も確認でき

ない。

遺物 住居南西部の覆土内より坪（須恵器）、東壁際中央

の覆土内より坪（須恵器）、甕の破片が出土する。
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C -113 号住居

形状分類できない。直径3.5m の不整円形を示す。中尾

遺跡に同形状、同規模の住居はない。

面積 10.3m'

鼈 跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定できるか、鼈の痕跡を示すものは一切ない。

遺物南壁際より坪が出土する。

重 複 C-114号住居と重複する。 C-114住かこの住居の

覆土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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C - 111 号住居

形状超小形準縦長長方形。長軸を東西にもち、短軸2.1

m 、長軸2.9m を測る。南壁中央部の半円形の掘り込みは、

精査の結果寵ではな〈、東壁に鼈を設置する準縦長長方形

と判定した。中尾遺跡に同形状、同規模の住居はない。

面積 6.3m＇（推定）方位十79°

鼈跡東壁の中央北側に設置する。燃焼部は壁外に造り

出し、焚口部に凝灰岩の切石を据える。煙道は火床から水

平に20cm伸びる。

遺物 住居の北東部よりi不、住居中央西側より坪の破片。
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C - 114 号住居

形状分類できない。西壁と北壁が確認できないため、

住居の外形は確定できない。

寵跡東壁に設置する。壁内に造り付けた長さ 15cmの袖

部を検出した。燃焼部は幅60cm、奥行き 40cmの台形で、大

半を壁外に造り出す。

遺物 住居の中央部より高台付皿（須恵器）が出土する。

重 複 C-113号住居と重複する。この住居がC-113住の

覆土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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C -119 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.8m 、

長軸3.8m を測る。住居の南東部は重複のため確認できない

が、確認した住居の形状、規模及び軸線の傾きが、近接す

る D-11号住居に近似している。

面積 9.9m＇（推定）方位十70°

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。確認した

面は平坦で良く整っている。貼床した痕跡はなく、ローム

層の地山をそのまま生活面としている。

寵 跡確認できない。焼土、灰等の痕跡は一切ないが、

出土した遺物から鼈をもつ住居と推定できる。重複する住

居に切られた可能性が高い。

遺物 南壁際西側の覆土内より坪（須恵器）、坪蓋（須恵

器）が出土する。

重 複 C-118号住居と重複する。新旧関係を判別する実

証的資料はないか、寵が確認できないことから、 C-118住

がこの住居を切って構築していると判定する。

C -118 号住居

形状超小形正方形。一辺3.0m で南北の軸が僅かに長い。

確認した住居外形は整った方形を示す。

面積 8.5m'（推定）方位十84°

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。全体に小

さな起伏が多く、平坦な面は少ない。住居の北東部に深さ

15cmの不整形ピットを検出した。

寵跡東壁の南端際に設置する。壁を幅50cm 、奥行き 30

cmの台形に掘り込んで燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の

両側に凝灰岩の切石を据え、火床の中央部には石製支脚を

埋め込む。煙道は確認できない。

貯蔵穴 住居の南東部に深さ 25cmの不整円形プラン。

遺 物 東壁際中央の床面に密着して羽釜、南壁際西端の

床面に密着して坪蓋（須恵器）、貯蔵穴内より坪（須恵器）。

重 複 C-119号住居と重複する。 C-119住の寵が確認で

きないことから、この住居がC-119住を切って構築してい

ると判定する。
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C -120 号住居

形 状分類できない。住居の西側は掘り込みが浅いため

に確認できず、外形は確定できない。近接する住居に対し

C -125 号住居

形状分類できない。南壁か確認できないため、住居の

外形は確定できない。長軸を南北にもち、短軸2.6m の小形

て東に大きくずれる軸線の傾きが、それらとの時間差を示 横長長方形の可能性かある。 方 位 + 102° 

していると考えられる。

床 面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ローム層の地山をそのまま生活面としている。

住居の東側に直径20cm、深さ 20~40cmのピット 2 個を検出

するか、対応する位置のピットが検出できず、柱穴とは認

定できない。

炉 跡確認できない。出土した遺物から炉をもつ住居と

推定できるが、焼土、灰の痕跡はない。

壁溝北壁と東壁に幅10cm、深さ 5 ~10cm で巡る。

貯蔵穴 南壁際東側に深さ 50cmの方形プランで設ける。

遺 物 東壁際南端の床面に密着して台付甕か出土する。

重 複 C-125号住居と重複する。 C-125住かこの住居の

覆土を切って構築する土層断面の所見を得た。

床面 ローム層を 20cm掘り込んで構築面とする。この面

に厚さ 5 cmの貼り床を施して生活面とするが、軟弱なため

生活面は平面的に確認できない。

鼈跡 東壁の北側に設置する。残存状態か悪く、火床の

構築面である浅いピット以外は確認できない。燃焼部は幅

60cm、奥行き 40cmの円頂形で、壁外に造り出すと考えられ

る。火床は深さ 10cmの不整円形に掘り窪めた後、埋め戻し

て構築する。焚口部の両側に凝灰岩の切石を据えて補強材

とする。

遺物 住居南東部の構築面直上より甕、高台付椀（須恵

器）、北壁際東端の覆土内より坪か出土する。

重 複 C-120号住居と重複する。この住居がC-120住の

覆土を切って構築している土層断面の所見を得た。
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形状超大形準横長長方形。長軸を東西にもち、短軸6.4 床面

m 、長軸7.5m を測る。胴張りをもつ壁と丸みの大

きい隅で構成される、整った長方形を示す。準横

長長方形住居で最大の規模をもち、中尾遺跡内で

も最大級の規模を示す。中尾遺跡で炉をもつ住居

は、中形正方形を中心とした正方形が圧倒的に多 柱穴

〈、軸線が東へ大きく傾く共通点がある。炉をも

つ住居で正方形以外の形状を示すのは、この住居 炉跡

と D-40号住居の 2 軒である。近似した形状、規模

の住居はない。台地の中央部に単独で占地してい 壁溝

る。 遺物

面積 45.2m' 方位ー84°

m̀1 

[ ／二＝ニーロ 鷺＇。
ぷゾ

C -121 号住居

ローム層を 30cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で貼床して生活面を作る。

生活面は平坦で良く整い、住居の中央部は踏み固

められて硬い。住居の中央を東西に、後世の溝が

深く掘り込む。

確認できない。住居中央から北西のピットは柱穴

の可能性がある。

確認できない。出土した遺物から炉をもつ住居と

推定できる。

南壁と東壁の一部に幅10cm 、深さ 10cm で確認した。

住居北西部の床面に密着して地、北壁際西側の覆

土内より台付甕が出土する。
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C -123 号住居

形状大形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸4.8m 、

長軸5.5m を測る。直線的な壁と、直角の隅で構成

される整った長方形を示す。北壁に鼈を設置する

大形正方形住居に共通の柱穴と壁溝をもつか、住

居の形状、規模か異なる。

面積 26.6面方位十77°

床面 ローム層を 30cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で貼床して、平坦な生活

面を作る。

柱穴 住居の対角線上に 3 個を確認した。北西に位置す

る柱穴は確認できない。心々を結ぶ四角形は住居

の外形と相似形で、短軸2.3m 、長軸2.6m の整っ

た長方形を示す。深さ 30~40cmの円形掘方である。

鼈 跡 東壁の南側に設置する。壁内に粘土で造り付けた

長さ 40cmの袖部を検出した。燃焼部は幅50cm、奥

行き 50cm で大半を壁内に設ける。袖部左側の先端

部に凝灰岩の切石、右側の先端部に甕を伏せ、そ

の間に 3 個体の甕を組んで横架する。煙道は幅20

cmで火床から水平に30cm伸びて垂直に立ち上がる。

壁溝鼈下と北東隅を除いて幅15cm、深さ 10cm で全周。

遺 物 北壁際中央の床面に密着して坪、寵西側の覆土内

より坪蓋（須恵器）か出土する。

重 複 C-126号住居と重複する。 C-126住かこの住居の

覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。

、ミ

A I析

゜Cl I ( Y: 

旦 1111亨

口18 
X 

0 7 団 ヽ

A-
C ~ 126 

QI 

、Q|

` 叫 LJ...| 

e 

ｮ 

E麟尋［） ( 

8' 

LJ..| LL.I 

' E E 

i__ul 

／し...;.～ジ今へ
①②灰灰灰④白③色赤粘褐黒色色土
土

B ヽ ( I (I ④ I ① V 

①黒褐色土:; ローム粒を

軽暗石茶掲を魯喜
褐物色⑤土ロー炭ム化

48 



c
 

-126 号住居

形 状

面
床
積
面

小形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.5m 、

長軸4.1 m の整った長方形を示す。近接する D-42

号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きが極め

て近似している。小形準横長長方形が中尾遺跡で

最も多い頻度を示すのに対して、同規模の面積を

もつ小形横長長方形は少ない。同形状、同規模の

住居は遺跡の中はどに、近接することなく占地す

る傾向を示す。

方位

ローム層を 25cm掘り込んで構築面とする。この而

にロームと黒色土の混土で厚さ 5 cmの貼床を施し

て、平坦な生活面を作る。住居の南東部は深さ 5

9.Sm' +86ー 

鼈

遺
重

跡

物
複

cmの不整形に掘り窪められている。

東壁の中央から僅か南側に設置する。残存状態が

良く、煙道部の天井は遺存していた。壁を幅50cm 、

奥行き 50cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外

に造り出す。焚口部の左側に角閃石安山岩の切石、

同右側に凝灰岩の切石を据えて補強材とする。火

床の中央から左側に、全面を加工した凝灰岩を埋

込んで支脚とする。

住居中央西側の床面に密着して坪（須恵器）、住居

中央部の床面直上より甕、高台付椀（須恵器）。

C-123号住居と重複する。この住居が C-123住の

覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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C -128 号住居 C -79 号住居

形状分類できない。ローム層への掘り込みが浅いため 形状分類できない。西壁が現代の水路に切られて確認

南西部の一角を除いて確認できず、住居の外形を確定でき できないため、住居の外形は確定できない。東西軸3.4m を

ない。 測る。炉をもつ同軸長の住居はない。 方位 十 85°

方位十74゜（推定） 床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。貼床した

床面 ローム層を 5 cm掘り込んで構築面とする。この面 痕跡かあるか、明確に確認できない。

に貼床して生活面を作った可能性かあるか、生活面は軟弱 炉 跡確認できない。出土した遺物から炉をもつ住居と

で明確に把握できない。出土した遺物のレベルが生活面で 推定できるか、炉の痕跡は確認できない。

ある可能性が高い。 貯蔵穴 住居の南西隅に深さ 30cmの方形プランで設ける。

寵跡確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と 遺物 東壁際の床面に密着して器台が出土する。

推定できるが、痕跡を示す焼土、灰は一切検出できない。

重複する住居に切られた可能性があるが、全体に掘り込み

が浅いために削平したことも考えられ、寵か重複する住居

との新旧関係を示す資料にはならない。

遺物構築面の直上より坪、盤、坪（須恵器）が出土する。

重 複 C-123号住居と重複する。新旧関係を判別する資

料はない。
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C -122 号住居

形 状分類できない。西壁と南壁か確認できないため、

住居の外形は確定できない。南北軸2.8m と推定する。

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。北壁の周

壁部が住居の中央部より低く、全体に南壁部から北壁部に

かけて傾斜している。

寵 跡確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるか、確認した壁に寵の痕跡は一切ない。

遺物 住居南東部の床面に密着して鉢（須恵器）、住居中

央部の覆土内よりj:不か出土する。
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-127 号住居

形 状

方
床

鼈

位
面

跡

中形横長長方形と推定する。南壁か後世の溝に切

られて確認できないため住居の外形は確定できな

いか、確認した短軸が D-123号住居と一致し、寵

の位置、構造も近似している。長軸を南北にもち、

短軸3.3m 、長軸4.8m と推定する。台地の西側に

単独で占地している。

+90ー 

ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面として

いる。確認した面は平坦で良く整い、寵の西側は

踏み固められている。

東壁に設置する。壁を幅50cm、奥行き 50cmの円頂

遺 物

形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。壁外

に掘り込んだ燃焼部の側壁に沿って粘土を積み、

主体部を構築する。焚口部の両側に 1疑灰岩の切石

を据えて補強材とし、その間に同質の石材を横架

して焚口部を構成する。火床の中央には同質の石

材を棒状に加工した支脚を埋込む。火床の中央か

ら右側に、鼈に使用していたと考えられる甕が出

土する。火床中央の支脚からずれているので、使

用状態ではない。煙道は火床から45゜の傾きで立ち

上がる。

北壁際西側の床面に密着して坪蓋（須恵器）、住居

中央北側の床面直上より高台付塊（須恵器）か出土。
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16 石滞出土状態 (D-66号住居） ► 
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D - 1 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、

長軸3.7m で全体に歪んだ不整長方形を示す。 D-71号住居

と、住居の形状、規模か近似している。

面積 10.7面方位十74°

床 面粘質黒褐色土層を20cm掘り込んで床面とする。貼

床した痕跡はなく、粘質土の地山をそのまま生活面として

いる。全体に平坦で良く整っており、踏み固められて堅固

である。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 40cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の

両側に凝灰岩の切石を埋込んで、焚口部を補強している。

焚口部を除いて、強く火を受けた痕跡はない。煙道は壁の

上段から緩やかに立ち上がるか、その形状、規模は確認で

きない。

遺 物 住居北西部の床面に密着して坪、鼈の覆土内より

高台付椀（須恵器）か出土する。

D - 2 号住居

形状 小形準横長長方形。住居の東壁部は確認できない

か、北東と南東の隅は確認した。長軸を南北にもち、短軸

3.0m 、長軸3.9m の整った長方形を示す。東壁に寵を設置

し、鼈と相対する西壁の南側に貯蔵穴を配置する。中尾遺

跡にこの類例は少なく、同じ貯蔵穴の位置で同形状、同規

模の住居は D-25号住居のみである。

面積 1 1. 2面方位十91ｰ 

床面 ローム層を 20cm掘り込んて床面とする。住居の南

半は黒色土とロームの混土で貼床する。全体に平坦で良く

整っている。

寵 跡東壁の南側に設置する。東壁部は明確に確認でき

ず、鼈の全形も不明であるが、壁に沿って 1疑灰岩の切石か

出土し、焚口部手前の床面に灰を検出した。この部分を除

いて鼈の痕跡は一切ない。凝灰岩の切石の状況から、燃焼

部は壁外に造り出していると考えられる。

貯蔵穴 住居の南西隅に深さ 30cmの不整円形プラン。
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D - 6 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.7m 、

長軸3. lm の整った長方形を示す。

面積 8.2m' 方位十84°

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。住居南半

部の、 46土拡との重複部にのみ貼床し、他は地山のローム

をそのまま生活面とする。全体に平坦で良く整っている。

住居中央西側に、深さ 10cmの不整形ピットを検出した。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅40cm、奥行き 40cm

の方形に揺り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。火床は深

さ 10cmの円形に掘り窪めた後、ロームと黒色土の混土で埋

戻し、焚口部の左側に凝灰岩の切石を据える。全体に強く

焼けた痕跡を残している。

遺物 住居南東部の床面に密着して坪（須恵器）、西壁際

南側の床面直上より羽釜か出土する。

重 複 D-19号住居と重複する。新 1B 関係を判別する資料

はない。

D -19 号住居

形状小形正方形。一辺3.2m を測る。住居の北東と南西

の隅は確認できないか、東西に僅かに長い整った方形プラ

ンを示す。

面積 10.3面（推定）方位十75°

床 面 ローム層を 10cm掘り込んで、ローム層の地山をそ

のまま生活面とする。全体に平坦で良く整っている。掘り

込みが浅いために46土拡との新旧関係は不明である。重複

部に貼床した痕跡はない。

鼈 跡確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるか、確認した壁に寵の痕跡はない。 46 土拡に切

られた可能性が高い。

遺物 南壁際中央の床面に密着して坪が出土する。

重 複 D-5号住居、 D-6号住居と重複する。ともに新旧

関係を判別する実証的資料はない。しかし、寵が46土拡に

切られているとすると、 D-6住は46土拡より新しいので、

D-6住はこの住居より新しいことになる。
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D - 4 号住居

形 状 中形正方形。住居の北西部は確認できないか、一

辺4. 7m の整った方形プランを示す。 C-18号住居と、住居

の形状、規模、軸線の傾きか極めて近似する。中尾遺跡に

は炉をもつ同形状の住居がこれを含めて 4 例ある。

面積 22.9m刈推定）方位＋ 15°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ローム層の地山をそのまま生活面としている。

確認した面は平坦で整っている。

柱 穴 住居の対角線上に 4 個を配置する。心々を結ぶ四

角形は住居外形と相似形で、一辺2.5m の整った正方形を示

す。床面からの深さ 50cmの円形掘方である。

炉 跡 住居中央北側の、北西と北東に位置する柱穴の間

に僅かな焼土を検出した。

遺 物 住居南西部の床面直上より台付甕の台部が出土。

重 複 D-3号住居、 D-5号住居と重複する。両住居かこ

の住居の覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。

D - 3 号住居

形 状分類できない。住居の西側は掘り込みか浅いため

に確認できず、住居の外形は確定できない。

方位十95°

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。確認した

面はローム層の地山をそのまま生活面としている。 D-4号

住居との重複部は、生活面を把握できない。

寵 跡 東壁の中央から僅か南側に設置する。壁を幅40cm 、

奥行き 50cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出

す。焚口部の両側に、割った自然石を据えて補強材として

いる。煙道は確認できない。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 30cmの円形プランで設ける。

遺 物 寵の手前と貯蔵穴西側の床面に密着して高台付椀

（須恵器）、貯蔵穴内より羽釜か出土する。

重 複 D-2号住居、 D-4号住居と重複する。この住居が

D-4住の覆土を切っている平面精査の所見を得た。 D-2住

との新旧関係を判別する資料はない。
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D -
, 
号住居 D -5

 

号住居

形 状分顆できない。住居東側の掘り込みか浅いため、

外形は確定できない。長軸を東西にもち、東壁に寵を設置

する縦長形の住居と推定する。 方位 ー98°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ローム層の地山をそのまま生活面としている。

全体に小さな起伏が多く、平坦な面はない。

寵 跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定できるが、確認した壁に寵の痕跡は一切ない。住居中

央部の床面上10cmから、火を受けた凝灰岩か多量に出土し

た。重複する D-5 号住居を構築する際に、壊されて投げ込

まれた可能性が高い。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 15cmの円形プランで設ける。

遺物住居北西部の床面に密着して坪、杯蓋（須恵器）、

貯蔵穴西側の床面に密着して高台付培（須恵器）が出土する。

重 複 D-5 号住居と重複する。 D-5 住かこの住居の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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形状小形準縦長長方形。長軸を東西にもち、短軸3.7m 、

長軸4.3m を測る。北壁に対して南壁か短い不整長方形を示

し、中尾遺跡に近似した形状、規模の住居はない。

面積 15.1面方位十82°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ローム層の地山をそのまま生活面としている。

住居の南東部が周囲より 10cm低い他は平坦で整っている。

寵跡東壁の中央に設置する。住居の掘り込みが浅いた

め全形は確認できないが、周辺に多量の炭化物、灰を検出

した。この部分を除いて鼈の痕跡は一切ない。

貯蔵穴 住居の南西隅に深さ 30cmの円形プランで設ける。

遺物 東壁際中央の床面に密着して羽釜、坪、皿、貯蔵

穴内より甕の破片が出土する。

重 複 D-4号住居、 D-9 号住居、 D-19号住居と重複する。

この住居か D-4住、 D-9住の覆土を切っている平面精査の

所見を得た。 D-19住との新旧関係を判別する資料はない。
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D -7 • 17 号住居

形状小形正方形(D-7号住居）。一辺3.3m で北西隅の丸

味が著しく大きい不整方形を示す。 D-7住の床面より確認した

D-17住については、外形、住居施設の一切か不明である。

面積 11.0m' 方位十60°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。 D-17号住

居と重複する床面の大半には、ロームと黒色土の混土で貼

床して、生活面を平坦に整える。全体に平坦で、踏み固め

られて硬い。

寵跡 東壁の中央から僅か南側に設置する。壁を幅50cm

奥行き 30cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出

す。煙道は確認できない。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 30cmの円形プランで設ける。

遺 物 鼈の火床直上より坪（須恵器）、住居南西部の床面

直上より皿（須恵器）か出土する。

重 複 D-18号住居と重複する。 D-18号住居かこの住居

の寵を切って構築する平面精査の所見を得た。

D -18 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.8m 、

長軸3.5m の整った長方形を示す。鼈は確認できないが、東

壁に鼈を設置していたと推定する。中尾遺跡には鼈をもつ

小形準横長長方形住居か最も多く、貯蔵穴を寵の右脇に配

置する住居もこの形に多い。

面積 9.6m' 方位十69°

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山をそのまま生活面としている。

全体に平坦で良く整っている。

寵 跡確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるが、確認した壁に寵の痕跡は一切ない。重複す

る井戸に切られた可能性が高い。

遺 物 西壁際中央の床面直上より高台付培（須恵器）、住

居北東部の床面に密着して刀子状の鉄器が出土する。

重 複 0-7 号住居と重複する。この住居が 0-7 住の竃

を切っている平面精査の所見を得た。
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D -40 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を東西にもち、短軸3.8m 、

長軸4.6m の整った長方形を示す。中尾遺跡で炉をもつ中形

住居は、 D-4 号住居に代表される正方形が多く、この住居

とは形状、軸線の傾き等、異なった様相を示している。

面積 17.2面（推定）方位十50°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山をそのまま生活面としている。

全体に平坦で、踏み固められている。

炉 跡住居の中央から南東に偏して設置する。床面を直

径30cm、深さ 10cmの円形に掘り窪めて炉床とする。全体に

焼土が多く、特に炉の中心部は強く焼けた痕跡を残してい

る。焼土の上面には放射状に置かれた燃料の炭化物を多塁

に検出した。

壁溝幅10cm、深さ 5 cmで重複部を除いて確認した。

重 複 D-12号住居と重複する。 D-12住がこの住居の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。

D -12 号住居

形状小形正方形。一辺3.5m を測る。束壁に寵を設置し

寵の右脇に貯蔵穴を配置する、整った方形を示す。 E-15号

住居と、住居の形状、規模が近似している。

面積 12.0面方位十69°

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。住居束半

の床面直上より多量の炭化物を検出した。

寵跡東壁の中央南側に設置する。残存状態が良く、粘

性土で構築した長さ 20cmの袖部を検出した。燃焼部は幅50

cm、奥行き 60cmの方形で、約半分を壁外に造り出す。煙道

は奥壁の中段から壁外50cm まで確認した。火床の中央から

僅か北側に偏して、角閃石安山岩の支脚を埋込む。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 35cmの方形プランで設ける。

遺物 寵焚口部手前の床面に密着して鉢、住居中央南側

の床面に密着して坪（須恵器）がそれぞれ出土する。

重 複 D-40号住居と董複する。この住居が D-40住の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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D -16 号住居

形状超大形正方形。一辺7.8m で東西軸が南北軸に対し

て僅かに短い。直線的な壁と丸味の大きい隅で構

成される整った方形を示し、遺跡内で最大の規模

をもつ。炉をもつ住居は中形正方形が多く、軸線

の傾きか東へ大きくずれる共通点をもつが、この

住居の長軸はほぼ南北軸を示す。台地東側の縁辺

部に占地し、近似する形状、規模の住居は中尾遺

跡にない。

面積 56.2m' 方位＋22°

床面 ローム層を 30cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で貼床して、平坦な生活

面を作る。住居の南東部は踏み固められて硬い。

柱穴住居の対角線上に整然と 4 個を配置する。心々を

結ぶ四角形は住居の外形と相似形で、南北に僅か

長い方形を示す。床面からの深さか40~50cmの円

形掘方である。

炉跡住居の中央北側に設置する。床面を直径50cm、深

さ 5 cmの円形に掘り窪めて炉床とする。炉床に僅

かな焼土を検出した。

凶
ヽu/ 

壁溝幅10~20cm、深さ 10~15cm で、南壁西側の一部を

除いて全周する。

貯蔵穴 南壁際の西側に短軸40cm、長軸60cm、深さ 30cmの

不整方形プランで設ける。

遺 物 炉の西側の床面に密着して器台、貯蔵穴西側の床

面直上より台付甕の破片が出土する。

重 複 D-8 号住居と重複する。 D-8 住がこの住居の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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D - 8 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸4.lm 、

長軸4.8m の整った長方形を示す。

面積 19.7面方位十89°

床面 ローム層を30cm掘り込んで構築面とする。この面

に厚さ 10cmの貼床をして平坦な生活面を作る。住居北東部

の D-16号住居との重複部には、厚い貼床を施している。

寵跡東壁の中央南側に設置する。壁を幅70cm、奥行き

70cmの方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道

は幅20cmで壁の中段から壁外80cm まで、＂緩やかに立ち上る。

焚口部の両側に凝灰岩の切石を据えて補強材とし、火床の

中央部に同質の石を埋込んで支脚とする。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 20cmの不整円形プランで設置。

遺 物 寵と南壁際東側の床面に密着して甕、坪が出土。

重 複 D-15号住居、 D-16号住居と重複する。この住居

か D-16住の覆土を切り、この住居の覆土を D-15住が切っ

ている土層断面の所見を得た。
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D -15 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3 .4 m 、

長軸4.7m を測る。北壁に対して南壁か長い不整長方形を示

す。東壁に鼈を設置して、相対する西壁際に貯蔵穴を配置

し、 D-105号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きが近

似している。

面積 15.3面方位十72°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。 D-8 号住

居との重複部にのみ貼床し、他はロームの地山をそのまま

床面としている。全体に平坦で良く整っている。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅60cm、奥行き 60cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

には凝灰岩の切石を据えて補強材としている。

貯蔵穴 住居の南西隅に深さ 20cmの円形プランで設ける。

遺物 住居南東部の床面に密着して羽釜の破片が出土。

重 複 D-8 号住居と重複する。この住居が D-8住の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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D -28 号住居

形状 小形正方形。一辺3.5m を測る。南壁が中央部で大

きく屈曲し、四隅か丸味をもつ不整方形を示す。

面積 10. 7面方位十78°

床 面 ローム層を 5 cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山をそのまま生活面としている。

住居南側か深さ 20cmの方形に掘り込まれている他は、平坦

で良く整っている。東壁際に深さ 30cmの不整形ピット 2 個

を検出した。

寵 跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定でき、東壁際中央南側の床面に多量の炭化物を検出し

た。重複する住居に切られた可能性か高い。住居内に主体

部の痕跡かないことから、燃焼部は壁外に造り出していた

ことか推察できる。

遺 物 住居中央部の床面に密着して盤の破片か出土する。

重 複 D-14号住居と菫複する。 D-14住がこの住居の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。

D -14 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.6m 、

長軸4.4m の整った長方形を示す。東壁の南端付近に寵を設

置して、鼈と相対する西壁の南端に貯蔵穴を配す。中尾遺

跡で貯蔵穴を寵と対応する壁の際に配置するのは、寵を東

壁の南端か、南端付近に設置する住居に限定される。

面積 16.2面方位十86°

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。貼床はな

く、ロームの地山をそのまま生活面としている。

鼈跡東壁の南端に設置する。壁を幅40cm、英行き 50cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は奥

壁の中段から水平に 60cm伸びて、緩やかに立ち上かる。焚

ロ部の左側に、補強材とした自然石を検出した。

貯蔵穴 住居の南東隅と南西隅にそれぞれ深さ 20cmの楕円

形、深さ 40cmの円形プランで 2 個を確認した。

重 複 D-28号住居と璽複する。この住居が D-28住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D
 

-10 号住居 D
 

-11 号住居

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.4m 、

長軸3.lm を測る。

面積 7.2m' 方位

床 面 ローム層を 10cm掘り込み、平坦に整えて生活面と

する。貼床した痕跡はない。

寵 跡 東壁の南側に白色粘土で構築する。壁を幅70cm 、

奥行き 40cmの方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。

焚口部に石材を使用した痕跡はない。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 25cmの円形プランで設ける。
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-41 号住居

A' 

EL 107.80M 

形状 分類できない。南壁が確認できないため、住居の

外形は確定できない。 方位 十83°

床面 ローム層を 10cm掘り込み、平坦に整える。

鼈跡 東壁に設置する。壁を幅70cm 、奥行き 50cmの台形

に堀り込み、燃焼部は壁外に造り出す。西側より出土した

凝灰岩は、焚口部に使用していたものと考えられる。

遺 物 東壁際北側の床面に密着して高台付塊（須恵器）。
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形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.7m 、

長軸3.7m の不整長方形を示す。東壁に寵を設置し、相対す

る西壁の北端と南端のニヶ所に貯蔵穴を配置する。鼈と対

応する壁の際に 2 個の貯蔵穴を設けるのは、中尾遺跡に一

例。

面積 9.1面方位

床 面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。全体に平

坦で良く整っている。

寵 跡 東壁の南側に設置する。残存状態が良く煙道部の

天井は遺存していた。壁を幅70cm 、奥行き 40cmの円頂形に

掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は奥壁の中段

から、壁外70cm まで緩やかに立ち上がる。焚口部の両側に

補強材を埋込んだ深さ 10cmのピットを検出した。

貯蔵穴 西壁際の北端と南端に深さ 20cmの円形プラン。

重 複 D-41号住居と重複する。この住居か D-41住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D -29 号住居

形状 小形正方形。一辺4.0m の整った方形を示す。中尾

遺跡に小形正方形住居は多いか、鼈の燃焼部を壁内に造リ

付ける小形正方形住居は少ない。 D-58号住居と、住居の形

状、規模が近似している。

面積 16. lm' 方位十78°

床 面 ローム層を 30cm掘り込んで平坦な生活面を作る。

住居の中央部は 14井戸に切られる。

鼈 跡 東壁の南側に設置する。残存状態か良く煙道部の

天井は逍存していた。壁に幅40cm 、奥行き 15cmの掘り込み

を確認した。袖部は確認できないか掘り込みの状況から燃

焼部は壁内に造り付けていた可能性か高い。煙道は壁の中

段から壁外30cm まで伸びて、垂直に立ち上かる。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 25cmの不整形プランで設ける。

遺 物 東壁際中央の床面に密着して坪か出土する。

重 複 D-13号住居と重複する。新旧関係を判けIJする資料

はなし‘。
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D -79 号住居

形状 小形正方形。長軸4.0m を測る。住居の北西隅は確

認てきない。近接する D-69号住居と、住居の形状、規模、

軸線の傾きか近似している。

面積 14.5m' 方位十87°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。

炉、鼈 確認できない。遺物の出土かないので、炉付住居

か寵付住居かの判定かつかない。

重 複 D-30住かこの住居の覆土を切って構築する。 D-

13住、 D-31住との新旧関係を判別する資料はない。
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D -13 号住居

形状 中形正方形。長軸4.3m 。同形状、同規模の中形正

方形住居に対して、軸線か西に大きく傾いている。

面積 12. lm' 方位ー26°

炉 跡 確認できない。出土した遺物から炉をもつ住居と

推定できるか、焼土、灰の痕跡はない。

壁溝住居の南東隅に幅10cm、深さ 10cm で巡る。

重 複 D-30住かこの住居の覆土を切って構築する。 D-

29 、 33 、 34 、 79住との新 1日関係を判別する資料はない。
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D -31 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.7m 、

長軸3 .4 m で、四隅か丸味をもつ整った長方形を示す。

面積 9.0m＇（推定）方位十85°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山をそのまま生活面としている。

住居の北東部に深さ 40cmの方形ピットを検出した。南壁の

中央部で50 土拡と重複する。

寵跡 東壁の南側に設置する。残存状態か良く、煙道部

の天井は遺存していた。壁を幅60cm、奥行き 40cmの円頂形

に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は燃焼部の

底面から、壁外50cm まで緩やかに立ち上かる。焚口部左側

の床面に、焼土及び灰か多量に入った深さ 10cmの円形ピッ

トを検出した。

遺物 鼈の覆土内より坪の破片が出土する。

重 複 0-30号住居、 0-79号住居と重複する。ともに新

旧関係を判別する資料はない。

D -30 号住居

形状小形準縦長長方形。短軸2.6m 、長軸3.0m の長方形

を示す。東壁の南端に鼈を設置し、長軸を東西にもつ。中

尾遺跡には北壁に寵を設置する縦長長方形住居はなく、小

形の縦長形住居は、東壁の南端に鼈を設置する例が多い。

面積 7.8面方位十85°

床面 ローム層を20cm掘り込んで床面とする。全体に平

坦で良く整っている。

竃跡東壁の南端に設置する。壁を幅60cm 、奥行き 50cm

の台形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は燃

焼部の底面から壁外に伸びるか、形状は確認できない。焚

ロ部に石材を用いた痕跡はない。

遺 物 住居中央北側の床面に密着して高台付椀（須恵器）、

鼈の覆土内より羽釜、坪（須恵器）か出土する。

重 複 0-13号住居、 0-31号住居、 0-79号住居と重複する。

この住居か 0-13住、 0-79住の覆土を切っている平面精査

の所見を得た。 0-31住との新旧関係を判別する資料はない。
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D
 

-34 号住居 D
 

-33 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸4.1 m 、

長軸4.9m の整った長方形を示す。重複する 0-35号住居と、

住居の形状、規模、寵の構造か極めて近似している。

面積 19.5面方位十82°

床面 ローム層を30cm掘り込んで、ロームの地山をその

まま生活面とする。平坦で良く整っている。

穴 住居の対角線から長軸方向にずれて 4 個を配置す

る。心々を結ぶ四角形は住居外形と相似形ではなく、長軸

を南北にもつ不整長方形を示す。深さ 20cmの円形掘方。

寵跡 東壁の南側に設置する。壁の内側に粘土で構築し

た長さ 70cmの袖部を確認した。燃焼部は壁内に造り付け、

煙道は壁外30cm まで伸びる。

遺物 南壁際中央の覆土内よりi不か出土する。

重 複 0-33号住居、 0-35号住居、 0-36号住居と重複す

る。この住居の覆土が0-33住、 0-35住、 0-36住に切られ

る平面精査の所見を得た。
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形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.2m 、

長軸4.lm の整った長方形を示す。

面積 12.2m' 方位十88°

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山をそのまま生活面としている。

北壁の周壁部が住居の中央より僅かに低い他は、平坦で良

く整っている。

竃跡 東壁の中央から僅か南側に設置する。壁を幅40cm 、

奥行き 30cmの方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。

煙道は確認できない。焚口部の左側に凝灰岩の切石が出土

し、同右側に石材の痕跡を検出した。

遺 物 西壁際南側の床面に密着して鉄器、東壁際南側の

床面直上より甕が出土する。

重 複 D-13号住居、 D-34号住居、 D-35号住居と重複する。

この住居が D-13住、 D-34住の覆土を切っている平面精査

の所見を得た。 D-35住との新旧関係を判別する資料はない。
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D -35 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸4.lm 、

長軸4.8m で、西壁に対して東壁か短い不整長方形を示す。

東壁に設置した寵の燃焼部は、壁内に造り付ける。中尾遺

跡では、鼈の燃焼部を壁内に造り付けるのは正方形住居に

多い。

面積 19.2m' （推定）方位十86°

床面 ローム層を 15cm掘り込み、この面を平坦に整えて

生活面とする。

寵 跡 東壁の中央から僅か南側に設置する。壁の内側に

粘土で構築した長さ 30cmの袖部を確認した。燃焼部は幅50

cm、奥行40cmの方形で壁内に造り付け、煙道は燃焼部の底

面から緩やかに立ち上かる。焚口部に石材を使用した痕跡

はなし‘。

遺 物 寵手前の床面に密着して甕の破片か出土する。

重 複 D-34号住居、 D-36号住居と重複。この住居かD-34

住の覆土を切り、 D-36住に切られる平面精査の所見を得た。

D -36 号住居

形状 小形準縦長長方形。長軸を東西にもち、短軸3.lm 、

長軸3.5m の整った長方形を示す。

面積 10. 5面（推定）方位十82°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで平坦な生活面を作る。

寵跡東壁の中央に設置する。壁を幅60cm、奥行き 40cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。主体部は

黒褐色土で構築する。煙道は燃焼部の底面から緩やかに立

ち上がる。焚口部の左側に凝灰岩の切石、右側に自然石を

用いて補強材とする。火床の奥壁寄に、加工した凝灰岩を

2 個並列して支脚とする。

貯蔵穴 東壁際の南側に深さ 20cmの円形プランで設ける。

遺 物 住居の南束部と南西部の床面に密着して杯、甕、

鼈の覆土内より皿（灰釉陶器）か出土する。

重複 D-34号住居、 D-35号住居、 D-37号住居と重複す

る。この住居か D-34住、 D-35住の覆土を切り、 D-37住に

切られる平面精査の所見を得た。
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D -37 号住居 D -38 号住居

小形正方形。一辺3.7m を測る。直線的な壁と直角

の隅で構成される整った方形を示す。

積 14.0m' 方位十94°

面 ローム層を 20cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒褐色土の混土で貼床して、平坦な生活面を作

る。全体に踏み固められて硬い。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅70cm、奥行き 50cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は奥

壁の中段から壁外50cm まで、緩やかに立ち上かる。石材を

使用した痕跡はない。火床は深さ 10cmの円形に掘り窪めた

後、平坦に埋戻している。

貯蔵穴 住居南東隅に深さ 20cmの不整円形プランで設ける。

遺物 住居北東部の床面に密着して杯（須恵器）、住居中

央南側の覆土内より杯、皿（須恵器）が出土する。

重 複 D-36号住居、 D-38号住居と重複。この住居がD-36

住の覆土を切り、 D-38住に切られる平面精査の所見を得た。

形 状
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形状小形正方形。一辺3.5m を測る。東壁に寵を設置す

る整った方形を示す。中尾遺跡の正方形住居は、北壁に寵

を設置する例と東壁に寵を設置する二例があり、東壁寵は

小形の住居か圧倒的に多い。台地西側の住居密集地に占地

し、 0-51号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きが近似

している。周辺部は遺跡の南半で、最も住居が密集する部

分である。

面積 1 1. 9面方位

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。住居中央

のピット上部を除いて貼床した痕跡はなく、地山を整えて

生活面としている。住居中央のピットは直径120cm 、深さ 30

cmの不整楕円形で、周囲の床面と同ーレペルまで粘質土で

貼床している。全体に平坦で良く整っている。西壁際の北

側に深さ 30cmの不整円形ピットを検出した。住居の北西部

は確認できない。

寵跡東壁の中央南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き

30cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。残

存状態か悪く主体部は原形を留めていないか、白色粘土で

構築した痕跡かある。焚口部の両側に凝灰岩の切石を据え

て補強材とする。煙道は確認できない。

遺物 寵の覆土内より甕の破片、住居中央西側の覆土内

より杯（須恵器）が出土する。

重 複 0-37号住居、 0-39号住居と重複する。この住居

が 0-37住の覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。

0-39住との新旧関係を判別する資料はない。
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D
 

-39 号住居 D -22 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.lm 、

長軸3.9m を測る。直線的な壁で構成される整った長方形を

示す。周辺には小形準横長長方形と、小形正方形住居か密

集している。 D-38号住居と重複しているので、小形正方形

住居とは時間差があると考えられる。台地の西側に占地し

近接する D-33号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きか

近似している。

面積 1 1. 8而方位

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面としている。南

壁の周壁部か住居の中央部より僅かに低い他は、平坦で良

く整っている。住居の中央東側に直径40cm、深さ 20cmの不

整円形ピソトを確認した。住居の中央北側を48土拡か床面

+83ー  

下まで切る。

寵跡 東壁の中央から僅か南側に設置する。壁内に造り

付けた長さ 20cmの袖部を検出した。燃焼部は幅60cm、奥行

き 40cmの方形で、約半分を壁外に造り出す。残存状態か悪

く主体部の構築材は確認できない。煙道は燃焼部の底面か

ら水平に30cm伸びて、 70゜の傾きで立ち上かる。焚口部に石

材を使用した痕跡はない。

遺 物 南壁際中央の床面に密着して重なった 2個体の坪、

西壁際南側の床面直上より坪、北壁際西側の床面直上より

鉄塊か出土する。

重 複 D-38号住居と重複する。新旧関係を判別する資料

はない。
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中形正方形。一辺4.5m 。西壁に対して東壁が長

く、全体に歪んだ不整方形を示す。中尾遺跡では、寵を確

認した中形正方形住居は 4 軒で、寵は壁の中央南側に設置

されている。この住居の鼈の位置は明確ではないが、正方

形住居で寵を壁の末端か住居の隅を切って設ける例はない。

面積 19.6面方位十 6 0 

床面 ローム層を 10cm掘り込んで構築面とする。構築面

は、住居の北東部か中央部より 10cm深く掘り込まれている。

この面に貼床して生活面を作っているが、生活面は軟弱で

一部を除いて確認できない。

寵跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定できるが、確認した壁に焼土、灰等、寵の痕跡を示す

ものは一切ない。

壁溝南壁の一部に幅25cm、深さ 10cm で巡る。

遺物 南壁際中央の床面に密着して高台付培（須恵器）

が出土する。
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D -20 号住居

形 状分類できない。住居の北東部が後世の溝に切られ

て確認できないため、外形は確定できない。住居南西隅の

丸味が大きい不整方形を示す。中尾遺跡には、北壁に鼈を

設置する縦長長方形住居はない。この住居は、確認した壁

から長軸を東西にもつと考えられ、北壁に寵の痕跡もない

ので、東壁に寵を設置する縦長長方形住居と推定できる。

方位十77°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面としている。住

居の北半が中央部より高い他、全体に小さな起伏か多く、

平坦な面は少ない。

寵 跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定できるか、確認した壁に寵の痕跡を示すものは一切な

い。重複する溝に切られた可能性が高い。

遺 物 西壁際中央の床面直上より高台付坑（須恵器）か

出土する。

D -21 号住居

形状小形正方形。一辺3.5m を測る。北壁に対して南壁

か長い不整方形を示す。近接する D-13号住居に、住居の形

状、軸線の傾きが近似しているが、中尾遺跡で炉をもつ小

形住居は、この住居を除いて他にない。炉をもつ住居は中

形正方形か多く、これらは軸線の傾きが、北東方向へ大き

くずれる共通点をもつ。

面積 12. lm' 方位ー35°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山をそのまま生活面としている。

住居の中央部が周壁部より僅かに高いか、全体に平坦で良

く整っている。

炉 跡確認できない。出土した遺物から炉をもつ住居と

推定できるが、焼土、灰等、炉の痕跡を示すものは一切認

められない。

遺物 東壁際中央の床面に密着して用途不明の河原石、

住居の覆土内より甕の破片か出土する。
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D -26 号住居

形 状分類できない。住居の北側を後世の溝に切られるた

め、住居の外形は確定できない。東西軸3.3m を測る。この軸

長から類推できる住居の外形は、 D -123号住居と同形の中形

横長長方形と、 D-32号住居と同形の中形準横長長方形の二つ

である。 方位十75°

床面 ローム層を 10cm掘り込み、厚さ 10cmの貼床を施す。

寵跡東壁に設置する。壁を幅60cm、奥行き 50cmの円頂形

に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の両側に 1疑

灰岩の切石を据えて、補強材とする。
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D -23 号住居
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形状分類できない。長軸を東西にも

ち、短軸3.1 m 、長軸6.3m を測る。東壁

に対して西壁が著しく短い不整長方形を

示す。超大形縦長長方形の C-32号住居よ

り小さく、中形縦長長方形の C-112号住

居より大きい。中尾遺跡に同形状、同規

模の住居はない。

面積 20.4面方位ー81°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面

とする。住居の北側で 9 溝と重複し、こ

の重複部に貼床を施す。重複部以外の床

面は、ロームの地山を平坦に整えて生活

面としている。全体に平坦で良く整って

いる。

CDI a:.I 

A

l

 A-

寵跡確認できない。出土した遺物か

ら鼈をもつ住居と推定できるが、確認し

た壁に焼土、灰などの寵の痕跡を示すも

のは一切ない。

遺物住居中央部の床面直上より坪、

住居中央南側の床面直上より坪（須恵器）

EL 107.90M I が出土する。
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D -24 号住居

形状小形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2. 7m 、

長軸4.0m 。 D-42住と、住居の形状、規模が近似している。

面積 10.8面（推定）方位十63°

床面 ローム層を 10cm掘り込み、平坦に整える。

寵 跡 東壁の南側に設置する。住居の掘り込みか浅いた

め、全形は確認できない。燃焼部は壁外に造り出したと考

えられる。焚口部に石材の使用はない。

遺物 寵西側の床面に密着して高台付椀が出土する。

重 複 D-25住かこの住居の覆土を切って構築している。
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D -25 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.lm 、

長軸4.0m 。 D-78住と、住居の形状、規模が近似している。

面積 1 1. 7面方位十81ｰ 

寵 跡東壁の南側に設置し、燃焼部は壁外に造り出す。

貯蔵穴 住居の南西隅に深さ 20cmの円形プランで設ける。

遺 物 鼈の火床に密着して高台付塊（須恵器）か出土する。

重複 この住居が D-24住の覆土を切って構築する。
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D -27 号住居

形状小形準縦長長方形。長軸を東西にもち、短軸3.1 m 、

長軸4.3m を測る。住居の南西部は確認できないが、北壁に

対して南壁が短い不整長方形と推定する。

面積 12.7面（推定）方位十87°

床 面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。溝との重

複部以外は、ロームの地山をそのまま生活面とし、重複部

にはロームと黒色土の混土で貼床する。全体に平坦で良く

整っている。

寵跡住居の南東隅に設置する。壁を幅60cm、奥行き 40

cmの台形に掘り込み、燃焼部は住居の長軸に対して 55゜の傾

きで壁外に造り出す。煙道は燃焼部の底面から、緩やかな

勾配で 1 m伸びる。焚□部の両側と燃焼部奥壁の両側に 4

個の自然石を据えて補強材とし、火床の中央部に棒状の自

然石を埋込んで支脚とする。

遺 物 寵の火床に密着して羽釜、寵の覆土内より甕の破

片が出土する。

-
r
l
|
 

OI //  9 溝
------- ------>/-— 

/,  / ¥ 

誓｀ ／口0/ / / / 11  

\//09/]□□// I¥ 

／ぷ／ 1 
/ 

9 ✓/ 

• 

d
V
 

m̀1 

ロ
含
土
土
粒
褐
黄

、
を
色
色
ム
黄
④

石
粒
褐
褐
一
む
土

—
軽
ム
黒
黒
口
含
土
色

8

①
一
む
②
③
を
色
褐

A
-

ml 

A
-

CJ/ 

A
-

叫
①黒褐色士 ②茶
褐色土 ③淡茶褐

AI 色土 ④黒褐色士
一⑤黒褐色土（黒味
が強い） ⑥焼土
を含む茶褐色土
⑦黒色土

72 



D -46 号住居

形状 中形正方形。一辺4.4m 。北壁に対して南壁が短い

不整方形を示す。中尾遺跡で炉をもつ中形正方形住居は、

軸線の傾きが北東へ大きくずれる共通点をもつか、この住

居の長軸は南北軸に近い。

面積 19.6面方位一 5 0 

床面 ローム層を 30cm掘り込み、ロームの地山を平坦に

整えて生活面とする。

柱穴 住居の対角線から東西軸にずれて 4 個を配置する。

心々を結ぷ四角形は住居外形と異なり、長軸を東西にもっ

長方形を示す。

炉 跡確認できない。出土した遺物から炉をもつ住居と

推定できるか、炉の痕跡を示すものは検出できない。

壁溝幅10~20cm、深さ 10cm で全周する。

遺 物 住居南東隅の壁溝底面より甕の破片が出土する。

重 複 0-42 、 43 、 44 、 45 、 47号住居がこの住居の覆土を

切って構築する平面精査の所見を得た。

D -47 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3. 7m 、

長軸5.2m を測る。住居の北東部は確認できない。 C-1号住

居と、住居の形状、規模が近似している。

面積 19.2面（推定）方位十80°

床面 ローム層を 20cm掘り込んで構築面とする。この面

に粘土と黒褐色土の混土で貼床して生活面を作る。生活面

は平坦で良く整っている。

鼈 跡 東壁の南側に設置する。重複する住居に切られて

全形は確認できない。残存部から類推すると、壁を奥行き

50cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出し、煙

道は燃焼部の底面から垂直に近い角度で立ち上がる。

遺 物 西壁際南側の床面直上より坪、鼈西側の覆土内よ

り甕が出土する。

重 複 D-42 、 44 、 45 、 46号住居と重複する。この住居か

D-46住の覆土を切り、 D-42 、 44 、 45号住がこの住居の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D
 

-44 • 45 号住居

形 状

面
床
積
面

大形準横長長方形(D-45号住居）。 D-44住は D-45

住の貼床下に東壁の一部と鼈の痕跡を確認したの

みで、住居の外形は確定できない。確認した D-44

住の東壁か D-45住の東壁に沿っているので、この

二軒は建て替えの可能性もあるか、ここでは重複

として扱う。 D-45住は長軸を南北にもち、短軸5.1

m 、長軸5. 7m を測る。 D-120住と、住居の形状、

規模、軸線の傾きが近似している。

29.4面方位十84°

ローム層を 30cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと粘質黒色土の混土で厚さ 10cmの貼床を

施して生活面を作る。生活面は平坦で良く整い、

鼈 跡

遺 物

重 複

全体に踏み固められている。 D-44住の床面は、こ

の面より 10cm低い。

東壁の南側に設置する。壁内に造り付けた長さ 20

cmの袖部を検出した。燃焼部は幅40cm、奥行き 60

cmの方形で、大半を壁外に造り出す。 D-44住の寵

は掘方の痕跡を残すのみで、全形は確認できない。

南壁際東側の床面に密着して盤、南壁際中央の床

面に密着して甕(D-45住）。住居中央南側の床面直

上より坪(D-44住）か出土する。

D-45住か D-44住、 D-46住、 D-47住の覆土を切

り、 D-45住の覆土を D-42住、 D-43住か切って構

築する平面精在の所見を得た。
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D
 

-42 号住居 D
 

-43 号住居

形状小形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.6m 、

長軸4.0m を測る。直線的な壁で四隅が小さな丸味をもつ、

整った長方形を示す。

面積 10.3面方位

床面 ローム層を 10cm掘り込んで構築面とする。この面

に軽石混りの黒色土で貼床して生活面を作る。生活面は平

坦で良く整っている。

鼈跡 東壁の南側に設置する。住居の内側に造り付けた

長さ 10cmの袖部を確認した。燃焼部は幅50cm、奥行き 40cm

で、その大半を壁外に造り出す。火床は深さ 10cmの円形に

掘り窪めた後、粘質の黒褐色土で埋戻す。

遺物 住居南東部の床面に密着して皿（須恵器）、寵手前

の床面直上より坪、羽釜か出土する。

重 複 D-45号住居、 D-46号住居、 D-47号住居と重複す

る。この住居が D-45住、 D-46住、 D-47住の覆土を切って

構築する平面精査の所見を得た。
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形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.8m 、

長軸3.4m で、南壁に対して北壁か長い不整方形を示す。

面積 9.6m'（推定）方位十86°

床面 ローム層を 20cm掘り込んで構築面とする。この面

に黒褐色土で貼床して生活面を作る。生活面は南壁の周壁

部が住居中央部より低い他は、平坦で良く整っている。

鼈跡 東壁の南側に設置する。住居の内側に造り付けた

長さ 20cmの袖部を検出した。燃焼部は幅50cm、奥行き 70cm

の方形で、 20cmの袖部を除いて壁外に造り出す。煙道は燃

焼部の底面から水平に40cm伸びて、垂直に立ち上がる。焚

ロ部の両側に凝灰岩の切石を据えて補強材とする。

遺 物 西壁際北側の床面直上より坪、鼈の覆土内より甕

か出土する。

重 複 D-44号住居、 D-45号住居、 D-46号住居と重複す

る。この住居かD-44住、 D-45住、 D-46住の覆土を切って

構築する平面精査の所見を得た。
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D
 

-48 号住居 D
 

-49 号住居

形 状分類できない。住居の北壁部に溝状の攪乱を受け

るため外形は確定できないか、攪乱の北側に住居の掘り込

みがな〈、南北の軸長は3.Sm を越えることはない。

+86ー 方
床

位

面 粘質褐色土層を 20cm掘り込んで床面とする。貼床

した痕跡はなく、枯質褐色土の地山を平坦に整えて生活面

遺
重

としている。

鼈跡東壁の中央部に設置する。壁を幅50cm、奥行き 40

cmの方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は

燃焼部と同じ幅で、燃焼部の底面から緩やかに40cm立ち上

がる。火床の中央から僅か右側に、凝灰岩の切石を埋込ん

で支脚とする。寵西側の床面直上より凝灰岩の切石を確認

した。焚口部を補強していたものと考えられる。

物 住居南東部の床面直上より坪、甕が出土する。

複 D-49号住居と重複する。新旧関係を判別する資料

はない。

状 超小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.1

m 、長軸3.0m を測る。西壁に対して東壁か短い不整長方形

を示す。 D-106号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾き

か極めて近似している。

面積 6. lm'（推定）方位

床面粘質黒褐色土層を25cm掘り込んで構築面とする。

この面に厚さ 5 cmの貼床を一様に施して生活面を作る。生

活面は平坦で良く整っている。

鼈跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 50cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部はそっくり壁外に造り出す。

焚口部の両側には凝灰岩を据えて補強材とする。煙道は確

認できない。

遺 物 寵西側の床面に密着して坪、南壁際東側の床面直

上より坪（須恵器）か出土する。

重 複 D-48号住居と重複する。新旧関係を判別する資料

形
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D -56 号住居

形状小形正方形。一辺3.0m 。北壁が中央部から大きく

屈曲し、住居南東隅の丸味が大きい不整方形を示す。寵を

東壁の中央から北側に設置する。中尾遺跡では、東壁の中

央より北側に鼈を設置する住居は、 C-93号住居とこの住居

の二例のみである。

面積 9.8m' 方位十92°

床面粘質黒掲色土を30cm掘り込んで床面とする。貼床

した痕跡はなく、粘質黒褐色土の地山をそのまま生活面と

している。住居の北東部を中心にして、床面直上に多量の

黒色灰を検出した。

鼈 跡 東壁の中央から僅か北側に設置する。壁を幅50cm 、

奥行き 50cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出

す。焚口部に石材を使用した痕跡はない。

貯蔵穴 住居南東隅に直径30cmの不整円形プランで設ける。

遺 物 住居中央部の床面に密着して坪、甕、東壁際中央

の覆土内より坪か出土する。

D -99 号住居

形状小形正方形。一辺3.0 rn を測る。西壁に対して東壁

が短い不整方形を示す。近接する D-56号住居に、住居の形

状、規模か近似している。

面積 9.3面方位十88°

床面枯質黒褐色土層を20cm掘り込んで構築面とする。

構築面を平坦に整え、住居の北側に直径140cm 、深さ 25cmの

円形ピットを設ける。このピットには、住居の中央部より

厚〈貼床して平坦な生活面を作る。生活面は軟弱で面的に

把握することができない。

鼈跡東壁の中央に設置する。壁を幅50cm、奥行き 50cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚ロ一部‘
の右側に1疑灰岩の切石を据えて補強材とする。焚口部の左

側にも石材の痕跡を確認したので、両側に据えていたと考

えられる。

遺 物 南壁際中央部と住居中央西側の床面直上より坪が

出土する。

一'|

叫 m`l

A-

ヘ
＞

2

、

ハ
I

喜
6
e

g
ゎ

忍
｀
パ

b
 

^
u
 ヽ

゜じ

0
0

0

p

^
3
 

。
a
 。

\ 

0
1

ー

ー

1

I

I

 

A' 

D 
C二》

。

もO

:: 

(D1 (DI 

, 
A A 

——~Jヤ·

91土砿ょーニ A~土-=----、、
ml 

I I 
9 ,  I 

゜

A11000  
¥¥ A 

今 な3 ジ
⑰ ゜& 

逸
CDI m| 

A A 

77 



D
 

-102 号住居 D
 

-32 号住居

小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2. 7m 、

長軸3.0m を測る。南壁に対して北壁が長い不整長方形を示

し、 D -10号住居と、住居の形状、規模が近似する。

面積 7.8m' 方位十80°

床面 粘質黒褐色土層を 10cm掘り込んで構築面とする。

構築面は平坦で良〈整っている。この面に貼床して生活面

を作るが、生活面は軟弱で平面的に把握できない。遺物の

出土している面か生活面である可能性が高く、この高さは

構築面から約 5 cm である。

寵 跡東壁の中央から僅か南側に設置する。壁に幅50cm 、

奥行き 30cmの掘り込みを確認した。この掘り込みの手前に

深さ 10cm で円形の掘り込みかあるため、燃焼部は約半分を

壁外に造り出すと考えられる。火床は深さ 10cmの円形に掘

り窪めた後、埋戻して構築するが、軟弱なため明確に確認

することはできない。

遺物 西壁際南側の構築面直上より杯（須恵器）が出土。

形 状 状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.lm 、

長軸4.4m の整った長方形を示す。重複した住居の間に単独

で占地し、周囲の住居とは、住居の形状、規模を異にして

形

いる。

面積 13.5面方位

床 面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。住居南西

部のピソト上を除いて貼床した痕跡はなく、ロームの地山

をそのまま生活面としている。住居南西部のピットは、直

径 100cm、深さ 25cm で、内部に貼床した可能性が高い。

寵 跡東壁の南側に設置する。残存状態が良く、煙道の

天井部は遺存していた。壁を幅50cm、奥行き 40cmの円頂形

に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は燃焼部の

底面から水平に 30cm伸びて、垂直に近い角度で立ち上がる。

焚口部に石材を使用した痕跡はない。

貯蔵穴 住居南東隅に深さ 30cmの不整方形プランで設ける。

遺物 住居中央北側の床面直上より坪が出土する。
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D -51 号住居

形 状小形正方形。住居の北西部は確認できないか、一

辺3.5m の整った方形を示すと考えられる。

面積 13. lm' 方位十90°

床 面粘質黒褐色土層を 10cm掘り込み、平坦に整えて生

活面とする。住居の北東部が直径80cm、深さ 5 cmの円形に

掘り窪められ、この底面に多量の黒色灰を検出した。

寵 跡 東壁の中央から僅か南側に設置する。壁を幅50cm 、

奥行き 40cmの円頂形に掘り込み、燃焼部は壁外に造り出す。

火床は深さ 10cmの円形に掘り窪めた後、貼床して構築する。

焚口部の左側に自然石を確認した。煙道は燃焼部の上段か

ら緩やかに 20cm伸びる。

貯蔵穴 東壁際南側に深さ 10cmの不整形プランで設ける。

遺物 住居南東部の床面に密着して坪、裔西側の床面に

密着して甕が出土する。

重 複 D-50号住居と重複する。 D-50号住かこの住居の

覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。

D -50 号住居

形状 中形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2. 7m 、

長軸4 .4 m の整った長方形を示す。

面積 1 1. 4面方位十85°

床面粘質褐色土を 15cm掘り込んで床面とする。貼床し

た痕跡はなく、粘質黒褐色土層の地山を平坦に整えて生活

面としている。

鼈跡東壁の南側に設置する。壁を幅60cm、奥行き 40cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

の両側に凝灰岩の切石を据えて補強材とし、火床の中央か

ら左側に同質の石材を埋込んで支脚とする。支脚は 2 個を

並列していた可能性が高い。

遺物 寵西側の床面に密着して鉢、寵の火床直上より坪

（須恵器）が出土する。

重複 この住居が D-51号住居の覆土を切って構築する

平面精査の所見を得た。 D-52号住居との新 1日関係を判別

する資料はない。

~~J'1 
D-55 

: | ゜
X 5 7ou 

01ー 

`’ □ 2 
‘mI 、(Il|

、--_,, X 
X , 

x8 

< 

II I A I I 1, 

゜
A ' 

\ 

ふ‘--- D-51 

A-

① ③ ② 

、01

u
 

,Al 

含
土
土

を
色
色

石
褐
褐

軽
黒
黒
灰

①
む
②
③

A-

ー＝ミチ←

CJ/ 叫

,
A
 

79 



D -55 号住居 D -54 号住居

状 中形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、

長軸5.4m の整った長方形を示す。

面積 16.0m' 方位十85°

床面粘質黒褐色土層を20cm掘り込んで床面とする。貼

床した痕跡はなく、地山を平坦に整えて生活面としている。

全体に踏み固められて硬い。

鼈 跡 東壁の南側に設置する。住居内に造り付けた長さ

30cmの袖部を確認した。燃焼部は幅50cm、奥行き 50cm で、

約半分を壁外に造り出す。煙道は燃焼部の底面から 30゜の角

度で立ち上がる。火床の中央部に棒状の河原石を埋込んで

支脚とする。

貯蔵穴 住居南東隅に深さ 20cmの不整形プランで設ける。

遺 物 南壁際中央で、床面に密着して高台付椀（須恵器）、

床面直上より坪か出土する。

重 複 D-54号住居と重複する。 D-54住かこの住居の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。

形 状 小形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.lm 、

長軸3.4m で、西壁に対して東壁か短い不整長方形を示す。

D-121号住居と、住居の形状、規模が近似し、横長長方形

住居で最小の規模を示す。

面積 7.0m' 方位十90°

床面 枯質黒褐色土層を 15cm掘り込んで床面とする。 D

-55住との重複部以外は、地山を平坦に整えて生活面とし、

重複部には厚さ 10cmの貼床を施す。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅25cm、奥行き 30cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

の左側に河原石、右側に凝灰岩を据え、粘土で主体部を構

築する。煙道は確認できない。

遺 物 住居中央の床面に密着してJ不蓋（須恵器）、住居南

西部の床面直上より鉢か出土する。

重 複 D-55号住居と重複する。この住居かD-55住の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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D -53 号住居

形状分類できない。南壁が確認できないため、住居の

外形は確定できない。近接する D-57号住居に近似した規

模をもつ小形準横長長方形の可能性か高い。方位 十 86°

床 面 枯質茶褐色土層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床

した痕跡はなく、地山を平坦に整えて生活面としている。

寵跡東壁に白色粘土で構築する。壁を幅50cm、奥行き

40cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚

ロ部に石材を使用した痕跡はない。

遺物 鼈の火床直上より坪、甕の破片が出土する。
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D -52 号住居

形状分類できない。北壁が確認できないため、住居外

形は確定できない。 D-57号住居に近似した規模をもつ小

形準横長長方形を示す可能性が高い。 方位 十80°

鼈 跡東壁に白色粘土で構築する。住居の掘り込みか浅

いため全形は確認できないか、燃焼部は壁外に造り出すと

考えられる。火床に 2 個の河原石を並列して支脚とする。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 20cmの円形プランで設ける。

遺物 寵の覆土内より羽釜、皿、坪（須恵器）か出土する。

重 複 D-50住との新旧関係を判別する資料はない。
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D -57 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.8m 、

長軸3.5m で、北東隅か大きな丸味をもつ不整長方形を示す。

台地の中央部に単独で占地するか、周囲には同形状の住居

か重複して占地している。

面積 9,4面方位十85°

床面粘質黒褐色土層を20cm掘り込んで床面とする。粘

質黒褐色土の地山を平坦に整えて生活面としている。硬く

踏み固められた跡はない。

鼈跡東壁の南側に設置する。残存状態か良く、煙道部

の天井は遺存していた。壁を幅50cm、奥行き 40cmの円頂形

に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は燃焼部の

底面から、 30゜の角度で立ち上がる。焚口部に石材を使用し

た痕跡はない。

貯蔵穴 東壁際南側に深さ 50cmの楕円形プランで設ける。

遺 物 寵西側の床面に密着して甕の破片、貯蔵穴の覆土

内より坪が出土する。
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D -58 号住居

形状 小形正方形。住居の北壁に鼈を設置する、一辺3.7

m の整った方形を示す。中尾遺跡で北壁に寵を設置するの

は、 C-49号住居を除いて正方形の住居に限定されている。

面積 14.3面方位ー 3°

床 面 粘質黒褐色土層を30cm掘り込んで構築面とする。こ

の面に黒色土とロームの混土で貼床して生活面を作る。

鼈 跡 北壁の西側に設置する。住居の内部に造り付けた

長さ 40cmの袖部を検出した。燃焼部は幅50cm 、奥行き 40cm

で壁内に設け、主体部は白色粘土で構築する。煙道は燃焼

部の底面から、壁外70cm まで25゜の角度で立ち上がる。焚口

部の床面直上より出土した甕は、焚口部に横架したものと

考えられる。

貯蔵穴 住居の北西隅に深さ 10cmの不整形プランで設ける。

遺 物 寵南側の床面直上より甕、坪が出土する；

重 複 D-59号住居と頂複する。 D-59住がこの住居の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。

D -59 号住居

形状 小形準縦長長方形と推定する。長軸を東西にもち、

短軸2.8m 、長軸3.6m で、東壁に対して西壁が短い不整長

方形を示す。東壁に鼈を設置し、 D-36号住居と、住居の形

状、規模、軸線の傾きが近似している。中尾遺跡には、北

壁に寵を設置する縦長長方形の住居はない。

面積 9.9m' 方位十86°

床 面 枯質黒褐色土層を 30cm掘り込んで構築面とする。構

築面は住居の東側に直径90cm 、深さ 10cmの円形ピットを設

ける。このピットと D-58号住居との重複部に貼床して、平

坦な生活面を作る。

竃 跡確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるか、鼈の痕跡を示す焼土、灰は検出できない。

重複する D-60号住居に切られた可能性が高い。

遺物 住居東側の覆土内より坪が出土する。

重 複 D-60号住居がこの住居の覆土を切り、この住居か

D-58号住居の覆土を切る平面精査の所見を得た。
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D -60 号住居

形状 小形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.3m 、

長軸3.7m の整った長方形を示す。

面積 8.3面方位十92°

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。 D-59号住

居との重複部以外はロームの地山を整えて生活面とし、重

複部には厚さ 10cmの貼床を施す。全体に平坦で、良く整っ

ている。

寵 跡 東壁の南側に白色粘土で構築する。壁を幅30cm 、

典行き 30cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出

す。煙道は嬰壁の上段から掘り込むか、全形は確認できな

い。焚口部に石材を使用した痕跡はない。

貯蔵穴 東壁際南側に深さ 20cmの円形プランで設ける。

遺 物 住居南西隅の床面に密着して坪、南壁際中央の床

面直上より坪、貯蔵穴の覆土内より皿（須恵器）か出土する。

重 複 D-59号住居と重複する。この住居が D-59住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D -64 号住居

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.8m 、

長軸3.8m の整った長方形を示す。東壁の南側に鼈を設置し、

南壁の東端に貯蔵穴を設ける。近接する D-62号住居と、住

居の形状、規模、貯蔵穴の位置、軸線の傾き等、極めて近

似した要素か多い。

面積 10.5面方位十101°

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はな〈、ロームの地山をそのまま生活面としている。

生活面は平坦で良く整っている。

竃 跡 東壁の南壁際に白色粘土で構築する。壁を幅40cm 、

輿行き 30cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出

す。煙道は燃焼部の底面から 25゜の角度で立ち上かる。焚ロ

部に石材を使用した痕跡はない。

貯蔵穴 南壁際の東端に深さ 15cmの楕円形プランで設ける。

遺 物 住居南西隅の床面に密着して坪、西壁際南側の床

面に密着して襄、南壁際中央の床面直上より皿（須恵器）。
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D -61 号住居

形 状 分顆できない。住居の北半部か重複する住居に切

られるため、外形は確定できない。東壁に寵を設置し、東

西軸2.3m を測る。中尾遺跡でこの東西軸長から類推できる

住居の外形は、 D-60号住居と同形の小形横長長方形と、 D-

74号住居と同形の小形準横長長方形の二つである。

方位十93°

床 面 黒色土層を 15cm掘り込んで構築面とする。この面に

黒色土とロームの混土で貼床して生活面を作る。生活面は

住居の西側が僅かに低い。

霞跡 東壁に設置する。壁を幅40cm 、奥行き 30cmの円頂

形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出し、主体部は白色

粘土で構築する。

遺 物 寵の火床直上より石製紡糸垂車、住居中央部の覆土

内より坪（須恵器）か出土する。

重 複 D-62号住居と重複する。 D-62住かこの住居の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。

D -62 号住居

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.9m 、

長軸3.9m で、全体に僅か歪んだ不整長方形を示す。近接す

る D-64号住居に、住居の形状、規模が極めて近似している。

面積 1 1. 0面方位十93°

床面 黒色土を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した痕

跡はなく、地山を平坦に整えて生活面としている。

竃 跡 東壁の南側に白色枯土で構築する。壁を幅40cm 、

奥行き 30cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出

す。焚口部の右側に；疑灰岩の切石を据えて補強材とする。

煙道は燃焼部の底面から水平に 30cm伸びて、 50゜の角度で立

ち上がる。

貯蔵穴 南壁際の東端に深さ 20cmの円形プランで設ける。

遺 物 貯蔽穴西側の床面に密着して坪（須恵器）、西壁際

南側の床面に密着して甕が出土する。

重 複 D-61号住居と重複する。この住居が D-61住の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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D -69 号住居

形状 小形正方形。一辺3. 7m の整った方形を示す。 0-58

号住居と、住居の形状、規模、寵の構造か近似しているが、

寵を設置する壁の方向が異る。

面積 13.9面方位十91°

床 面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。住居南側

の不整円形ピットを除いて貼床はなく、ロームの地山を平

坦に整えて生活面としている。不整円形ピットの深さは20

cm で、周囲の床面と同一レベルまで貼床している。住居の

北側で16井戸と重複する。

寵跡 東壁の南側に白色粘土で構築する。住居の壁内に

造り付けた長さ 30cmの袖部を検出した。燃焼部は幅40cm 、

奥行き 40cm で、大半を壁内に設ける。煙道は燃焼部の底面

から緩やかに立ち上かる。

貯蔵穴 南壁際の東端に深さ 30cmの円形プランで設ける。

遺 物 寵西側の床面に密着して杯、貯蔵穴の底面直上よ

りが（須恵器）か出土する。
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D -95 号住居

形状 分類できない。住居の北側を重複する住居に切ら

れるため、外形は確定できない。東壁に寵を設置し、南北

の軸長は3.6m と推定する。中尾遺跡でこの軸長から類推で

きる住居の外形は、 0-54号住居と同形の、長軸を南北にも

つ小形横長長方形である。

方位十60°

床 面 ローム層を 25cm掘り込んで構築面とする。この面

に厚さ 5 cmの貼床を施して生活面を作る。生活面は平坦で

整っている。住居の南西部で55 土坑と重複する。

鼈 跡 確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるか、確認した壁に寵の痕跡は一切ない。重複す

る住居に切られた可能性が高い。

遺 物 南壁際中央の床面直上より坪、住居南側の覆土内

より河原石が出土する。

重 複 0-65号住居、 D-66号住居かこの住居の覆土を切

って構築する土層断面の所見を得た。
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D -65 号住居

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.4m 、

長軸2.9m を測る。北壁か中央部で屈曲し、東壁に対して西

壁が短い不整長方形を示す。

面積 6.9m' 方位十80°

床 面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。住居南半

の D-95住との重複部に、黒色土とロームの混土て貼床し、

住居北半は地山を生活面としている。全体に平坦で整って

いるか、住居南半は軟弱である。

寵 跡 東壁の中央から南側に設置する。壁を幅30cm 、奥

行き 30cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。

焚口部の左側にi疑灰岩の切石を据えて補強材とする。煙道

は確認できない。

遺 物 住居南東部の床面に密着して甕、寵の火床直上よ

り坪か出土する。

重 複 D-66号住居かこの住居の覆土を切り、この住居力ゞ

D-95号住居の覆土を切って構築する土層断面の所見を見た。
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D -66 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.8m 、

長軸3.5m の整った長方形を示す。 D-67 、 68号住居と重複

するか、重複するこの三軒の住居は、住居の形状、規模、

軸線の傾きがほとんど一致している。

面積 9.6m' 方位十77°

床 面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、地山を平坦に整えて生活面としている。住居

の中央部は 59土拡に切られる。

寵 跡 東壁の中央から南側に白色粘土で構築する。壁を

幅60cm 、奥行き 50cmの円頂形にオ屈り込んで、燃焼部は壁外

に造り出す。焚口部に石材を使用した痕跡はない。煙道は

確認できない。

貯蔵穴 住居南東部に深さ 15cmの楕円形プランで設ける。

遺物 北壁際中央の覆土内より石帯が出土する。

重複 この住居か D-65 、 95 、 97住の覆土を切り、この住

居の覆土が D-68住に切られる土層断面の所見を得た。
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D
 

-68 号住居 D
 

-67 号住居

状 小形準横長長方形。住居の北西部は重複する住居

に切られて確認できない。確認した壁を推定線で結ぶと、

長軸を南北にもち、短軸2.9m 、長軸3.4m の長方形を示す。

面積 9.6面方位十82°

床 面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。住居中央

南側のピットを除いて貼床した痕跡はなく、地山を平坦に

整えて生活面としている。ピソトは深さ 10cm で、粘質黒褐

色土で貼床する。

寵跡 東壁の中央南側に設置する。壁を幅50cm 、奥行き

30cmの台形状に堀り込んで、燃焼部は壁外に造り出し、主

体部は白色粘土で構築する。煙道は燃焼部の底面から 15°

の角度で立ち上かる。

遺 物 東壁際南側と寵西側の床面に密箔して坪、寵の火

床直上より坪（須恵器）か出土する。

重複 この住居が D-66 、 97住の覆土を切り、この住居の

覆土か D-67住に切られる土層断面の所見を得た。
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EL 108.00 M 

状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.6m 、

長軸3.3m の整った長方形を示す。 D-31号住居と、住居の

形状、規模、軸線の傾きが近似している。

面積 8.5m' 方位十80°

床 面 住居中央部の深さ 10cmのピットにのみ貼床を施す。

竃跡 東壁の南側に設置する。壁を幅70cm 、奥行き 50cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。

遺物 鼈西側の覆土内より皿が出土する。

重複 この住居か D-68住の覆土を切って構築している。
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-97 号住居

状 分類できない。東壁と西壁の一部を除いて確認で

きないため、住居の外形は確定できない。 D-65号住居に近

似した規模をもつ可能性がある。

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はな〈、ロームの地山を整えて生活面としている。

竃 跡 確認できない。出土した遺物から鼈をもつ可能性

があるが、確認した壁に寵の痕跡はない。

複 D-66住、 D-68住がこの住居の覆土を切って構築

する土層断面の所見を得た。
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D
 

-63 号住居 D
 

-71 号住居

形状 小形正方形。長軸3.2m の整った方形を示す。 D-

147 号住居と、住居の形状、規模か近似している。

面積 9.0m' 方位十90°

床面 ローム層を 30cm掘り込み、平坦に整える。

鼈跡 東壁の南側に設置する。壁を幅60cm 、奥行き 30cm

の台形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は壁

の中段から水平に 20cm伸びて、垂直に立ち上かる。主体部

は白色粘土で構築し、焚口部の両側に凝灰岩の切石を据え

て補強材とする。
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EL 108.40M 

-101 号住居

形 状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.6m 、

長軸3.4m を測る。 D-141号住居と、住居の形状、規模、軸

線の傾きが近似している。

面積 8.4面（推定）方位

床面 ローム層を 20cm掘り込み、平坦に整える。

寵跡 東壁の南側に設置する。壁を幅50cm 、奥行き 30cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。

遺 物 南壁際東側の覆土内より刀子状の鉄器が出土する。

重複 この住居の覆土を D-71住が切って構築している。

+ 107ー 

ー＝＝五

A-

I 

0-71 I 
I 
I 

‘` 
`` ----------

ｩ 

e 

A-

m̀| 

ｮ

e

 

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、

長軸3.6m の整った長方形を示す。

面積 10. 7面方位十87°

床 面 ローム層を 30cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、地山を平坦に整えて生活面としている。

寵跡 東壁の南側に設置する。壁を幅50cm 、奥行き 40cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。天井部は

崩れ落ちているか、白色粘土で構築したと考えられる。焚

ロ部の両側に河原石を据えて補強材とする。寵西側より出

土した石は焚口部に横架していた可能性が高い。火床の中

央部に方形の河原石を据えて支脚とする。

貯蔵穴 住居東南隅に深さ 10cmの不整円形プランで設ける。

遺 物 南壁際中央の床面に密着して高台付椀（須恵器）、

鼈の覆土内より羽釜か出土する。

重 複 D-101号住居と重複する。この住居か D-101住の

覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D -72 号住居

形状 中形正方形。一辺4.2m を測る。直線的な壁と、直

角の隅で構成される整った方形を示す。中尾遺跡で、鼈を

確認した中形正方形住居は 4 軒である。このうち D-81号住

居を除く 3 軒は東壁に鼈を設置する。 E-24号住居と、住居

の形状、規模が近似している。

面積 17.4面方位十79°

床面 ローム層を 25cm掘り込んで床面とする。床面の大

半を重複する住居に切られるが、確認した面に貼床した痕

跡はなく、ロームの地山を平坦に整えて生活面としている。

確認した面は踏み固められて硬い。

竃 跡 東壁の中央南側に白色粘土で構築する。住居の壁

内に造り付けた長さ 40cmの袖部を検出した。燃焼部は幅50

cm 、奥行き 40cmの方形で、壁内に造り付ける。煙道は壁外

20cm まで、 60゜の角度で立ち上がる。

重 複 D-73号住居と重複する。 D-73住かこの住居の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。

D -73 号住居

形状 中形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、

長軸4.7m で、南壁に対して北壁が短い不整長方形を示す。

D-123号住居と、住居の形状、規模か近似している。

面積 13. 5m' 方位十86°

床面 ローム層を 30cm掘り込んで床面とする。住居の北

半には、ロームと黒色土の混土で貼床し、南半は地山をそ

のまま生活面としている。

寵跡 東壁の中央南側に設置する。壁を幅60cm、奥行き

50cmの方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道

は燃焼部の底面から水平に40cm伸びて、垂直に近い角度で

立ち上かる。焚口部に石材を使用した痕跡はない。

貯蔵穴 住居南束部に深さ 20cmの円形プランで設ける。

遺 物 貯蔵穴周辺部の床面に密着して坪（須恵器）‘:I不蓋

（須恵器）が出土する。

重 複 D-72号住居と重複する。この住居が D-72住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D -70 号住居

形状 中形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.6m 、

長軸4.4m で、北壁に対して南壁が短く、北東隅が大きな丸

味をもつ不整長方形を示す。中尾遺跡の中形横長長方形住

居は、台地の西側に占地する傾向を示す。

面積 11.1面方位十92°

床面粘質黒褐色土を20cm掘り込んで床面とする。貼床

した痕跡はなく、粘質黒褐色土の地山をそのまま生活面と

している。南壁の周壁部か住居中央部より 10cm低い他は、

平坦で良く整っている。

鼈 跡 東壁の南側に白色粘土で構築する。壁内に造り付

けた長さ 30cmの袖部を検出した。燃焼部は幅40cm、奥行き

40cmで壁内に造り付ける。袖部の先端には凝灰岩の切石を

据えて、焚口部を補強している。

貯蔵穴 東壁際南側に深さ 10cmの円形プランで設ける。

遺物 貯蔵穴の覆土内より甕、高台付椀（須恵器）、鼈の

覆土内より羽釜が出土する。
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D -112 • 150 • 151 住居

形状小形準横長長方形(D-112住）。長軸を南北にもち、

短軸2.9m 、長軸4.2m の不整長方形を示す。 D-151号住居は

東壁際中央の床面下より寵の痕跡を確認したか、住居外形

は確定できない。

面積 1 1. 7面方位十87°

床面粘質黒褐色土層を30cm掘り込んで構築面とし、一

の面に厚さ 10cmの貼床を一様に施す。

鼈 跡 東壁の中央南側に白色粘土で構築する。壁を幅50

cm、奥行き 40cmの円頂形に掘り込み、燃焼部は壁外に造り

出す。焚口部の両側に凝灰岩の切石を据えて補強材とする。

遺物 寵西側の床面に密着して坪、甕、高台付椀（須恵

器）が、出土する。

重 複 D-112号住居は、 D-151号住居から拡張した可能

性が高く、この住居か D-150号住居の覆土を切る土層断面

の所見を得た。 D-150号住居の外形は確定できす、分類す

ることかできない。
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D
 

-89 号住居 D
 

-82 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.5m 、

長軸3.0m を測る。直線的な壁と直角の隅で構成されるか、

東壁に対して西壁が短い不整長方形を示す。台地東端の、

沖積地へ移行する水際に単独で占地し、 D-102号住居と、

住居の形状、規模、軸線の傾きか近似している。

面積 7.5面方位十76°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床而とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山をそのまま生活面としている。

北壁の周壁部を除いて平坦で良く整い、住居の中央部は踏

遺

み固められて硬い。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅60cm、奥行き 40cm

の台形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。燃焼部奥

壁の両側に 1疑灰岩の切石 2 個を据える。焚口部の両側にも

同質の石を据えていた可能性か高い。煙道は燃焼部の外側

40cm まで、緩やかな角度で立ち上がる。

物 覆土内より甕の破片か出土する。

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3 .4 m 、

長軸4.2m を測り、束壁に対して西壁か長い不整長方形を示

す。中尾遺跡には、北壁に鼈を設置する縦長長方形住居は

なく、北壁に鼈を設置する横長長方形住居も C-49号住居の

一例のみである。鼈は確認できないか、東壁に鼈を設置す

る準横長長方形の可能性が強い。

面積 13.8面方位ー14°

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山をそのまま生活面としている。

生活面は平坦で整っている。

鼈 跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定できるか、確認した壁に鼈の痕跡は一切ない。

遺 物 北壁際西側の床面に密着して坪、住居南西部の覆

土内より土錘か出土する。

重 複 3 号掘立と重複する。新旧関係を判別する資料は

なし‘。
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D -109 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.4m 、

長軸3.3m の整った長方形を示す。台地中央の微高地頂上部

付近に単独で占地する。

面積 7.9面方位十94°

床 面 ローム層を 10cm掘り込んで構築面とする。この面

に貼床して生活面を作った可能性があるが、生活面は軟弱

で確認できない。構築面は小さな起伏か多く、住居の北東

部を除いて平坦な面はない。東壁の中央北側を 64 土拡に切

られる。

寵 跡 東壁の中央南側に設置する。壁を幅60cm、奥行き

60cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚

口部の右側に 1疑灰岩の切石を据えて補強材とする。煙道は

確認できない。

貯蔵穴 住居南東隅に深さ 15cmの不整円形プランで設ける。

遺 物 住居南東部の床面直上より椀、鼈の火床直上より

坪が出土する。
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D -86 号住居

形状分類できない。住居西側の掘り込みか浅く、西壁

部か確認できないため、住居の外形は確定できない。東壁

に寵を設置し、南北軸2.8m を測る。この軸長から類推でき

る住居の外形は、 D-89号住居と同形の小形正方形と、 D-126

号住居と同形の小形準横長長方形である。 方位 十 86°

床面東壁の周壁部 1 m はローム層を 15cm掘り込み、住

居の西側はローム層を 5 cm掘り込んで構築面とする。構築

面は住居の東と西で10cmの段差をもつ。この面のうち、東

壁の周壁部に、ロームと褐色土の混土で厚さ 10cmの貼床を

施して生活面とする。生活面は住居の東側が明確に確認で

きない。

鼈跡 東壁の中央から僅か南側に設置する。壁を幅50cm 、

奥行き 50cmの方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。

火床は深さ 10cmの方形に掘り窪めた後、ロームと褐色土の

混土で埋戻す。焚口部の西側に凝灰岩の切石を据えて、補

強材とする。
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D
 

-88 号住居 D
 

-85 号住居

形状小形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.8m 、

長軸4.2m で、北壁に対して南壁か短く、住居の北東隅か張

り出す不整長方形を示す。 D-42号住居と、住居の形状、規

模、軸線の傾きか近似している。中尾遺跡には北壁に鼈を

設置する縦長長方形住居はなく、東壁に寵を設置する横長

長方形住居の可能性か高い。

面積 11 .4 m' 方位＋ 1 0 

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を平坦に整えて生活面としてい

る。生活面は踏み固められて硬い。住居北西隅を 74 土拡に

切られる。

鼈 跡確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるが、確認した壁に鼈の痕跡は一切ない。

壁溝住居の北東隅に幅15cm、深さ 10cm で巡る。

遺 物 住居南東部の床面に密着して坪、住居中央東側の

床面直上より甕の破片が出土する。
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A' ①軽石、ローム粒
ーを含む茶褐色土
②軽石を含む黒色
土 ③黒色土 ④ 
茶褐色土 ⑤砂質
ローム

状 分類できない。北西隅を除いて壁の確認ができな

いため、住居の外形は確定できず、類推できる住居もない。

台地東端の、沖積地へ移行する緩傾斜地に占地する。

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。確認した

ピットの上部を除いて貼床した痕跡はなく、ロームの地山

を平坦に整えて生活面としている。ピットは深さ 15cmの不

整円形で、周囲の床面と同一レベルまで貼床を施す。

鼈跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定できるが、寵の痕跡はない。
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-87 号住居

形状分顆できない。長軸を東西にもち、短軸3.5m 、長

軸3.9m の整った長方形を示す。住居の外形は E-30号住居

に極めて近似している。

面積 13.3面（推定）方位

炉、鼈 確認できない。遺物の出土がないため、炉付住居

か寵付住居かの判定ができない。住居西側に検出した焼土

のレベルは床面より 10cm高い。

壁溝住居の北西隅に幅10cm、深さ 5 cm で巡る。
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D
 

-81 号住居

形 状

面
床
積
面

寵 跡

中形正方形。一辺4.4m を測る。直線的な壁と直角

の隅で構成される整った方形を示す。 D-72号住居

と、住居の形状、規模か近似しているか、寵を設

置する壁か異なる。中尾遺跡で北壁に寵を設置す

るのは、大形正方形住居に多い。

19.2m' 方位ー12°

ローム層を 20cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で貼床して、平坦な生活

面を作る。

北壁の中央から僅か東側に設置する。壁内に造り

付けた長さ 30cmの袖部を検出した。袖部と壁外に

掘り込んだ燃焼部の側壁に粘土を積み上げて、主

貯蔵穴

遺
重
物
複

体部を構築する。燃焼部は幅50cm、奥行き 50cm の

方形で、約半分を壁外に造り出す。煙道は幅20cm

で、火床から水平に30cm伸びて、 70゜の傾きで立ち

上かる。火床の中央部に、上半部を細く加工した

凝灰岩の切石を埋込んで支脚とする。焚口部に石

材を使用した痕跡はない。

住居の北東隅に短軸45cm、長軸55cm、深さ 25cmの

長方形プランで設ける。

南壁際西側の覆土内より坪が出土する。

D-90号住居、 3 号掘立と重複する。 D-90住かこの

住居の覆土を切って構築する平面精査の所見を得

た。 3 号掘立との新旧関係を判別する資料はない。
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D -90 号住居

形状超小形正方形。一辺2.6m を測る。直線的な壁と、

丸味の小さい隅で構成される整った方形を示す。

C-93号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きか

近似している。超小形正方形住居は遺跡の全域に

分布し、同形状の住居同志で重複することはない。

特に遺跡の北半では近接せずに、離れた分布を示

す。住居の外形か、北壁に寵を設置する大形正方

形住居と相似形であるが住居の規模、鼈の位置及

び構造の違いが時間差を示していると考えられる。

面積 6.5m' 方位十89°

床 面 ローム層を30cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で貼床して、平坦な生活

面を作る。住居南側の 11溝との重複部には、住居

中央部より厚い貼床を施す。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 40cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。

焚口部の両側に 1疑灰岩の切石を据えて補強材とす

る。西側の床面に密着して出土した同質の石材は、

焚口部に横架していたものと考えられる。煙道は

確認できない。

遺物 寵西側の床面に密着して坪、坪蓋（須恵器）、甕の

破片が集中して出土する。

重 複 D-81号住居と重複する。この住居か D-81住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D -77 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.9m 、

長軸4.1 m を測る。住居の東半は確認できないか、直線的な

壁と、丸味の小さい隅で構成される整った長方形を示すと

推定する。重複する D-78号住居の他、 D-113号住居、 D-

131号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きかほぼ一致し

ている。台地中央部の僅かな空間地に占地し、北側は遺跡

の北半で、最も住居か密集する部分である。小形準横長長

方形は中尾遺跡に最も多い住居の形で、遺跡の全域に広範

な分布を示す。

面積 1 1. 7m＇（推定）方位＋ 100°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面としている。確

認した面は平坦で良く整っている。踏み固められた跡はな

く、全体に柔らかい。床面の大半かD-78局住居と重複して

いる。

竃 跡東壁の南側に白色粘土で構築する。壁を幅50cm 、

奥行き 40cmの方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。

残存状態か悪く天井部は確認できないが、壁外に掘り込ん

だ燃焼部の側壁に白色粘土を積み上げて、主体部を構築し

たと考えられる。煙道は燃焼部の底面から水平に 20cm伸び

て、垂直に立ち上がる。焚口部に石材を使用した痕跡はな

し‘
゜
遺物 鼈の覆土内より甕の破片か出土する。

重 複 0-78号住居と重複する。 0-78住かこの住居の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D -78 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.9m 、

長軸4.lm で、東壁に対して西壁が短い不整長方形を示す。

重複する D-77号住居と、住居の形状、規模か近似する。

面積 1 1. 5m' 方位十95°

床面 黒色土層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、黒色土の地山を平坦に整えて生活面としてい

る。寵の周辺部は踏み固められて硬い。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 30cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の

両側と、壁外へ掘り込んだ燃焼部の壁に沿って、i疑灰岩の

切石を据えた痕跡を確認した。煙道は燃焼部の底面から緩

やかに40cm伸びる。

遺 物 寵の西側と住居南東部の床面に密着して甕、住居

の覆土内より坪が出土する。

重 複 D-77号住居と重複する。この住居がD-77住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D -74 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.3m 、

長軸3.3m で、四隅か小さな丸味をもつ整った長方形を示す。

台地中央の微高地頂上部に単独で占地する。周辺に重複し

て占地する住居は、この住居よりもひと回り大きい小形準

横長長方形住居か多い。

面積 7.2面方位十80°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で貼床して生活面を作る。生活面

は平坦で良く整っている。寵の西側一帯は踏み固められて

硬い。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅70cm、奥行き 50cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。燃焼部

の内側は強く焼けた痕跡を残している。寵西側の床而直上

より出土した 1疑灰岩は焚口部に使用していた可能性がある。

遺物 住居中央北側の床面直上より椀の破片（須恵器）、

住居南西部の覆土内より甕の破片か出土する。

D -75 号住居

形状小形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.2m 、

長軸3.5m を測る。 D-60号住居と、住居の形状、規模、軸

線の傾きが近似している。

面積 7.6m'（推定）方位十87°

床 面 黒色土層を 10cm掘り込んで床面とする。 D-92号住居

との重複部以外は地山の黒色土を平坦に整えて生活面とし、

重複部には黒色土と粘質黒褐色土の混土で貼床を施す。生

活面は平坦で良く整い、全体に踏み固められている。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 40cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。主体部

は白色粘土で構築する。煙道は確認できず、焚口部に石材

を使用した痕跡はない。

遺 物 住居南東隅の床面に密着して坪、東壁際中央の床

面直上より刀子が出土する。

重 複 D-92号住居と重複する。この住居か D-92住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D
 

-138 号住居 D
 

-128 • 129 号住居

分類できない。北壁の周壁部以外は確認できない

ため、住居の外形は確定できない。 D-109住か D-116住と

同形状、同規模を示す可能性かある。

竃跡確認できない。確認した住居の形状、規模から鼈

をもつ住居と推定てきるが、寵の痕跡はない。中尾遺跡に

は、炉をもつ小形横長長方形、小形準横長長方形住居はな

形 状

し、

重 複 D-113号住居、 D-117号住居かこの住居の覆土を

切って構築する土層断面の所見を得た。
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D -76 号住居
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EL 108.90M 

状 分類できない。住居の東側は確認できないが、南

北軸4.0m と推定する。 D-78号住居に近似した形状、規模

を示す可能性か高い。

竃 跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定できるが、寵の痕跡はない。

遺 物 住居中央部の覆土内より高台付塊（須恵器）が出土。

重 複 この住居が D-93住の覆土を切って構築する平面

精査の所見を得た。 D-91住、 D-92住との新旧関係を判別

する資料はな〗ヽ。
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形 状 小形準横長長方形(D -129号住居）。長軸を南北に

もち、短軸2.6m 、長軸3.4m を測る。東側で重複する D-1

28号住居は西壁部か確認できず、住居の外形は確定できない。

面積 9.8面方位十91°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。住居の北

半には黒色土で貼床を施し、住居の南半は地山のロームを

平坦に整えて生活面とする。鼈の周辺部は踏み固められて

非常に硬い。

寵跡 東壁の中央南側に設置する。壁を幅100cm 、奥行き

80cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焼

けた痕跡が少なく、煙道は確認できない。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 15cmの円形プランで設ける。

遺 物 住居北西部の床面に密着して坪、住居中央部の覆

土内より甕か出土する。

重複 D-129住か D-120住、 D-128住、 D-133住の覆土

を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D
 

-80 号住居

形 状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、

長軸3.Sm を測る。 E-2号住居と、住居の形状、規模、軸

線の傾きが近似している。

面積 11.2面方位十90°

床 面 ローム層を 10cm掘り込んて構築面とする。この面

に黒色土で貼床して生活面を作る。生活面は平坦で良く整

っている。

鼈跡東壁の南側に設置する。壁を幅70cm 、奥行き 70cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。燃焼部

の基部には、凝灰岩の切石を揺り込みに沿って円頂形に並

べて主体部の基礎とし、焚口部の両側にも同質の石材で補

強する。煙道は確認できない。

遺 物 住居中央西側の床面に密着して坪（須恵器）、寵西

側の床而直上より甕か出土する。

重複 D-91 、 128号住居と重複する。新旧関係を判別す

る資料はない。

D -91 号住居

状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.2m 、

長軸4.3m で、北壁に対して南壁か短い不整長方形を示す。

面積 13.1面方位＋101°

床面 ローム層を20cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、地山を整えて生活面としている。南壁の周壁

部か住居中央よりも僅かに低く、全体に小さな起伏が多い。

寵跡 東壁の南側に設置する。壁を幅60cm 、奥行き 40cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。寵西側

の床面直上より多量の 1疑灰岩が出土する。量的に焚口部の

両側と、その間に横架していたことが推察できる。煙道は

確認できない。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 20cmの円形プランで設ける。

遺物 住居中央部の床面に密着してi不（須恵器）、寵西側

の床面に密着して甕が出土する。

重複 この住居が D-92住の覆土を切る平面精査の所見

を得た。 D-76 、 80住との新旧関係を判別する資料はない o
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D
 

-93 号住居 D
 

-94 号住居

形 状 分類できない。東壁部か確認できないため、住居

の外形は確定できない。南北軸4.0m を測る。中尾遺跡で、

この軸長から類推できる住居の外形は、 0-69号住居と同形

の小形正方形か、 C-112号住居と同形の中形準縦長長方形

の二つである。

床 面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、地山を平坦に整えて生活面としている。住居

中央部は踏み固められて硬い。

鼈 跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定できるか、確認した壁に窟の痕跡を示すものは一切な

い。重複する住居に切られた可能性が高い。

遺 物 住居南西部の床面直上より坪、住居中央南側の覆

土内より坪（須恵器）か出土する。

重複 0-76 、 92 、 94号住居と重複する。この住居の覆

土を 0-76 、 92 、 94住か切って構築する土層断面の所見を得

た。

状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.9m 、

長軸3.4m を測る。直線的な壁と直角の隅で構成される整

った長方形を示す。近接する D-129号住居と、住居の形状、

規模、軸線の傾きが近似している。

面積 9.8面方位十89°

床面 ローム層を30cm掘り込み、平坦に整えて生活面と

する。鼈の西側は踏み固められて硬い。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅40cm、奥行き 50cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

の両側に凝灰岩の切石を据えて補強材とし、この上に白色

粘土を用いて主体部を構築する。煙道は火床から 60゜の傾き

で立ち上がる。

遺物 住居南東部の床面に密着して坪蓋（須恵器）、寵西

側の床面直上より坪が出土する。

重 複 D-93号住居と重複する。この住居かD-93住の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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D
 

-98 号住居

形

面
床
柱

状

積
面

穴

超大形正方形。一辺7.0m を測る。北壁に対して南

壁が短く、僅かな胴張りをもつ壁と丸味の大きい

隅で構成される不整方形を示す。近接する D-83号

住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きが近似。

45.2面方位十85°

ローム層を40cm掘り込み、平坦に整えて生活面と

する。貼床した痕跡はない。

住居の対角線上に 4 個を配置する。心々を結ぶ四

角形は住居の外形と相似形で、一辺3.2m の正方形

を示す。床面からの深さ 50cmの円形掘方である。

寵 跡

貯蔵穴

遺物

重 複

東壁の南側に白色粘土で構築する。壁内に 1疑灰岩

の切石で構築した袖部を検出した。焼燃部は幅50

cm、奥行き 80cmの方形で、袖部の凝灰岩切石を除

いて壁外に造り出す。煙道は火床から 45゜の傾きで

立ち上がる。

住居の南東隅に直径90cm、深さ 30cmの不整円形。

住居の覆土内に坪、高台付椀（須恵器）、坪蓋（須

恵器）、盤の完形品か多数出土する。

この住居か D-145住の覆土を切り、この住居の覆

土を D-124住が切る平面精査の所見を得た。
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D
 

-130 号住居 D
 

-133 号住居

状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、

長軸3.5m で、東壁に対して西壁か短い不整長方形を示す。

面積 10.2面方位＋105°

床 面 ローム層を 5 cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を平坦に整えて生活面としてい

る。北壁の周壁部には小さな起伏か多い。

竃 跡 東壁の中央付近に設置する。壁内に造り付けた長

さ 20cmの袖部を検出した。燃焼部は幅60cm 、奥行き 60cm て

大半を壁外に造り出す。寵西側の床面に密着して出土した

凝灰岩は、焚口部に使用していたものと考えられる。

壁溝北壁と西壁の一部に幅10cm、深さ 5 cm で巡る。

貯蔵穴 住居南東隅に深さ 20cmの不整円形プランで設ける。

遺 物 東壁際中央の床面直上より坪、寵西側の床面直上

より甕が出土する。

重 複 D-133号住居と重複する。この住居か D-133住の

覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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状 中形正方形。東壁の北側が確認できないため住居

の外形は確定できないか、東壁に寵を設置する一辺 4.4m

の方形住居と推定する。 D-72号住居と、住居の形状、規模

か近似している。 方位十96°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で貼床して平坦な生活面を作る。

寵 跡確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定でき、東壁南側の床面上から D-120号住居の覆土内に

かけて、多量の焼上を検出した。この部分を除いて、裔の

痕跡を示すものは確認できない。

壁溝幅10cm、深さ 5 cm で東壁の一部を除いて確認した。

貯蔵穴 住居南東隅に深さ 20cmの不整円形プランで設ける。

遺 物 住居の覆土内より寝の破片、北壁際中央の覆土内

より刀子状の鉄器が出土する。

重複 この住居か D-120住の覆土を切り、この住居の覆

土か D-129 、 130住に切られる平面精査の所見を得た。
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D
 

-120 号住居

形 状

面
床

柱

積
面

穴

大形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸4.9m 、

長軸5.6m を測る。東壁に対して西壁が長く、東壁

のみか僅かな胴張りを示す。 C-123号住居と、住

居の形状、規模か近似し、寵をもつ大形正方形住

居に共通した特徴である。柱穴と壁溝を備える。

台地中央の住居密集地に占地している。

27.5面方位十90°

ローム層を30cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を平坦に整えて生活而

としている。全体に踏み固められて硬い。

住居の対角線上に整然と 4 個を配置する。心々を

結ぶと短軸2.0m 、長軸2.7m で、住居の外形と相似

寵

壁
遺
重

跡

溝
物
複

形の長方形を示す。床面からの深さ 30~50cmの円

形掘方である。

東壁の南側に設置する。壁を幅70cm、奥行き 70cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。

寵西側の床面直上より出土した凝灰岩は、焚口部

を構成していたものと考えられる。煙道は確認で

きない。

北壁、西壁と南壁の一部に幅15cm、深さ 10cm 。

住居中央西側の床面直上より坪（須恵器）、住居中

央部の覆土内より坪が出土する。

D-128住、 D-129住、 D-133住かこの住居の覆土

を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D - 137 号住居

形状小形正方形。一辺3.3m を測る。住居の南西部は確

認できないか、確認した壁を推定線で結ぶと、 0-132号住

居に近似した形状、規模を示す。

面積 10.8面方位十88°

床 面 ローム層を 10cm掘り込んで構築面とする。構築面

は小さな起伏が多く、平坦な面は少ない。この面に貼床し

て生活面を作るか、生活面は面的に確認できない。住居の

北側を東西に後世の溝が切る。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm 、奥行き 30cm

の台形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は燃

焼部の底面から幅15cm で短く立ち上かる。焚口部に石材を

使用した痕跡はない。

遺 物 東壁際中央の床面直上より坪（須恵器）、鼈西側の

覆土内より猥の破片か出土する。

重 複 この住居か D-139住の覆土を切り、この住居の覆

土か D-108号住居に切られる平面精査の所見を得た。

D - 108 号住居

形状小形準縦長長方形。長軸を東西にもち、短軸2.6m 、

長軸3.2m の整った長方形を示す。周辺には、長軸を南北に

もつ準横長長方形住居が圧倒的に多い。

面積 8.3m' 方位十95°

床 面 ローム層を 25cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山をそのまま生活面としている。

全体に平坦で良く整っている。住居の北西部と南壁の西側

で土拡と重複する。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm 、奥行き 50cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。内部に

散乱した凝灰岩は、燃焼部の基部を構成していたものと考

えられる。煙道は確認できない。

遺物 鼈の火床直上より羽釜、甕の破片、東壁際中央の

覆土内より坪か出土する。

重複 D-137号住居と重複する。この住居がD-137住の

覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D -115 号住居

形状小型準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.lm 、

長軸3.6m を測る。 D-148号住居と、住居の形状、規模か近

似している。

面積 10.8面方位十80°

床面 ローム層を 30cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で貼床して生活面を作る。生活面

は住居の北半が南半より僅かに低く、鼈の西側は踏み固め

られて硬い。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅60cm 、奥行き 40cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は

奥壁の上段から 20cm伸びる。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 20cmの円形プランで設ける。

遺物 貯蔵穴の底面に密着してi不、住居南東隅の床面に

密着して｝不蓋（須恵器）か出土する。

重複 この住居が D-126住の覆土を切り、この住居の覆

土か D-114 、 116住に切られる平面精査の所見を得た。

D -114 号住居

形状 小形準横長長方形と推定する。北壁部の掘り込み

が浅いため住居の外形は確定できないか、確認した東西軸

長か D-122号住居と一致する。長軸を南北にもち、短軸2.5

m を測る。

方位十87°

床面 ローム層を 25cm掘り込んで構築面とする。構築面

は住居南半の D-115号住居との重複部か、住居北半より 5

cm低い。この住居南半部に厚さ 5 cm貼床を施して、平坦な

生活面を作る。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 35cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。火床は中

心部の深さ 10cmの播鉢状に掘り込み、ロームと黒色土の混

土で埋戻す。焚口部の両側に 1疑灰岩の切石を据えて補強材

とする。

重複 この住居か D-115住の覆土を切る平面精査の所見

を得た。 D-113住との新旧関係を判別する資料はない。
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D -139 号住居

形状 中形準横長長方形。短軸3.3m 、長軸4.3m で、南

壁に対して北壁か短い不整長方形を示す。中尾遺跡には北

壁に鼈を設置する縦長長方形住居はなく、東壁に鼈を設置

する可能性が高い。近接する D-118号住居と、住居の形状、

規模、軸線の傾きが極めて近似している。

面積 13.8m' 方位＋ 3 0 

床 面 ローム層を 5 cm掘り込み、平坦に整えて生活面と

する。住居の北側を東西に後世の溝か切り、住居南東部で

94土拡と重複する。

竃 跡確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるか、確認した壁に寵の痕跡は一切ない。重複す

る住居に切られた可能性か高い。

壁溝北壁と東壁に幅15cm、深さ 10cm で巡る。

遺 物 住居中央西側の床面に密着して甕の破片が出土。

重複 D-116住、 D-117住、 D-137住がこの住居の覆土

を切って構築する平面精査の所見を得た。

D - 116 号住居

形状小形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.5m 、

長軸3.8m の整った長方形を示す。中尾遺跡には小形横長長

方形住居が10例あり、これらは同形間での重複かなく、遺

跡の全体に散在している。

面積 9.0面方位十80°

床 面 ローム層を 20cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で貼床して生活面を作る。生活面

は平坦で整っている。

寵跡 東壁の中央付近に設置する。壁を幅80cm、奥行き

40cmの方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚ロ

部に石材を使用した痕跡はない。

貯蔵穴 住居南東隅に深さ 15cmの不整円形プランで設ける。

遺 物 貯蔵穴の底面に密着して石製模造品、住居南東部

の覆土内より坪が出土する。

重複この住居かD-115住、 D-127住、 D-139住、 D-145

住の覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D -118 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.3m 、

長軸4.4m を測る。西壁に対して東壁か長い不整長方形を示

す。東壁に寵を設置し、壁溝をもつ長方形住居で、近接す

る D-139号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きが極め

て近似している。

面積 13.9而方位十91°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を平坦に整えて生活面とする。

鼈 跡 東壁の南側に設置する。主体部は確認できないか、

東壁際南側の床面に多量の焼土、灰を検出した。この部分

を除いて寵の痕跡を示すものは一切ない。

壁溝東壁の一部を除いて幅10cm 、深さ 10cm で巡る。

貯蔵穴 住居南東限に深さ 25cmの不整形プランで設ける。

遺 物 南壁際西側の床面に密着して坪（須恵器）が出土。

重 複 D-119号住居と重複する。 D-119住がこの住居の

覆土を切って構築する土層断面の所見を得た。

D -119 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.8m 、

長軸3.3m を測る。東壁に対して西壁か短い不整長方形を示

し、 D-129号住居と、住居の形状、規模か近似する。

面積 8.6m' 方位十84°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山をそのまま生活面としている。

生活面は周壁部が住居中央部より低い。

鼈跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 40cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。主体部

には白色粘土を用い、石材を使用した痕跡はない。煙道は

確認できない。

遺物 寵西側のピット底面に密着して坪（須恵器）、住居

北西部より鉄塊が出土する。

重 複 D-118号住居、 D-145号住居と重複する。この住

居か D-118住、 D-145住の覆土を切って構築する土層断面

の所見を得た。
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D -113 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.9m 、

長軸4. lm を測る。直線的な壁と、直角の隅で構成される整

った長方形を示す。 C-25号住居、 D-146号住居と住居の形

状、規模、軸線の傾きかはほ一致し、鼈の位置及び構造も

似ている。これらの住居は、中尾遺跡に最も多い小形準横

長長方形住居より、短軸に対する長軸の北か長く、直線的

な壁と直角の隅で構成される共通点をもつ。台地中央の頂

上部付近に占地し、南側は遺跡の北半で最も住居か密集し

ている部分である。

面積 12.0面方位十91°

床 面 ローム層を30cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面としている。全

体に平坦で良く整っている。住居の南側を東西に後世の溝

が切る。

鼈 跡 東壁の南側に設置する。主体部の中央を後世の溝

に切られるため、全形は確認できない。壁を幅70cm、奥行

き 50cm （推定）の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り

出す。焚口部の左側に 1疑灰岩の切石を確認した。鼈西側の

床面に密着して出土した同質の石は、主体部を構成してい

た可能性が高い。強〈焼けた痕跡は少なく、煙道は確認で

きない。

遺 物 南壁際中央の床面に密着して羽釜の破片、覆土内

より坪（須恵器）か出土する。

重 複 D-138号住居と重複する。この住居が D-138住の

覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D -117 号住居

形状小形正方形。一辺3.3m 。南壁に対して北壁が長い

不整方形を示す。

面積 1 1. 8面方位十85°

床 面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。住居南西

部の D~139号住居との重複部に厚さ 10cmの貼床を施して、

平坦な生活面を作る。住居の中央北側を東西に、後世の溝

か切る。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 40cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

の両側と、壁外に掘り込んだ燃焼部の側壁に沿って、i疑灰

岩の切石 4 個を据え、補強材としている。煙道は確認でき

なし‘。

遺物 西壁際中央の床面に密着して坪、寵西側の覆土内

より坪（須恵器）が出土する。

重複 この住居か D-138住、 D-139住の覆土を切って構

築する土層断面の所見を得た。
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D -126 号住居

形状小形準縦長長方形。長軸を東西にもち、短軸3.2m 、

長軸4.2m の整った長方形を示す。周辺には長軸を南北にも

つ小形準横長長方形住居が圧倒的に多い。

面積 13.2m’ 方位十76°

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。大半を重

複する住居に切られる。確認した住居南西部の面に貼床し

た痕跡はない。

鼈跡東壁の中央に設置する。壁を幅60cm 、奥行き 50cm

の台形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は奥

壁の上段から 20cm伸びて、 70゜の角度で立ち上がる。焚口部

に石材を使用した痕跡はない。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 15cmの円形プランで設ける。

遺 物 鼈西側の床面に密着して坪、住居中央部の床面直

上より坪（須恵器）が出土する。

重複 この住居か D-145住の覆土を切り、この住居の覆

土を D-115住、 D-127住か切る平面精査の所見を得た。
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D -124 号住居

形状小形準横長長方形と推定する。南壁部が確認でき

ないため住居の外形は確定できないが、中尾遺跡で類推で

きる住居の外形は、 D-74号住居と同形の小形準横長長方形

以外にない。長軸を南北にもち、短軸2.3m を測る。

方位十90°

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。住居南半

の D-98号住居との重複部には厚さ 10cmの貼床を施し、住居

北半はロームの地山を整えて生活面を作る。全体に平坦で

良く整っている。

竃跡東壁の南側に設置する。残存状態が悪〈、燃焼部

は確認できない。周辺部の床面に密着して出土した石は、

焚口部に使用していた可能性が高い。

遺物 竃の覆土内より羽釜の破片が出土する。

重 複 D-98号住居、 D-126号住居と重複する。この住居

が D-98住の覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。

D-126住との新旧関係を判別する資料はない。
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D -92 号住居 D -127 号住居

状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.2m 、

長軸3.9m を測る。 D-148号住居と、住居の形状、規模、軸

線の傾きが近似している。

面積 12.0m’（推定）方位

床 面 ローム層を25cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を平坦に整えて生活面とする。

鼈 跡 東壁の南側に設置する。上半部を重複する住居に

削られて、残存状態は悪い。壁を幅80cm 、奥行き 50cmの円

頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部に石

材を使用した痕跡はない。

遺 物 南壁際中央の床面に密着して高台付椀（須恵器）、

北壁際中央の床面直上より製の破片が出土する。

重複 D-75号住居、 D-76号住居、 D-91号住居、 D-93号

住居と重複する。この住居か D-93住の覆土を切り、この住

居の覆土か D-75 、 91住に切られる平面精査の所見を得た。

D-76住との新旧関係を判別する資料はない。
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形

遺

状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.6m 、

長軸3.4m で、西壁に対して東壁か短い不整長方形を示す。

面積 8.4面方位十82°

床面 ローム層を30cm掘り込んで床面とする。南壁の周

壁部幅 1 m には厚さ 5 cmの貼床を施し、その他はロームの

地山を平坦に整えて生活面を作る。

寵跡 東壁の中央から僅か南側に設置する。壁を幅50cm

奥行き 50cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出

す。焚口部の両側に 1疑灰岩の切石を据えて補強材とし、そ

の間に同質の石を鳥居状に横架する。煙道は燃焼部の底面

から緩やかに30cm伸びて、 60゜の角度で立ち上かる。

物 北壁際中央の床面直上より甕、南壁際中央の覆土

内より坪か出土する。

重複 この住居の覆土か D-115住、 D-116住に切られ、

この住居が D-145住、 D-126住の覆土を切って構築する平

面精査の所見を得た。
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D
 

142 • 145 号住居

状 大形正方形。 0-145号住居は、確認した西壁と柱穴列及び寵の位置から、東

壁に寵を設置し、柱穴と壁溝をもつ一辺6.0m の大形正方形と推定する。 D-145住西壁

の東側に、西壁から南壁にかけて平行に巡る壁溝を確認し、南壁の壁溝を 0-145住の

東壁まで延長すると一辺5.5m の大形正方形を示すので、これを D-142号住居とした。

この 2 軒は、西壁と南壁かそれぞれ平行していること、 2 軒分の寵か確認できないこ

と、北西に位置する 2 個の柱穴か、北東に位置する柱穴の延長線上で、各壁に沿って

整然と位置することの 3 点から、東壁と北東の柱穴を共有した拡張住居と判定する。

住居の外形は D-142住か C-10住に、 D-145住が C-11住にそれぞれ近似し、 C-10住と

C-11住は重複している。形状が相似形で規模の異なる 2 軒の住居が、拡張という形で

形態を共有し、一方ては重複して 2 軒の時間差を示している。この 4 軒の住居は、形

態差のある住居の時間的連続性と因果関係を示す、中尾遺跡内で唯一の資料である。

面積 0-142住ー29.9面（推定） 0-145住ー34.8面（推定）方位十82°

床 面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した痕跡はなく、ロームの地山

を整えて生活面としている。確認した面は平坦で良く整っている。

柱 穴 D-142住ー北東と北西に位置する 2 個を確認した。北東の柱穴は 2 軒の対角

線上に位置し、東壁に対して整然とした配置を示すことから、共有していたと判定。

D-145住ー住居の対角線上に整然と配置された 3 個を確認した。心々を結ぶと住居の

外形と相似形で、一辺3.1 m の正方形を示す。床面からの深さ 50~60cmの円形掘方。

鼈 跡 東壁の南側に設置する。東壁か確認できないため、壁に対する燃焼部の位置

は確定できない。この部分を除いて焼土、灰などの寵の痕跡を示すものは一切ない。

壁 溝 西壁と北壁、南壁の一部に幅20cm、深さ 5 cm でそれぞれ確認した。

重複 0-98住、 0-116住、 D-119住、 0-120住、 0-126住、 0-127住がこの住居の

覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D -146 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.2m 、

長軸4.1 m で、直線的な壁と丸味の小さい隅で構成される整

った長方形を示す。台地の中央部に単独で占地するか、南

側に近接して同形の住居か密集している。近接する D-148

号住居と、住居の形状、規模が近似する。

面積 12.9面方位十81ｰ 

床面 ローム層を 10cm掘り込み、平坦に整えて生活面と

する。住居の中央部か周壁部より僅かに低い。

鼈 跡 東壁の南壁寄りに設置する。壁を幅50cm、奥行き

30cmの台形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。火床

は深さ 10cmの台形に掘り窪めた後、床面と同ーレベルまで

貼床して構築する。煙道は40゜の角度で短〈立ち上かる。焚

ロ部に石材を使用した痕跡はない。

貯蔵穴 住居の南西隅に直径35cmの円形プランで設ける。

遺 物 東壁際中央の床面に密着して坪、鼈西側の覆土内

より羽釜の破片か出土する。

D -84 号住居

形 状 分類できない。ローム層への掘り込みか浅いため、

鼈周辺部の住居南東部以外は確認できす、住居の外形を確

定することかできない。 方位 十 58°

床面 ロニム層を 5 cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を平坦に整えて生活面としてい

る。住居の中央部と寵の西側は踏み固められて硬い。

寵跡 東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 30cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

の両側と、壁外に掘り込んだ燃焼部の側壁に沿って、 1疑灰

岩の切石 4 個を据えて補強材とする。

貯蔵穴 住居南東隅の壁外に張り出して、深さ 20cmの不整

楕円形プランで設ける。

遺物 貯蔵穴の覆土内より坪、高台付塊（須恵器）、鼈西

側の覆土内より甕の破片か出土する。

重 複 D-83号住居と重複する。新旧関係を判別する資料

はなし‘。

ヽ

A
-

B-

A-

B-

ul 

9
A
 

B' 

含
土
土
粒
褐
口
含
土

を
色
色
ム
黒
④
を
色

石
褐
褐
一
む
粒
褐

軽
黒
黒
口
含
土
ム
黄

ー
①
む
②
③
を
色
―
むg-

3,A

_ 

④
 

③
 

②
 

3
 

\ 

A
-

C- C-

o¥ (Il| 
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D -83 号住居

形状超大形正方形。一辺6.9m を測る。直線的な壁で構

成される整った方形を示す。北壁に鼈を設置する

大形正方形住居と相似形を示すか、隅の丸味が大

きく、寵を設置する壁か異なる。近接する D-98号

住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きか近似。

面積 45.5面方位十78°

床 面 ローム層を 30cm掘り込み、ロームと黒色土の混土

で貼床して平坦な生活面を作る。

柱穴住居の対角線上に整然と 4 個を配置する。心々を

結ぶ四角形は住居外形と相似形で、一辺3.1 m の整

った方形を示す。深さ 50~60cmの円形掘方である。

鼈跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 50cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。

壁外に掘り込んだ燃焼部の側壁に粘土を積み上げ

て、主体部を構築する。煙道は壁の中段から掘り

込み、水平に70cm伸びて立ち上かる。焚口部に石

材を使用した痕跡はない。

壁溝幅30cm、深さ 10~15cm で寵下を除いて全周する。

遺物 東壁際北側の床面直上より坪、住居中央北側の床

面直上より坪（須恵器）、高台付椀（須恵器）か出土。
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D -134 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.6m 、

長軸4. 7m を測る。西壁に対して東壁か短い不整長

方形を示す。 D-14号住居と、住居の形状、規模、

軸線の傾きが近似する。台地中央の頂上部より西

側に占地している。

面積 16.8m' 方位十96°

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面として

いる。全体に踏み固められている。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅70cm、奥行き 70cm

の台形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。

壁外に掘り込んだ燃焼部の側壁に白色粘土を積み

上げて、主体部を構築する。焚口部の左側に 1疑灰

岩の切石を据えて補強材とし、焚口部の間に 3 個

体の甕を組み合せて横架する。横架した 3 個体の

甕は崩れ落ちて、使用状態を示していない。火床

の中央左側に、上端を細く加工した同質の石材を

置いて支脚とする。

壁溝幅15cm、深さ 10cm で鼈下と南壁を除いて巡る。

貯蔵穴 住居の南東隅に直径25cm、深さ 20cmの不整円形プ

ランで設ける。

重複 0-131号住居、 0-132号住居と重複する。 0-132

住がこの住居の覆土を切って構築する土層断面の

所見を得た。 0-131住との新旧関係は不明。
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D -132 号住居

形状小形正方形。一辺3.2m を測る。直線的な壁と直角

の隅で構成される、整った方形を示す。 D-137号住居と、

住居の形状、規模が極めて近似している。

面積 1 1. 5m' 方位＋ 106°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。住居の大

半を D-134号住居と重複し、この重複部にはロームと黒色

土の混土で貼床する。重複部以外は地山のロームを整えて

生活面としている。

竃跡東壁の南側に設置する。壁を幅70cm、奥行き 40cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

に石材を使用した痕跡はない。

壁溝北壁、西壁と東壁の一部に幅15cm 、深さ 5 cm 。

遺 物 住居中央部の床面直上より坪（須恵器）、住居南東

部の覆土内より坪蓋（須恵器）が出土する。

重 複 D-134号住居と重複する。この住居かD-134住の

覆土を切って構築する土層断面の所見を得た。

D -131 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.9m 、

長軸4.0m を測る。直線的な壁と丸味の小さい隅で構成され

る、整った長方形を示す。 0-78号住居と、住居の形状、規

模、軸線の傾きが近似している。

面積 11. 2面方位十93°

床面 ローム層を 10cm掘り込み、平坦に整えて生活面を

作る。全体に平坦で整っているか、南壁の周壁部が住居中

央部よりも僅かに低い。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 70cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

の両側に凝灰岩の切石を据えて補強材とする。煙道は確認

できない。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 20cmの円形プランで設ける。

遺物 住居南東隅の覆土内より坪（須恵器）か出土する。

重 複 0-134号住居と重複する。新旧関係を判月lJする資

料はない。
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D
 

-105 号住居 D
 

-106 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.3m 、

長軸4.5m で、西壁に対して東壁か長い不整長方形を示す。

面積 15.Zm' 方位十84°

床面 ローム層を 30cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で一様に貼床して、生活面を作る。

生活面は住居の中央部が周壁部より僅かに低い。

寵 跡 東壁の中央南側に設置する。壁を幅50cm 、奥行き

60cmの方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。主体

部には白色粘土を用いるが、焚口部に石材を使用した痕跡

はない。煙道は確認できない。

貯蔵穴 住居南東隅の壁外に張り出して、深さ 30cmの不整

円形プランで設ける。

遺 物 住居南東部の床面に密着して坪（須恵器）、北壁際

中央の覆土内より坪蓋（須恵器）か出土する。

重 複 D-106号住居と重複する。新旧関係を判別する資

料はない。

状 超小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.2

m 、長軸2.9m と推定する。準横長長方形住居で最小の規模

を示し、同形状、同規模の住居は中尾遺跡に 3 例しかない。

D-49住と、住居の形状、規模、軸線の傾きか近似する。

面積 6.2m'（推定）方位十86°

床面 ローム層を20cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山をそのまま生活面としている。

全体に平坦で良く整っている。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、嬰行き 50cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。主体部

は白色粘土で構築したと考えられる。焚口部に石材を使用

した痕跡はない。

遺 物 鼈の覆土内より羽釜の破片、北壁際中央の覆土内

よりi不が出土する。

重 複 D-105号住居と重複する。新旧関係を判別する資

料はない。
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D -140 号住居

形状超大形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸4.4m 、 れぞれ確認した。

長軸6.6m を測る。直線的な壁で構成される整った 柱 穴 住居の対角線上から大きくずれて 4 個を確認した。

長方形を示す。台地東側の、沖積地へ移行する緩 心々を結ぶ四角形は住居の外形と相似形を示さず、

傾斜地に単独で占地し、横長長方形住居で最大の 短軸2.0m 、長軸4.0m で長軸を東西にもつ不整長

規模をもつ。柱穴列から推定した E-22号住居の外 方形を示す。床面からの深さ 25~40cmの円形掘方。

形はひとまわり小さく、中尾遺跡に同形状、同規 鼈 跡 東壁の中央から僅か南側に白色粘土で構築する。

模の住居はない。 壁内に造り付けた長さ 25cmの袖部を検出した。燃

面積 28.4面方位十83° 焼部は幅50cm、奥行き 50cmの方形で約半分を壁外

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。貼床した に造り出す。煙道は火床から緩やかに立ち上がる。

痕跡はなく、ロームの地山を平坦に整えて生活面 焚口部に石材を使用した痕跡はない。

としている。住居中央北側に深さ 5 cmの長方形ピ 遺物 住居南西部の床面に密着して甕の破片、西壁際南

ット、住居中央南側に深さ 15cmの円形ピットをそ 側の覆土内より坪か出土する。

ヽ (/ ¥ 
QI 

゜゜函：
UI 
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D
 

-111 号住居 D
 

-135 号住居

状 小形準横長長方形。住居の北西隅は確認できない

か、長軸を南北にもち、短軸3.3m 、長軸3.8m の規模を示

す。周辺に密集する住居の軸線が磁北に近いのに対して、

軸線が西に傾く。

面積 12.8m’ （推定）方

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。 15号溝と

の重複部にロームと黒色土の混土で貼床し、他はロームの

地山を整えて生活面としている。北壁の周壁部に小さな窪

みが多い。

跡 東壁の南側に白色粘土で構築する。壁内に長さ 10

cmの短い袖部を造り付けるか、幅60cm、奥行き 70cmの燃焼

部の大半は壁外に造り出す。焚口部に石材を使用した痕跡

形

位 +74ー  

鼈

はない。

遺物 住居北東隅の覆土内より坪か出土する。

重 複 D-135号住居と重複する。 D-135住かこの住居の

覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.5m 、

長軸3.2m を測る。東壁と南壁か、相対する壁よりも著し〈

短い不整長方形を示す。

面積 7.6m' 方位

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を平坦に整えて生活面としてい

る。寵の西側は踏み固められて硬い。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅40cm、奥行き 40cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の

左側に凝灰岩の切石、同右側に河原石、壁外に掘り込んだ

燃焼部奥壁の両側に河原石を据えて、燃焼部の某部を構築

する。煙道は火床から水平に 20cm伸びて、 70゜の傾きで立ち

上かる。

遺物 北壁際中央の床面直上より高台付椀（灰釉陶器）。

重 複 D-111号住居と重複する。この住居かD-111住の

覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D
 

-122 号住居 D
 

-121 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2. 7m 、

長軸3.1 m を測る。直線的な壁で構成される整った長方形を

示し、台地の西側に単独で占地する。 C-73号住居、 D-6号

住居と、住居の形状、規模が極めて近似し、i疑灰岩の切石

を使用した寵の構造も似ている。

面積 7.7面方位十94°

床面 ローム層を 10cm掘り込み、平坦に整えて生活面を

作る。貼床はない。

鼈跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 30cm

の台形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の

両側と、壁外に掘り込んだ燃焼部奥壁の両側に河原石 4 個

を据え、焚口部には凝灰岩の切石を横架している。煙道は

幅20cm で、火床から45゜の傾きで立ち上かる。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 20cmの不整楕円形プラン。

遺 物 西壁際中央の床面に密着してナ不、住居南東部の床

面に密着して高台付椀が出土する。

形状小形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.0m 、

長軸3.2m を測る。西壁に対して東壁が短い不整長方形を示

し、横長長方形住居て最小の規模をもつ。密集する住居の

間に単独で占地し、周辺に同形状、同規模の住居はない。

0-54号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きが近似する。

中尾遺跡に同形状、同規模の住居はこの 2 軒である。

面積 6. lm' 方位十95°

床面 ローム層を 5 cm掘り込んで構築面とする。構築面

は小さな起伏が多く、住居南東隅は周辺部より 5 cm低い円

形に掘り窪める。この面に貼床して生活面を作った痕跡か

あるか、生活面は削平されて確認できない。住居中央北側

を東西に後世の溝か切る。

鼈 跡 東壁の南壁寄りに設置する。住居の掘り込みか浅

いため主体部は確認できない。壁を幅60cm、奥行き 50cmの

円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部に

石材を使用した痕跡はなく、煙道は確認できない。
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D -123 号住居

形状 中形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.2m 、

長軸4.8m を測る。直線的な壁と、丸味の小さい隅で構成さ

れる整った長方形を示す。住居か密集する台地中央の頂上

部より西側に単独で占地する。この住居を含めた中形横長

長方形住居は、住居の分布か少ない台地の西端に占地する

傾向を示す。 E-20住と、住居の形状、規模か一致している。

面積 15.2m' 方位＋100°

床面 ローム層を20cm掘り込み、平坦に整えて生活面と

する。住居の北東部に深さ 10cmの円形ピットを検出した。

寵 跡 東壁の中央付近に白色粘土で構築する。壁を幅70

cm、奥行き 30cmの方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り

出す。焚口部の両側に凝灰岩の切石を据えて補強材とする。

煙道は火床から 55゜の傾きで立ち上かる。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 10cmの円形プランで設ける。

遺物 寵の覆土内より坪、西壁際中央の床面直上より甕、

住居中央部の覆土内より高台付皿（須恵器）が出土する。

D -136 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.5m 、

長軸3.2m の整った長方形を示す。住居の掘り込みが浅いた

めに壁の立ち上かりは確認できないか、住居の外形は確認

した。 E-4号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きが極

めて近似している。

面積 7.6面方位十86°

床 面 ローム層を 5 cmオ屈り込んで床面とする。住居南側

の D-144号住居との重複部に、黒色土で10cmの貼床を施し、

他は地山を平坦に整えて生活面とする。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 40cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

の右側に凝灰岩の切石を確認した。

遺 物 東壁際中央の床面直上より高台付皿（須恵器）、住

居南東部の床面直上より甕か出土する。

重 複 D-144号住居と重複する。この住居か D-144住の

覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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D -144 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.3m 、

長軸3. 7m の整った長方形を示す。

面積 12.0m' （推定）方位十86°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を平坦に整えて生活面とする。

住居の中央北側に直径110cm 、深さ 5 cmの円形ピットを検出

した。住居中央に検出した直径30cm、深さ 40cmの円形ピッ

トは柱穴の可能性もあるが、壁外柱穴は確認できない。

寵跡東壁の南側に設置する。寵の南側半分は重複する

住居に切られて、全形は確認できない。壁内に造り付けた

長さ 40cmの袖部を検出した。燃焼部は壁内に造り付け、幅

60cm、奥行き 60cm と推定する。

遺物 鼈西側の床面に密着して杯、東壁際北側の覆土内

より杯（須恵器）、西壁際北側の覆土内より甕が出土する。

重複 この住居の覆土か D-136住、 D-141住に切られる

平面精査、土層断面の所見を得た。
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D -141 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.6m 、

長軸3.5m の整った長方形を示す。 D-31号住居と、住居の

形状、規模、軸線の傾きが近似している。

面積 9.2面方位十86°

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。住居北側

の D-144号住居との重複部に厚さ 5 cmの貼床を施し、南側

はロームの地山を平坦に整えて生活面とする。

寵跡 東壁の中央南側に設置する。ロームと黒色土で構

築した長さ 20cmの袖部を検出した。この部分は壁内に造り

付ける。燃焼部は幅50cm 、奥行き 60cm で、約半分を壁外に

造り出す。焚口部右側に河原石を据えて、袖部の芯にして

いる。煙道は確認できない。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 15cmの円形プランで設ける。

遺 物 南壁際中央の覆土内より坪蓋（須恵器）か出土する。

重 複 D-144号住居と重複する。この住居が D-144住の

覆土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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D -148 号住居 D -147 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.4m 、

長軸3.9m を測る。台地東側の、沖積地へ移行する緩傾斜地

に占地している。

面積 12.9面（推定）方位

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を平坦に整えて生活面としてい

る。確認した面は平坦で良く整っている。

寵跡東壁の南側に設置する。壁内に造り付けた長さ 20

cmの袖部を検出した。燃焼部は幅60cm、奥行き 20cmの方形

で、約半分を壁外に造り出す。煙道は火床から 30゜の傾きで

立ち上かる。

貯蔽穴 東壁際南端に深さ 10cmの楕円形プランで設ける。

遺 物 西壁際北側の床面直上より杯（須恵器）、住居南東

部の覆土内よりf不、北壁際中央の覆土内より銅製の鈍尾。

重 複 D-147号住居と重複する。 D-147住がこの住居の

覆土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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小形正方形。一辺3. lm 。住居の北東部は確認でき

ない。 D-63号住居と、住居の形状、規模、軸線の傾きか近

似している。

形

9.2m’ （推定） 方位

ローム層を 15cm掃り込んで床面とする。住居北側

の D-148号住居との重複部に厚さ 5 cmの貼床を施し、南側

はロームの地山を平坦に整えて生活面を作る。寵の西側は

踏み固められて硬い。

鼈跡東壁の南側に設置する。壁を幅40cm 、奥行き 40cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

の両側に河原石を据えて補強材とする。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 15cmの円形プランで設ける。

遺 物 寵の覆土内より高台付椀（須恵器）、東壁際北側の

覆土内より坪（須恵器）が出土する。

重 複 D-148号住居と重複する。この住居かD-148住の

覆土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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D
 

-110 号住居 D
 

-149 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.8m 、

長軸3.6m を測る。北壁を除いて、直線的な壁と丸味の小さ

い隅て構成される。住居が密集する台地中央の頂上部より

西側に単独で占地し、軸線の傾きが周辺の住居より西へ大

きくずれる。 D-130号住居と、住居の形状、規模か極めて

近似しているが、軸線の傾きは大きく異なる。

面積 9.9面方位十76°

床面 ローム層を30cm掘り込んで床面とする。住居南東

部の 15溝との重複部以外に貼床した痕跡はなく、ロームの

地山を平坦に整えて生活面としている。住居の北東隅で 67

土拡と重複する。

鼈跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 30cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。主体部は

白色粘土で構築し、焚口部に石材を使用した痕跡はない。

煙道は確認できない。

遺物 寵西側の床面に密着して坪か出土する。

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.8m 、

長軸3.5m を測る。北壁に対して南壁か長い不整長方形を示

す。台地西側の縁辺部に単独で占地しているか、 E-4号住

居と同時存在し得ない距離に近接している。

面積 10.6面方位十91ｰ 

床面 ローム層を30cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で貼床して生活面を作る。生活而

は平坦で良く整い、住居の中央部は踏み固められて硬い。

住居南西部で83土拡と重複する。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 40cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の

両側と、壁外に掘り込んだ燃焼部奥壁の両側に河原石を据

え、この上に白色粘土を貼って主体部を構築する。火床の

中央に 1疑灰岩の切石を埋込んで支脚とする。

遺物 竃の火床に密着して坪、住居南東部の覆土内より

高台付塊（須恵器）、寵の覆土内より羽釜が出土する。
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E - 1 号住居

形状 超小形正方形。一辺2.Sm を測る。直線的な壁と、

丸味の小さい隅で構成される整った方形を示す。

E-29号住居と、住居の形状、規模が極めて近似し、

凝灰岩の切石を使用した寵の構造も似ている。台

地東側の沖積地へ移行する緩傾斜地に、 E-2 号住

居と同時存在し得ない距離で近接して占地してい

る。超小形正方形住居は遺跡の全域に分布し、単

独で占地する傾向をもつ。

面積 7.5面方位十81°

床 面 ローム層を 30cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で厚さ 10cmの貼床を施し

て、生活面を作る。生活面は全体に平坦て、良く

整っている。

鼈 跡 束壁の中央から僅か南側に白色枯土で構築する。

壁を幅50cm 、奥行き 60cmの円頂形に掘り込んで、

燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の両側に凝灰岩

の切石を据えて補強材とし、その間に同質の石材

を横架している。残存状態が良く、焚口部は原形

を留めていた。火床の中央から僅か左側に、同質

の石材を棒状に加工した支脚を埋め込む。

貯蔵穴 東壁際の南側に直径45cm 、深さ 20cmの不整円形プ

ランで設ける。

遺 物 貯蔵穴の底面に密着して坪、貯蔵穴南側の床面に

密着して坪（須恵器）、南壁際中央の覆土内より甕。
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E - 2 号住居

形状 小形準横長長方形、長軸を南北にもち、短軸3.0m 、

長軸3.6m を測る。直線的な壁と、丸味の小さい隅で構成さ

れる整った長方形を示す。住居の分布か希薄な台地東側の

縁辺部に単独で占地するが、 E-1 号住居と近接し、同住居

との同時存在はない。 D-80号住居と、住居の形状、規模、

軸線の傾きか近似している。

面積 11.0面方位十86°

床面 ローム層を 15cm掘り込み、平坦に整えて生活面と

する。寵の西側は踏み固められて硬い。

竃 跡 東壁の南側に白色粘土で構築する。壁を幅60cm 、

奥行き 30cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出

す。焚口部に石材を使用した痕跡はない。

貯蔵穴 住居南東隅を直径 100cm 、深さ 10cmの円形に掘り

窪め、その東端に深さ 30cmの円形ピットを設ける。

遺物 貯蔵穴の底面に密着して坪、甕、寵の覆土内より

坪（須恵器）が出土する。
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E - 3 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.6m 、

長軸4.3m を測る。南壁に対して北壁か長い不整長方形を示

す。台地の中央部に単独で占地し、 0-134号住居と、住居

の形状、規模が近似している。

面積 15.6面方位十79°

床 面 ローム層を 25cm掘り込んて構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で貼床して生活面を作る。生活面

は平坦で良く整い、全体に踏み固められて硬い。北壁の中

央と南壁の西側で土拡と重複し、住居の東側を南北に後世

の溝が切る。

寵 跡 東壁の南側に白色枯土で構築する。重複する溝に

切られて全形は確認できない。壁内に袖部の痕跡を検出で

きないことから、燃焼部は壁外に造り出したと考えられる。

煙道は確認できない。

遺 物 住居の南西部と南東部の床面に密着して坪（須恵

器）、嬰、高台付皿（須恵器）が出土する。
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E -4 号住居

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.5m 、

長軸3. lm を測る。直線的な壁と、丸味の小さい隅で構成さ

れる整った長方形を示す。近接する D-109号住居と、住居

の形状、規模が近似している。

面積 7.5m' 方位十82°

床 面 ローム層を30cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で、全面に 10cmの貼床を施して生

活面を作る。生活面は平坦で良く整い、全体に踏み固めら

れて硬い。

寵跡 東壁の南側に設置する。壁を幅50cm 、奥行き 40cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。主体部

は白色粘土で構築し、焚口部に石材の使用はない。火床の

中央から左側にi疑灰岩の切石を埋込んで支脚とする。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 20cmの長方形プランで設ける。

遺 物 鼈の火床直上より坪、貯蔵穴の覆土内より商台付

塊（須恵器）、住居中央部の覆土内より甕が出土する。

E - 5 号住居

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、

長軸3.9m の整った長方形を示す。台地西側の縁辺部に単独

で占地する。 D-111号住居と、住居の形状、規模が極めて

近似している。

面積 12.0面方位十92°

床 面 ローム層を 30cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で、厚さ 5 cmの貼床を全面に施し

て生活面を作る。

寵 跡 東壁の中央から僅か南側に設置する。白色粘土で

構築した長さ 30cmの袖部を検出した。左側の袖部は確認で

きないが、燃焼部は幅50cm 、奥行き 50cmの円頂形で、約半

分を壁外に造り出すと考えられる。焚口部に石材を使用し

た痕跡はない。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 20cmの円形プランで設ける。

遺物 鼈西側の床面直上より坪（須恵器）、住居南西部の

覆土内より坪か出土する。
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E - 6 号住居

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.0m 、 面を作る。生活面は全体に平坦で良く整い、鼈の

長軸4.lm を測る。直線的な壁と丸味の小さい隅で 西側から住居の中央部にかけては、踏み固められ

構成される整った長方形を示す。東壁に寵を設置 て硬い。

し、住居南東隅に貯蔵穴を設ける一般的小形準横 寵 跡 東壁の中央から僅か南側に設置する。壁を幅80cm 、

長長方形を呈す。 E-19号住居と、住居の形状、規 奥行き 70cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外

模、軸線の傾きが近似している。周辺の住居は方 に造り出す。壁外に掘り込んだ燃焼部の側壁に沿

形の空間地を囲むかのように重複して占地し、こ って粘土を積み、主体部を構築する。火床は強く

の住居は空間地の南側にあたる。 焼けている。煙道は確認できず、‘焚口部に石材を

面積 11. 7面方位十91ｰ 使用した痕跡はない。

床面 ローム層を 30cm掘り込んで構築面とする。構築面 貯蔵穴 住居の南東隅に直径50cm、深さ 20cmの不整円形プ

は平坦で良く整っている。この面にロームと黒色 ランで設ける。

土の混土で、厚さ 10cmの貼床を一様に施して生活 遺 物 住居中央北側の覆土内より石製紡錘車が出土する。
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E - 8 号住居

形状 中形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.3m 、

長軸4.9m を測る。住居の北西部は掘り込みが浅いために確

認できない。台地西側の縁辺部に単独で占地している。こ

の住居を含めた中形横長長方形住居は、台地の西側を南北

に連なって占地する傾向を示す。

面積 15.9面（推定）方位十76°

床 面 ローム層を 20cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の滉土で貼床して、平坦な生活面を作る。

全体に踏み固められて硬い。

竃 跡 東壁の中央から僅か南側に設置する。白色枯土で

壁内に構築した長さ 20cmの袖部を検出した。燃焼部は幅60

cm 、奥行き 50cmの円頂形で、約半分を壁外に造り出す。焚

ロ部右側に凝灰岩の切石を据え、同左側にも石材の痕跡を

確認した。

遺 物 東壁際南側の床面に密着して坪、盤、南壁際東側

の床面に密着して坪蓋（須恵器）が出土する。
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E - 10 号住居

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3. lm 、

長軸3.6m の整った長方形を示す。台地の中央部に単独で占

地している。中尾遺跡で寵を東壁の南端に設けるのは、準

縦長長方形住居に多い。

面積 10.5面方位十83°

床 面 ローム層を 25cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を整えて生活面としている。全

体に平坦で良く整っている。西壁際南側の壁に沿って直径

25cm 、深さ 40cmのピットを検出した。

寵跡東壁の南端に設置する。壁を幅60cm 、奥行き 60cm

の台形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。主体部、

煙道の天井部は白色粘土で構築する。煙道は幅20cm で火床

から水平に40cm伸びて、垂直に立ち上かる。焚口部に石材

を使用した痕跡はない。

遺 物 住居南東部の覆土内より皿、住居の覆土内より高

台付皿（須恵器）か出土する。
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E - 7 号住居

形状分類できない。長軸を南北にもち、短軸2.5m 、長

軸3.4m を測る。南壁に対して北壁か長い不整長方形を示す。

小形準横長長方形の可能性もあるか、寵の痕跡かなく、近

似した形状、規模をもつ住居の類例もない。住居の北西部

は確認できない。

面積 8.4m' 方位＋ 2 0 

床 面 ローム層を 25cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で貼床して生活面を作る。確認し

た生活面は平坦で良く整っている。

鼈 跡確認できない。出土した遺物から鼈をもつ住居と

推定できるか、確認した壁に焼土、灰等の寵の痕跡を示す

ものは一切ない。

壁溝幅20cm 、深さ 10cm で全周する。

遺 物 住居中央部の覆土内より須恵器の破片か出土する。

重 複 E-23号住居と重複する。 E-23住かこの住居の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。

E -23 号住居

形状 分類できない。長軸を南北にもち、短軸2.5m 、長

軸3.8m を測る。南壁に対して北壁が知く、住居北西隅の丸

味か大きい不整長方形を示す。住居の形状、規模は D-42号

住居に近似している。小形横長長方形の可能性もあるが、

寵付住居と認定できないために、同形として分類すること

はできない。

面積 8.3面方位十 4 0 

床面 ローム層を 30cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山をそのまま生活面としている。

全体に平坦で良く整っている。

竃 跡 確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居の

可能性があるか、裔の痕跡は一切ない。

遺 物 住居中央東側の床面直上より坑の破片（灰釉陶器）、

住居中央西側の覆土内より甕の破片か出土する。

重 複 E-7 号住居と重複する。この住居が E-7 住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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E -11 号住居

形 状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.5m 、

長軸4. lm の整った長方形を示す。住居の分布が希薄な台地

の中央部に単独で占地する。

面積 14.0m' 方位十94°

床 面 ローム層を 30cm掘り込んで床面とする。住居の北

半はロームの地山を生活面とし、南半はロームと黒色土の

混土で貼床した可能性が高い。

竃 跡 東壁の中央から僅か南側に設置する。白色粘土で

構築した長さ 20cmの袖部を確認した。燃焼部は幅60cm 、奥

行き 40cm で、約半分を壁外に造り出す。火床には、天井部

を構成していたと考えられる 1疑灰岩が出土する。煙道は確

認できない。

貯蔵穴 住居の南西隅に深さ 15cmの不整円形プランで設け

る。住居の北東隅にも深さ 25cmの貯蔵穴様ピットを確認。

遺 物 住居中央部の床面直上より坪、高台付皿（須恵器）、

北壁際西側の床面直上より婉の破片（灰釉陶器）か出土する。

E -30 号住居

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.2m 、

長軸3.9m を測る。直線的な壁で構成される整った長方形を

示す。遺跡の北端に単独で占地するか、周辺には同時存在

し得ない距離に近接した住居か多い。 E-5 号住居と、住居

の形状、規模、軸線の傾きが近似している。

面積 12.8面方位十97°

床面 粘質茶褐色土層を 20cm掘り込んで床面とする。貼

床した痕跡はなく、地山を平坦に整えて生活面としている。

住居の北東部を後世の井戸か切る。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅60cm 、奥行き 30cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。壁内に

袖部を造り付けた可能性かある。焚口部に石材を使用した

痕跡はなく、煙道は確認できない。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 10cmの円形プランで設ける。

遺 物 南壁際西側の床面直上より高台付椀（須恵器）、貯

蔵穴の覆土内より甕の破片が出土する。
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E
 

-12 号住居 E
 

-13 号住居

形状 中形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.7m 、

長軸4.6m を測る。 D-50号住居と、住居の形状、規模、軸

線の傾きが近似している。

面積 12.2面（推定）方位

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。この面に

ロームと黒色土の l昆土で貼床して平坦な生活面を作る。

寵跡 東壁の南側に設置する。壁を幅50cm 、奥行き 50cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。火床は深

さ 10cmの方形に掘り窪めた後、焼土と灰の混土で埋戻す。

焚口部の左側と、燃焼部奥壁の左側に 2 個の河原石を確認

した。煙道は火床から水平に40cm伸びる。

貯蔵穴 住居の南西隅に深さ 40cmの円形プランで設ける。

遺 物 貯蔵穴北側の床面に密着して高台付皿（須恵器）、

西壁際中央南側の床面直上よりi不が出土する。

重 複 E-13号住居と重複する。 E-13住がこの住居の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。

+87ー 

遺
重

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2 .4 m 、

長軸3.0m を測る。住居の大半を E-12号住居と重複する。住

居の隅を斜めに切って寵を構築するか、この類例は中尾遺

跡に少なく、小形準横長長方形住居では三例を数えるのみ。

面積 7.lm' 方位十93°

床面 ローム層を40cm掘り込んで床面とする。貼床した

展跡はなく、ロームの地山を整えて生活面とする。生活面

は南壁の周壁部か僅かに低い他は平坦である。

竃跡 住居の南東隅に白色粘土で構築する。壁を幅40cm 、

奥行き 40cmで、住居の南北軸に対して45゜の角度で方形に

掘り込み、燃焼部は壁外に造り出す。煙道は火床から緩や

かに30cm伸びて、垂直に立ち上がる。火床の中央に河原石

を埋込んで支脚とする。

物 寵の火床に密着して高台付皿（須恵器）が出土する。

複 E-12号住居と重複する。この住居が E-12住の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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E -14 号住居

形状 小形正方形。一辺3.3m の整った方形を示す。住居

の分布か希薄な台地中央部に単独で占地し、周辺の密集す

る住居に同形状はない。 D-147号住居と、住居の形状、規模、

軸線の傾きが近似している。

面積 9.9m' 方位十87°

床 面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。住居東壁

部の 15号溝との重複部を除いて、貼床した痕跡はない。ロ

ームの地山を平坦に整えて生活面とする。生活面は南壁の

周壁部が僅かに低い他は、平坦で整っている。西壁際中央

部で97土拡と重複する。

寵跡東壁の中央南側に設置する。壁を幅40cm 、奥行き

40cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。主

体部は白色粘土で構築し、焚口部に石材を使用した痕跡は

ない。煙道は確認できない。

遺 物 寵西側の床面に密着して高台付椀（須恵器）、住居

南東部の床面直上より坪が出土する。
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E - 15 号住居

形状小形正方形。一辺3.6m を測る。北壁に寵を設置し、

鼈の右脇に貯蔵穴をもつ。中尾遺跡で北壁に寵を設置する

のは、 C-49号住居を除いて正方形住居に限定されている。

台地の中央部に単独で占地し、周辺に北壁寵の住居はない。

面積 12.5m' 方位ー 9 0 

床面 ローム層を 15cm掘り込み、この面にロームと黒色

土の混土で貼床して平坦な生活面を作る。

寵 跡 北壁の中央東側に設置する。壁内に造り付けた長

さ 30cmの袖部を確認した。燃焼部は幅60cm 、奥行き 60cm の

方形で、約半分を壁外に造り出す。焚口部の両側と、燃焼

部の側壁に沿ってi疑灰岩の切石を据え、この上に白色粘土

を貼って主体部を構築する。焚口部は、両側に据えたi疑灰

岩の切石の間に同質の石を横架している。

貯蔵穴 住居の北東隅に深さ 15cmの方形プランで設ける。

遺 物 寵の火床直上より坪（須恵器）、住居北西隅の床面

直上より高台付椀（須恵器）か出土する。
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E -24 号住居

形状 中形正方形。一辺4.4m を測る。直線的な壁と直角

な隅で構成される整った方形を示す。 D-133号住居と、住

居の形状、規模、軸線の傾きか近似している。

面積 18.4m刈推定）方位＋ 11°

床 面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を生活面としている。確認した

面は平坦で整っている。

鼈 跡確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるか、確認した壁に寵の痕跡は一切ない。重複す

る住居に切られた可能性が高い。

壁溝幅15cm 、深さ 10cm で確認した壁下に巡る。

遺 物 住居北西部の床面に密着して高台付椀（須恵器）、

西壁際中央の床面に密着して鉄塊が出土する。

重複 E-9 号住居、 E-22号住居、 E-25号住居と重複

する。 E-9 住、 E-22住、 E-25住がこの住居の覆土を切

って構築する平面精査の所見を得た。
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E -25 号住居

形状 分類できない。南壁部か確認できないため、住居

の外形は確定できない。東西軸3.8m を測る。周辺の住居は

空間地を囲むかのような分布を示し、この住居は空間地の

西側に重複して占地している。住居の外形は E-24号住居と

相似形を示す可能性かある。 方位 十95°

床面 ローム層を 10cm掘り込んで床面とする。 E-24号住

居との重複部に貼床を施し、その他はロームの地山を平坦

に整えて生活面としている。

鼈跡確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるが、確認した壁に寵の痕跡は一切ない。重複す

る住居に切られた可能性か高い。

壁溝幅15cm 、深さ 10cm で確認した壁下に巡る。

遺 物 住居の覆土内より甕の破片が出土する。

重複 この住居が E-24住の覆土を切り、この住居の覆

土を E-22住が切る平面精査の所見を得た。 E-9 住、 E 

-27住との新旧関係を判月ljする資料はない。
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E - 9 号住居

形状 中形正方形。長軸5.0m を測る。南壁に対して北壁

が短い不整方形を示す。

面積 22.4m' 方位十92°

床 面 ローム層を 20cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で厚さ 10cmの貼床をして、平坦な

生活面を作る。寵の西側は跨み固められて硬い。

鼈 跡 東壁の南側に白色粘土で構築する。壁を幅60cm 、

奥行き 50cm の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出

す。焚口部に石材を使用した痕跡はなく、煙道は確認でき

なし‘。

壁溝北壁と西壁、東壁の各一部に幅15cm 、深さ 10cm 。

遺 物 住居南東隅の床面に密着して杯、台付襄、高台付

坑（須恵器）か出土する。

重 複 E-22住、 E-24住、 E-25住と重複する。この住居か

E-22住、 E-24住の覆土を切って構築する平面精査の所見

を得た。 E-25住との新 1日関係を判別する資料はない。
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E -22 号住居

形状 大形準横長長方形と推定する。南壁と西壁が確認

できないため住居の外形は確定できないか、柱穴列から推

定した住居の外形は、長軸を南北にもち、短軸4.4m 、長軸

6.lm の整った長方形を示す。中尾遺跡に同形状、同規模の

住居はない。 方位十94°

床 面 ローム層を 20cm掘り込んで構築面とし、この面に

黒色土で貼床して平坦な生活面を作る。

柱穴 確認した東壁に平行して 4 個を検出した。心々を

結ぶ四角形は短軸1.8m 、長軸3.0m の整った長方形を示す。

床面からの深さ 40~50cm の円形掘方である。

寵跡東壁の中央南側に設置する。壁を幅70cm 、嬰行き

50cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚

ロ部に石材を使用した痕跡はない。

遺 物 東壁際中央の床面直上より坪、盤の破片が出土。

重複 この住居が E-24住、 E-25住の覆土を切り、 E-9

住に切られる平面精査の所見を得た。
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E -27 号住居

形状 分類できない。西壁と南壁が確認できないため、

住居の外形は確定できない。軸長か確認できず、住居の外

形を類推することかできない。台地西側の縁辺部に重複し

て占地する。周辺の住居は方形の空間地を囲むように占地

している。

方位十94•

床面 ローム層を 20cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を平坦に整えて生活面としてい

る。北壁際東側で 101 土拡と重複する。

竃 跡 東壁に設置する。残存状態か悪く寵の全形は確認

できない。壁に沿って多麓の焼土、灰を検出した。焚口部

に石材を使用した痕跡はない。

壁溝北壁の一部に幅15cm 、深さ 5 cm で巡る。

重複 E-25号住居、 E-26号住居と重複する。 E-26住

がこの住居の覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。

E-25住との新 1日関係を判別する資料はない。

E -26 号住居

形状 分顆できない。西壁が確認できないため、住居の

外形は確定できない。南北軸3.5m を測る。中尾遺跡でこの

軸長から類推できる住居の外形は、 C-115号住居と同形の

中形準縦長長方形である。 方位 十90°

床 面 ローム層を 25cm掘り込んで構築面とする。この面

にロームと黒色土の混土で貼床して平坦な生活面を作る。

鼈跡東壁の中央に設置する。壁を幅60cm 、奥行き 40cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に作り出す。焚口部の

左側に河原石、右側に凝灰岩の切石を据え、主体部は白色

粘土を貼って構築する。火床の中央から左側に凝灰岩の切

石を埋込んで支脚とする。

壁溝南壁の一部に幅10~20cm 、深さ 5 cm で巡る。

遺 物 住居南東隅の床面に密着して高台付塊（須恵器）、

南壁際西側の床面直上より坪（須恵器）か出土する。

重 複 E-27号住居と重複する。この住居がE-27住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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E -21 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.4m 、

長軸4.4m を測る。住居の南西部は確認できないか、 E-37

号住居に近い形状、規模を示すと推定できる。遺跡北端の、

空間地を囲む一辺に占地する。

面積 15.1面（推定）方位＋ 100°

床 面 粘質茶褐色土層を 15cm掘り込んで床面とする。貼

床した痕跡はなく、地山を平坦に整えて生活而を作る。住

居の南側を 112 、 113土拡に切られる。

竃跡 東壁の南側に設置する。壁を幅60cm 、奥行き 60cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造＇）出す。焚口部

に石材を使用した痕跡はない。

貯蔵穴 住居の南東隅に設ける。（実測漏）

遺 物 住居北東部の床面に密着してi不、東壁際北側の覆

土内より高台付椀（須恵器）か出土する。

重 複 E-20号住居と重複する。 E-20住かこの住居の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。

E -20 号住居

形状 中形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.2m 、

長軸4.6m の整った長方形を示す。 D-73号住居と、住居の

形状、規模か近似している。

面積 14.3面（推定）方位十99°

床 面 粘質茶褐色土層を 15cm掘り込んで床面とする。住

居中央南側のピットを除いて貼床した痕跡はなく、地山を

平坦に整えて生活面としている。ピットは深さ 15cmの方形

に掘り窪めた後、周辺の床面と同一レベルまで埋戻す。

鼈 跡 確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるが、確認した壁に鼈の痕跡は一切ない。重複す

る土拡に切られた可能性か高い。

貯蔵穴 東壁際南側に深さ 15cmの円形プランで設ける。

遺 物 住居南東隅の床面に密着して坪、高台付椀（須恵

器）、貯蔵穴北側の床面に密着して甕の破片が出土する。

重 複 この住居の覆土か E-19号住居に切られ、この住居

が E-21号住居の覆土を切る平面精査の所見を得た。
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E - 19 号住居

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸2.8m

長軸3.9m で、西壁に対して東壁か短い不整長方形を示す。

0-78号住居と、住居の形状、規模が極めて近似している。

面積 10.8面方位十96°

床面 粘質茶褐色土層を 20cm掘り込んで床面とする。貼

床した痕跡はなく、枯質茶褐色土の地山を平坦に整えて生

活面としている。

鼈跡東壁の南側に設置する。壁を幅60cm 、嬰行き 50cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部の

両側に河原石を据えて補強材とし、火床の中央に同質の石

材を埋込んで支脚とする。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 20cmの方形プランで設ける。

遺 物 南壁際中央の床面に密着して坪、寵の覆土内より

甕の破片が出土する。

重 複 E-20号住居と重複する。この住居かE-20住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。

E -29 号住居

形状 超小形正方形。一辺2.9m で、住居の南西隅を除い

て直線的な壁と丸味の小さい隅で構成される。台地中央の

頂上部付近に単独で占地し、 E-1 号住居と、住居の形状、

規模か極めて近似している。

面積 7.7m' 方位十97°

床面 ローム層を 15cm掘り込み、平坦に整える。

鼈跡 東壁の南側に設置する。壁を幅50cm 、英行き 50cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

の手前から火床にかけての床面を、幅40cm、長さ 80cm、深

さ 10cmの方形に掘り窪め、ロームと黒色土の混土で埋戻す。

焚口部の両側にi疑灰岩の切石を据え、その間に同質の石材

を横架して焚口部を構成する。火床の中央左側には、棒状

の河原石を埋め込んだ支脚を確認した。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 10cmの円形プランで設ける。

遺 物 貯蔵穴の底面より坪（須恵器）、南壁際中央の床面

直上より高台付塊（須恵器）か出土する。
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E -16 号住居

形 状 分類できない。北壁と東壁が確認できないため、

住居の外形は確定できない。長軸を南北にもち、短軸3.2m

と推定する。この軸長から類推できる住居の外形は、 E-31

号住居と同形の小形準横長長方形である。

方位十84°

床 面 粘質茶褐色土層を 15cm掘り込んで床面とする。貼

床した痕跡はなく、粘質茶褐色土の地山を生活面とする。

寵 跡 確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるが、確認した壁に鼈の痕跡は一切ない。重複す

る E-31号住居に切られた可能性が高い。

貯蔵穴 住居の南東部に深さ 10cmの不整円形プラン。

遺 物 南壁際中央の床面に密着して坪、西壁際南側の覆

土内より高台付椀（須恵器）か出土する。

重 複 E-31住、 E-34住と重複する。ともに新旧関係を判

別する実証的資料はないか、この住居の鼈が確認できない

ことから、 E-31住かこの住居を切っている可能性が高い。

E -31 号住居

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、長軸4.5m

を測る。短軸は3.3m と推定する。 E-16号住居と重複する

西壁部は確認できないが、重複部の床面に僅かな段差を確

認した。住居の形状、規模は E-11号住居に近似している可

能性か高い。

面積 13.9面（推定）方位十85°

床 面 枯質茶褐色土層を 20cm掘り込んで、平坦な生活面

を作る。貼床した痕跡はない。

鼈 跡 東壁の南側に白色粘土で構築する。壁を幅50cm 、

奥行き 40cmの円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出

す。火床に密着して出土したi疑灰岩の切石は、焚口部に使

用していた可能性が商い。

遺 物 住居南東部の床面に密着して高台付椀（緑釉）の破

片、西壁際中央の覆土内より刀子状の鉄器が出土する。

重 複 この住居の覆土が E-34住に切られる平面精査の

所見を得た。 E-16住との新旧関係を判別する資料はない。
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E -34 号住居

形状 小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.2m 、

長軸3.7m を測る。直線的な壁で構成されるか、東壁に対し

て西壁か長い不整長方形を示す。遺跡北端の、空間地を囲

む北側の一辺に占地する。 E-19号住居と、住居の形状、

規模、軸線の傾きが近似している。

面積 11. 5面方位十89°

床 面 粘質茶褐色土層を 20cm掘り込み、平坦に整えて生

活面とする。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm 、奥行き 50cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

手前の床面に密着して出土したi疑灰岩の切石は、焚口部に

横架していたものと考えられる。

遺 物 住居の東南隅の床面に密着して甕、住居北西部の

床面直上より坪、高台付椀（須恵器）が出土する。

重複 この住居か E-31 住の覆土を切る平面精査の所見

を得た。 E-16住との新旧関係を判別する資料はない。

E -18 号住居

形 状 小形正方形。東壁の南側が長さ 2.5m にわたって50

cm張り出し、張り出した壁の中央に寵を設置する。 C-36号

住居が同形状を示し、類例は中尾遺跡にこの 2 軒を数える

のみである。張り出し部を除いた住居の形状は、一辺3.3m

の小型正方形で、 E-15号住居と、住居の形状、規模が近似

している。

面積 13.0m刈張り出し部含む）方位十97°

床面 ローム層を 15cm掘り込んで床面とする。貼床した

痕跡はなく、ロームの地山を平坦に整えて生活面としてい

る。全体に踏み固められて硬い。南壁の東側で98士拡と重

複する。

鼈跡東壁の南側に設置する。壁を幅60cm、奥行き 40cm

の台形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。主体部は

白色粘土で構築し、焚口部に石材を使用した痕跡はない。

壁溝西壁と南壁の一部に幅10cm 、深さ 10cm で巡る。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 20cmの円形プランで設ける。
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E -32 号住居

形状 分顆できない。東壁が確認できないため、住居の

外形は確定できない。南北軸3.Sm を測る。中尾遺跡でこの

軸長から類推できる住居の外形は、 E-30号住居と同形で長

軸を南北にもつ小形準横長長方形か、 C-115号住居と同形

で長軸を東西にもつ中形準縦長長方形である。遺跡北端の

空間地を囲む東側の一辺に占地している。

方位十93°

床 面 枯質茶褐色土層を 10cm掘り込んで床面とする。貼

床した痕跡はなく、粘質茶褐色土の地山を平坦に整えて生

活面を作る。西壁際の両端と南壁際の東側に、柱穴の可能

性もある深さ 30cm のピ‘ノト 3 個を確認した。

寵 跡 確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるが、確認した壁に寵の痕跡は一切ない。

遺物 住居の覆土内より高台付塊（須恵器）が出土する。

重 複 E-33号住居と重複する。 E-33住かこの住居の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。

E -33 号住居

形状 中形横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.2m 、

長軸5.3m を測る。東壁か寵を境に段差をもつ不整長方形を

示す。

面積 15.5面（推定）方位十88°

床 面 粘質茶褐色土層を 15cm掘り込んで床面とする。住

居東側の 15溝との重複部を除いて貼床した痕跡はなく、地

山を平坦に整えて生活面としている。溝との重複部には枯

質茶褐色土で貼床する。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm 、奥行き 40cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口部

の両側に河原石を据えて補強材とする。

貯巌穴 住居の南東隅に深さ 20cmの円形プランで設ける。

遺 物 住居北西隅の床面直上より坪、鼈西側の床面直上

より羽釜の破片か出土する。

重 複 E-32号住居と重複する。この住居か E-32住の覆

土を切って構築する平面精査の所見を得た。
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E -36 号住居

形状小形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.2m

を測る（北壁部は実測漏）。台地東側の、沖積地へ移行する

緩傾斜地に占地し、 0-141号住居と、住居の形状、規模、

軸線の傾きが近似している。

面積 8.8m2（推定）方位十77°

床 面粘質茶褐色土層を20cm掘り込んで床面とする。貼

床した痕跡はな〈、粘質茶褐色土の地山を整えて生活面を

作る。確認した面は平坦で良く整っている。

寵跡東壁の南側に設置する。壁を幅40cm、奥行き 40cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。火床に

密着して凝灰岩の切石が出土する。主体部は凝灰岩で構築

していた可能性がある。火床は深さ 5 cmの播鉢状に掘り窪

める。煙道は確認できない。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 10cmの円形プランで設ける。

重 複 E-40号住居と重複する。 E-40住がこの住居の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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E -40 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.3m 、

長軸4.5m を測る。近接する E-37号住居と、住居の形状、

規模か近似しているが、寵、貯蔵穴の位置か異なる。

面積 14.9面方位十80°

床面粘質茶褐色土層を 20cm掘り込んで、平坦な生活面

を作る。

鼈跡東壁の南端に設置する。壁を幅60cm、奥行き 50cm

の円頂形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。寵側の

床面に多量の黒色灰を検出したか、火床の焼け方は少ない。

焚口部の右側に河原石を据えて補強材とする。煙道は確認

できない。

貯蔵穴 住居の南西隅に深さ 30cmの円形プランで設ける。

遺物 西壁際南側の床面に密着して坪、鼈の火床直上よ

り羽釜、住居北西部の覆土内より醐台付塊（須恵器）が出土。

重 複 E-36号住居と重複する。この住居がE-36住の覆

土を切って構築する土層断面の所見を得た。
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E -35 号住居

形状分顆できない。 17溝と重複する西壁部が確認でき

ないため、住居の外形は確定できない。西壁の掘り込みが

17溝の西側に確認できないので、正方形と縦長長方形の可

能性はない。南北軸3.4m を測る。中尾遺跡でこの軸長に近

似しているのは E-2号住居で、長軸を南北にもつ小形準横

長長方形の可能性が高い。台地東側の、沖積地へ移行する

緩傾斜地に占地している。 方位 十87°

床面茶褐色粘土層を 10cm掘り込んで床面とする。貼床

した痕跡はな〈、地山を平坦に整えて生活面としている。

住居の南半が不整形に掘り窪められている。

鼈跡東壁の南側に設置する。壁を幅50cm、奥行き 35cm

の方形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。火床中央

の両側に 2 個の河原石を埋込んで支脚とする。焚口部に石

材を使用した痕跡はない。

遺物 寵の覆土内より羽釜の破片が出土する。

貯蔵穴 住居の南東隅に深さ 10cmの円形プランで設ける。

E -37 号住居

形状 中形準横長長方形。長軸を南北にもち、短軸3.5m 、

長軸4.5m の整った長方形を示す。 E-21号住居と、住居の

形状、規模か近似している。

面積 15.2面方位十90°

床面粘質茶褐色土層を20cm掘り込んで構築面とする。

構築面は住居の中央部か周壁部より僅かに高い。この面に

周壁部を住居中央部より厚く貼床して、平坦な生活面を作

る。貼床材は粘質茶褐色土と黒色土の混土である。

寵跡東壁の中央南側に設置する。壁を幅70cm、奥行き

30cmの台形に掘り込んで、燃焼部は壁外に造り出す。焚口

部に石材を使用した痕跡はない。

貯藤穴 住居の南東隅に深さ 15cmの楕円形プランで設ける。

遺 物 寵西側の床面直上より高台付椀（須恵器）、住居中

央西側の覆土内より高台付皿（灰釉陶器）か出土する。

重 複 E-38号住居、 E-39号住居と重複する。ともに新

旧関係を判別する資料はない。
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E
 

-38 号住居 E
 

-39 号住居

形 超小形準横長長方形と推定する。南壁が確認でき

ないため、住居の外形は確定できない。東西軸2.2m を測る。

中尾遺跡でこの軸長から顆推できる住居の外形は、 D-106

号住居と同形の超小形準横長長方形で、長軸を南北にもっ

横長長方形住居である可能性が高い。

台地西側の、沖積地へ移行する緩傾斜地に占地している。

方位十87°

床面粘質茶褐色土層を20cm掘り込んで床面とする。貼

床した痕跡はなく、粘質茶褐色土の地山を平坦に整えて生

活面としている。

寵 跡確認できない。出土した遺物から寵をもつ住居と

推定できるが、確認した壁に寵の痕跡は一切ない。

遺物 東壁際の床面直上より高台付椀（灰釉陶器）か出土。

重 複 E-37号住居と重複する。新旧関係を判別する実証

的資料はないが、この住居の寵が確認できないことから、

E-37住かこの住居の覆土を切っている可能性か高い。
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形状分類できない。長軸を東西にもち、短軸2 .4 m 、長

軸2.6m を測る。僅かな胴張りを示す壁と、丸味の大きい隅

で構成される。超小形正方形に近いが、中尾遺跡に同形状、

同規模の住居はない。

面積 5.9面方位

床面粘質茶掲色土層を20cm掘り込んで床面とする。住

居中央部の 15溝との重複部にのみ貼床し、その他は地山を

平坦に整えて生活面としている。住居の北西部か深さ 15cm

の不整円形に掘り窪められている。

寵 跡確認できない。出土した遺物から裔をもつ住居と

推定でき、住居北西部のピット内より火を受けた凝灰岩の

切石が出土するが、確認した壁に鼈の痕跡は一切ない。

遺 物 住居中央北側の床面に密着して坪、住居北東部の

覆土内よりi不（須恵器）、高台付婉（須恵器）が出土する。

重 複 E-37号住居と重複する。新旧関係を判別する資料
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F - 1 号住居

形状分類できない。南壁が確認できないため、住居の

外形は確定できない。東西軸3.2m を測る。この軸長から顆

推できる住居の外形は、 C-71号住居と同形の小形正方形か

C-75号住居と同形の小形準横長長方形である。 D-123号住

居と東西軸長が一致するが、中尾遺跡には東壁の中央より

北側に寵を設置する住居はないので、中形準横長長方形の

可能性は少ない。 方位十89°

床面 灰白色粘土層を 20cm掘り込んで床面とする。貼床

した痕跡はなく、地山を平坦に整えて生活面としている。

寵跡確認した東壁の南端に設置する。予備調査のトレ

ンチに切られて全形は確認できない。壁に焼土、灰を検出

した。燃焼部の構造は不明。

遺 物 寵西側の床面に密着して杯（須恵器）、寵の覆土内

より杯が出土する。

重 複 F-2 号住居と重複する。新旧関係を判別する資料

はない。

F -2 号住居

形状 中形正方形。一辺4.8m を測る。直線的な壁で構成

されるか、全体に僅か歪んだ不整方形を示す。 C-21号住居

と、住居の形状、規模、寵の構造が近似している。

面積 20.8m' ．方位十75°

床面 灰白色粘土層を 30cm掘り込んで床面とする。貼床

した痕跡はなく、地山を平坦に整えて生活面としている。

寵跡 東壁の南側に設置する。壁内に造り付けた長さ 50

cmの袖部を検出した。燃焼部は幅40cm 、奥行き 50cm で壁内

に設け、壁に対して直交より 15゜南に傾いている。袖部の

先端と、左側の袖部中央に 1疑灰岩の切石を据えて芯にする。

煙道は火床上 5 cmから壁を切り込み、壁外30cm まで水平に

伸びる。

遺 物 鼈西側の床面に密着して甕、住居北西部の覆土内

より杯が出土する。

重 複 F-1 号住居と重複する。新旧関係を判別する資料

はなし‘。
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N 遺構図面・写真・記録集成

1. 掘立柱建物

2. 土拡

3. 井戸

4. 溝

5. 中尾城
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1.掘立柱建物

概要掘立柱建物は竪穴住居の 279 軒に対して、 5 棟を 総柱式か 3 棟（ 2 、 3 、 4 号）を占めている。 1 、 2 、 4 号は桁

検出したにすぎない。伴出遺物に乏しいため年代を限定で 行き 3.9m 前後、梁行き 3.6m 前後の近似した規模を示して

きるものは少いが、 5 棟のうち 2 棟か竪穴住居と重複し、 いる。軸線の傾きは 1 、 3 、 4 、 5 号が近似し、 2 号のみか大

2 棟か竪穴住居と近接して占地している。これは掘立柱建 きく異っている。

物と共存する遺構群との配置に関して、重要な資料を提供 柱穴 柱痕を土層断面によって確認したものはなく、平

している。 面形状と断面形状からの推定が可能なものか 1 棟(2 号）で

規模 柱間は桁行き 2 間、梁行き 2 間か 4 棟(1 、 2 、 3 、 ある。 2 号を除く柱穴は全て単純円形掘方を呈し、直径30

4 号）で、 2 間 1 間が 1 棟(5 号）である。 2 間 2 間のうち、 ～ 60cm でローム層を 30~50cm掘り込んでいる。
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2. 土 拡

要 土拡は遺跡の全域に広範囲な分布を示し、総数123

某を検出した。竪穴住居が、遺跡を南北に二分する大溝の

北側と南側に集中した分布を示すのに対して、土拡は台地

中央部での分布か希薄なため、竪穴住居との重複例か少な

く、一箇所に集中した分布を示す部分はない。やや例外な

のが遺跡北側の D地区北端部で、似たような規模の円形土

拡か台地の中央から西端にかけて分布し、密集する住居を

切って占地している。

形 状検出した土拡のうち円形が半数を占める。方形は

4 分の 1 を占め、残りか楕円形と不整形である。遺跡の北

側に円形、南側に不整形かそれぞれ多く分布し、中央部に

は円形と方形とが混在する傾向を示している。

年 代 123基のうち、遺物の出土したものが15基で、残り

の 108基にはまった＜伴出遺物がない。竪穴住居との重複

概 を考慮しても、年代を限定できるものは僅かである。出土

した遺物は平安時代の須恵器の坪と塊が圧倒的に多く、唯

ーの例外が縄文式土器を出土した78号土拡である。年代と

性格の不明な土拡のなかにあって、馬を葬った 27号土拡は

特徴的で生々しい。

26号土拡短辺80cm、長辺110cm で、長軸を北に向けた深

さ 25cmの長方形を呈す。底面に密着した炭化物と焼土に混

って人骨を検出した。炭化物の直上より須恵器の坪か出土。

27号土拡短辺100cm、長辺180cmの長方形を呈す。深さ 30

cmの底面に、後足を馬首に向けて大きく屈折し、前足と交

差させた一頭の馬骨が、頭を北にして横たわる。

78号土拡一辺 90cm 、深さ 15cmの方形を示す。底面の楕円

形に並んだ輝石安山岩の上に、意図的に打砕いたかのよう

な勝坂式の深鉢か散乱している。
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3. 井戸

概要総数で22基を検出した井戸の多くは、遺跡を南北

に二分する大溝より南側の、遺跡南半に分布している。台

地の東側と西側は沖積地に向って傾斜しているか、台地中

央の微高地にも分布しているので、低地に限定した分布で

はないようだ。ただ、台地の中央に立地する井戸は、縁辺

部のものに対して比較的深い値を示している。

形状平面形状は円形と楕円形に分けられ、楕円形は円

形の半数である。断面形状は V字形と U 字形力•大半を占め、

上半部か漏斗状を示すものが僅かに認められる。平面形状、

断面形状ともに、立地する地形とのあいだに摘出すべき共

通性がない。

年代 出土状態から、遺物が井戸の構築年代を示す決め

手とならないものか多いか、伴出遺物は全て平安時代以降

のものである。これは浅間 B 軽石層を検出した層位の結果

とも符合している。

10号井戸 上屋を想定できる唯一の井戸である。確認した

4 個の柱穴列と中央部の井戸か、整然とした配置を示して

いる。井戸は上端の南側か漏斗状に開く短径 1.o m 、長径

1.4m 、深さ 2.5m の楕円形を呈し、心々を結ぶと短軸1. 8

m 、長軸3.5m を示す柱穴列の、中央北側に偏して位置する。

番号 位 置 形状 規 模 m 伴出遺物

l 124 C 32 楕円 短径1. 4長径2.0 深さ 20 

2 123 C 24 楕円 短径I. 7 長径2 5 深さ 23 内耳付鍋

3 101 C 18 円 径0 8 深さ 1 3 

4 117C 27 円 径0 7 深さ］ 4 

5 113 C 14 円 径1 0 深さ 08 

6 112C 7 円 径2 0 深さ］． 8 坪

7 105 C 31 楕円 短径0 6長径0 9 深さ1. 4

8 103 C 24 円 径1 4 深さ 1.5, 101 C 26 楕円 短径I. I 長径I 7 深さ 28 

10 101 C 27 楕円 短径I 0長径I 4深さ 2.5 砥 石

II 115 C 49 円 径1. 0 深さ I 6 

12 112 D 0 円 径2.0 深さ］ 7 坪、鉢甕

13 113 D 0 円 径0.5 深さ 1.4

14 112 D 8 円 径1. 6 深さ］5 甕

15 123D 8 楕円 短径I 9長径2 3深さ］ 3 皿

16 98D22 楕円 短径I. I 長径I 4 深さ］． 6

17 110D 17 円 径0 9 深さ 1 2 

18 92D29 円 径2.7 深さ 28 坪、甕、皿

19 lOOE 17 円 径2 6 深さ 2.6 紡錘車

20 92E 17 円 径2 0深さ 1 5 

21 97E 21 円 径0 8 深さ 2 1 

22 20Fl6 円 径1 0 深さ 20 
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0 I : 5,500 150M 

中尾城現況図 r群馬県古城塁址の研究』上巻附図368頁より

• 1 上堀の一部（西から）▲下中尾城の立地
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5. 中尾城

概要 中尾遺跡か位置する高崎市中尾町から前橋市鳥羽町にかけての地域

に、中尾城は城域500m 四方程を展開し、当時の面影を埋りかけた堀跡にその

痕跡をとどめている。現地踏査の結果では、学校敷地となっている城の北西

部を除いて、幅 2 m 、深さ 1 m程の堀跡を随所に確認することかでき、城の中

央南側に位置する大福寺の北側と、寺の北側100m を東西に横切る堀跡に沿っ
；主 l

て、高さ 1 m程の土塁が現存している。中核は城の北側を占め、本丸は城の

中央北側に堀で区画した東西80m 、南北60m の一角に占地するとされる。中

尾遺跡は城の一部分を占めるにすきないか、発掘前に地表面で確認できた遺

跡東縁の堀の他、遺跡中央を東西に横切る一条の堀(lo号溝）を、発掘調査に

よって検出した。

10号溝 城の一部を構成する堀で、遺跡の北端から台地東側の縁辺に沿って

南流し、遺跡の中央部て東西に横切る溝と変則な T字形に交差する。南流す

る溝は幅4m 、深さ lm の低湿地で現在は水田として、東西の溝は平坦化されて

畑として利用されている。東西の溝は上端4.5m 、下端0.5m 、深さ 1.8m で上半

か漏斗状に開く一条を、上端か2.0m でV 字状の溝か平行して切っている土層

断而の所見を得た。この溝は西側の大福寺に向って直進するか、同寺の北側

に土塁を伴う溝があることから、同寺の東側で北に迂回すると考えられる。

注 1 山崎 ー 『群馬県古城塁址の研究』 昭和46年12 月

• 2 堀の一部（東から）
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• 3 土層断面(A セクション）

黒色土と (4) との混土

堀の切り込み面である黒色土の落土

3. 黒色土、粘土、ロームの混土

4. 粘土プロ・Jク、軽石、ローム粒を含む茶褐色土

5. 粘土大プロノク、軽石を多量に含む茶掲色土

6. 粘土粒、ローム粒、多鼠の軽石を含む黒褐色士

多くの白色粘土を含む白褐色土

枯土粒、ローム粒、多量の軽石を含み、鉄分の沈澱の見ら

れる茶褐色土

9. 粘質灰褐色土と細粒の川原砂の混土

10. 細粒の川原砂、茶色、褐色の III 原砂が縞状になっている

II.粘土の混入する茶褐色のIii原砂

12. 粘質灰白色士、よどんだ水中に堆積するような細粒の粘質土

13. 川原砂

14. 細粒の川原砂

15. ローム粒、多量の軽石を含む黒褐色士

16. 軽石を多く含む黒褐色土

17. 軽石を多（含む粘質黒褐色土

18. ローム粒、軽石を含む黒褐色土

19. ローム粒を含む川原砂、枯質灰白色土の混土

20. 細粒の川原砂、粘質灰白色土の混土

21.川原砂

22. 粘質灰白色土

23. 細粒の川原砂｀序占質灰白色士の混士、鉄分の沈澱が見られる

24. 砂質茶褐色土
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竪 穴 住 居 索 サ l 表

住居番号 掲載頁 グリッ ド 規模 形状 柱 穴 I 炉 磁 I 壁 溝 I 貯蔵穴 I 面 積 (m') 方 位
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方
方

方
方

形
形

小形浩横長長方形

小形準横長長方形

小形準縦長長方形

小形準横長長方形

大形正方形

中形正方形

大形正方形

大形正方形

中形正方形

小形準縦長長方形

大形正方形

中形正方形

小形準横長長方形

小形準横長長方形

小形正方形

小形準横長長方形

小形正方形

大形正方形

超大形縦長長方形

形
形

小形準横長長方形

中形横長長方形

小形準横長長方形

小形準縦長長方形

小形準横長長方形

超小形正方形

小形準横長長方形

小形浄縦長長方形

柱
柱
柱
柱

主
主
主
主

無
無
無
無

柱
柱
個
柱
柱
個
柱
柱
柱
柱
柱
町
町
町
個
柱
柱
柱
町
柱
柱
柱
柱
柱
柱
剛
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱

主
主
主
主
主
主
主
主
主
は
は
は
主
主
主
は
主
主
主
主
主
主
け
主
主
主
主
主
主
主
主

無
無

3
無
無

4

無
無
無
無
無
準
遣
準4
無
無
無
遭
無
無
無
無
無
無
遭
無
無
無
無
無
無
無
無

柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱

主
主
主
主
主
主
主
主

無
無
無
無
無
無
無
無

壁外柱穴

無主柱

無主柱

柱
柱
柱
柱

主
主
主
主

無
無
無
無

不
壁
壁
不

寵
東
北
寵

南
明
東
壁
央
東
南
南
明
隅
南
央
明
明
明
明
端
明
明
南
端
東
明
南
南
東
南
刷
南
壁
南
明
明
明

中
中
南
南

壁
壁
壁
壁
壁
不
東
壁
不
不
不
不
不
壁
壁
不
壁
壁
壁
壁
壁
壁
壁
不
不
不

壁
壁
壁
壁

東
不
北
東
北
北
東
東
鼈
南
東
北
炉
寵
不
寵
東
寵
炉
東
東
北
鼈
東
東
北
東
東
東
東
東
寵
鼈
鼈

北
東
東
東
東
東
北
東

南
東
東

壁

壁
壁
壁

束
壁
壁

明
南
東
明

壁
南
壁
壁
壁
南
西
南

隅
南
南

壁
端
端
壁

南
南

壁
壁

東
東
東
東

" 
立
ロ

無
無
無

部
周
周
欠
欠
部
部
欠

無
無
無
無
無
無
無
無
部
無
部
無
無
無
無
無
無
無
無
無
部
無
無
無
無
無
無
無
無

一
全
全
―
―
―
―
―

部
周無
無
無
無
無
無

一
全

一部

一部欠

一部

無
無
無
無

無
南西隅

無

無

南東隅

無
無

無

無

南西隅

無

無
北東隅

南東隅

無
無

無
無

南西隅

無
南西隅

南東隅

無
無

南東隅

南東隅

南西隅

無
無
無

無

南東隅

南東隅

南東隅

無

無
南東隅

北東隅

南東隔

無

南東隅

南西隅

無

18. 7 

13.3 

17.5 

53. 9 （推）

30.7 

38.0 

14.1 

10.5 

11.2 

7.6 

30.9 
23.1 （推）

28.2 

33.6 （推）

21. 7 

9.9 

40.7 （推）

20.2 （推）
12.7 

13.9 

9.9 

11.4 

11.4 

27.1 （推）

29.7 

14.6 

10.3 

24. 7 

18.3 

8.8 

3

4

 

.. 5

4

 

ー

1

7.7 

II. 5 （推）

7.4 

9.2 （推）

7.2（推）

-39ー 

+85ー 
-20ｷ 

-26ー 

+97ー 

_ 7ー 

+93ー 
-12ｷ 

- 5ー 

+69ー 

+85ー 
_ 5ー 

+91ー 

+97ー 
-1 6ー 

+11ｷ 

-13ー 

-36ー 

+81ー 

+87ー 
_ 1 3ー 

+ gｷ 
+84ー 

+100ｷ 
_ l lー 

+27ー 

+ 4• 
_ 10ー 

+92' 

+86°（推）

+87ー 

+90ー 

- 5ー 

- 3ー 

+92ー 

+86ー 

+89ー 

-13ー 

+87ー 

+100ー 
+90ー 

+89ー 

+85ー 

+108' 
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住居番号 掲載頁 グリッド 規模 形状 柱 穴 I 炉 竃 I 壁 溝 I 貯蔵穴 I 面 積（ m') 方 位

D
 

C-66 

C-67 

C-68 

C-69 

C-70 

C-71 

C-72 
C-73 

C-74 

C-75 

C-76 

C-77 
C-78 

C-79 
C-80 

C-81 

C-82 

C-83 

C-84 

C-85 

C-86 

C-87 

C-88 

C-89 

C-90 

C-91 

C-92 

C-93 

C-94 
C-95 

C-96 

C-97 

C-98 

C-99 

C-100 

C-101 

C-102 

C-103 

C-104 

C-105 

C-106 

C-107 

C-108 

C-109 

C-110 

C-111 

C-112 

C-113 

C-114 

C-115 

C-116 

C-117 

C-118 

C-119 

C-120 

c-121 

C-122 

C-123 

C-124 

C-125 

C-126 

C-127 

C-128 

地

1

2

3

4

 

———— 
D

D

D

D

 

区

欠

欠

欠

22 

36 

36 

19 

34 

34 

35 , 
35 

欠
50 

37 

37 

欠
19 

38 

38 

40 

40 

欠
39 I 

欠

39 

23 

40 

欠

欠

39 

41 
欠

欠

欠

欠

41 

41 
欠

43 I 

欠

37 I 
欠

欠

欠
44 

42 

44 

44 

43 

欠

欠
45 

45 

46 

47 

50 

48 

欠
46 

49 

51 

50 

54 

54 

56 

56 

番

番

番

118 C 34 

116 C 36 

116 C 38 

119C 42 

114 C 36 

113 C 36 

112 C 37 
112 C 33 

112 C 39 

番

114 C 41 

107C 27 

106 C 27 

番

118 C 41 

108 C 34 

106 C 34 

105 C 35 

103 C 34 

番

105C 33 

番

109 C 35 

109 C 30 

103 C 34 
番

番

106 C 32 

128Cl9 
番

番

番

番

126C 19 

131 C 22 
番

123 C 18 

番

128 C 14 

番
番

番

119C 8 

125 C 17 

120C 6 

122C 7 

122 C 14 

番

番

125C 49 

124 C 50 

117 C 49 

115 C 45 

112 C 49 

llOC 49 

番

116 C 49 

108C 49 

108C 47 

111 C 47 

126D 2 

124D 2 

123 D 1 

121 D 1 

中形正方形
小形準横長長方形

小形準横長長方形

小形準横長長方形

中形横長長方形

小形準横長長方形

小形準横長長方形

小形横長長方形形

小形準横長長方形

超小形正方形

超小形正方形

超小形準縦長長方形

中形準縦長長方形

超小形正方形

小形準横長長方形

超大形準横長長方形

大形準横長長方形

小形横長長方形

中形横長長方形（推）

小形準横長長方形

小形準横長長方形

中 形 正 方 形

4 個

無主柱

無主柱

無主柱
無主柱

無主柱

無主柱
3個 (4個）

無主柱

柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱

主
主
主
主
主
主
主
主

無
無
無
無
無
無
無
無

明
明
南
壁
南
南
南
炉
央

中壁

不
不
壁
壁
壁
壁
床

寵
鼈
東
東
東
東
東
地
東

炉
東
東

南
南
央
隅
壁

中

壁
壁
東
壁

東
東
東
南
東

I 無主柱 I 鼈

超小形正方形 I 無主柱 東壁南
無主柱 東壁南

超小形正方形 I 無主柱 束壁北端

小形準横長長方形

無主柱

無主柱

I 小形正方形（推） I 無主柱 I

I 小形準横長長方形 1 無主柱 I

中形準縦長長方形

無主柱

無主柱

柱
個
柱
柱
柱

主
主
主
主

無
4

無
無
無

柱
柱
柱
柱

主
主
主
主

無
無
無
無

柱
柱
柱
個

主
主
主

無
無
無

4

束壁南端

南東隅

南
鼈
東

東
寵
寵
東
東

東
寇
炉
炉
寇
東

柱
柱
柱
柱
柱
副

主
主
主
主
主
は

無
無
無
無
無
環

東
東
東
鼈

不
壁
壁

不

不

壁

東壁中央 I

壁
不
不
壁

無
一部欠

無

無
無

無

無

無
無

部
部
欠

無
無
無
部——— 

南
明
明
明
明
南

壁
不
不
不
不
壁

不

壁
壁
壁
床

東
東
東
地

明
南
南

明

壁
明
南

北
明
明
壁
南

南
南
南
炉

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

無
無

無
無

無

無

無
無
無
無
無

無
無
無
無

北
南
壁
明

壁
壁

無
無
無
無

無
無
無

無

無
無

無
南東隅

南西隅

南東隅

南東隅

無
南東隅

南東隅

無

無

南西隅

南東隅 I

南東隅 I

無
無
無

無

南東隅

無
南東隈

無

無

無
南西隅

南東閑

無

20.5 （推）

14.9 

10.2 （推）

7. 9 

14. 9 （推）

12.3 （推）

11. 9 

8.8 

13.9 

5.2 

8.1 

5. 7 

10.8 （推）
7.2 

11. 2 

9. 5 | 

6.3 （推）
21.5 

10.3 

17.8 

8.5 （推）

9.9 （推）

45.2 

26.6 

9.8 

10. 7 

11. 2 

22.9（推）

+87ー 
+ 60 
+96ー 

+88ー 

+92ー 

+116ー 
+-310 

+87ー 

+85ー 

+81ー 

+84ー 

+91ー 

+86ー 

+79ー 

+90ー 

+85ー 

+86ー 

+95ー 

+81ー 

+86ー 

+100ｷ 

+157' 

+84ー 

+93ー 

+79ー 

+87ー 

+92ー 

+91ー 

+84ー 

+70ー 

-84ー 

+77ー 

+102ｷ 

+86ー 

+90ー 

+74゜（推）

+74ー 

+91ー 

+95ー 

+15ー 
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住居番号 掲載頁 グリッド 規模・形状 柱 r八ら 炉 甑 壁 溝 貯蔵穴 面積(m') 方 位

D-5 57 121 D 3 中形準縦長長方形 無主柱 東壁中央 無 南西隅 15 1 +82ー 
D-6 55 123D 6 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 8.2 +84ー 
D-7 58 120D 7 小形正方形 無主柱 東壁中央 無 南東隅 11 0 +60ー 
D-8 61 117D 7 中形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 19 7 +89ー 
D-9 57 119D 2 無主柱 鼈不明 無 南東隅 -98ー 

D-10 63 114 D 5 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 7.2 +83ー 
D-11 63 115 D 3 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 北西・南西隅 9 1 +74ー 

D-12 59 ll2 D 2 小形正方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 12.0 +69ー 
D-13 64 lllD 5 中形正方形 無主柱 炉不明 一部 無 12.1 -26ー 

D-14 62 114 DlO 中形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東・南西隣 16 2 +86ー 
D-15 61 115D 8 中形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南西隅 15 3 +72ー 

D-16 60 118 D 9 超大形正方形 4 個 地床炉 全周 南西隅 56.2 +22ｷ 
D-17 58 120D 7 無主柱 寵不明 無
D-18 58 122D 8 小形準横長長方形 無主柱 寵不明 無 無 9 6 +69ー 
D-19 55 122D 4 小形正方形 無主柱 寵不明 無 無 10.3 （推） +75" 
D-20 70 117 D 14 無主柱 裔不明 無 無 +770 

D-21 70 116D 12 小形正方形 無主柱 炉不明 無 無 12.1 -35ー 

D-22 69 115 D 16 中形正方形 無主柱 鼈不明 一部 無 19.6 + 60 

D-23 71 112 D 18 無主柱 寵不明 無 無 20.4 -81ー 

D-24 72 113 D 15 小形横長長方形 無主柱 東壁南 無 10 8（推） +63ー 

D-25 72 112 D 13 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南西隅 11. 7 +81ー 

D-26 71 109 D 18 無主柱 東 壁 無 +75ー 
D-27 72 107 D 16 小形準縦長長方形 無主柱 南東隅 無 無 12 7 （推） +87ー 

D-28 62 112D 9 小形正方形 無主柱 寵不明 無 10 7 +78ー 
D-29 64 112D 7 小形正方形 無主柱 東壁南 無 南東閑 16.1 +78ー 

D-30 65 llOD 7 小形準縦長長方形 無主柱 東壁南端 無 無 7.8 +85ー 
D-31 65 109D 9 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 9 0（推） +85ー 

D-32 78 107D 6 中形準横長長方形 無主柱 束壁南 無 南東隅 13.5 +85ー 

D-33 66 llOD 5 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 12.2 +88ー 
D-34 66 llOD 3 中形準横長長方形 4 個 東壁南 無 無 19 5 +82ー 
D-35 67 108D 4 中形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 19.2 （推） +86ー 

D-36 67 108D 2 小形準縦長長方形 無主柱 東壁中央 無 南東隅 10.5 （推） +82ー 

D-37 68 106D 3 小形正方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 14 0 +94ー 
D-38 68 106D 5 小形正方形 無主柱 東壁南 無 無 11. 9 +85ー 

D-39 69 105D 6 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 11 8 +83ー 
D-40 59 114D 2 中形準横長長方形 無主柱 地床炉 一部欠 17.2 （推） +50' 

D-41 63 116D 4 無主柱 東 B土辛 無 +83ー 
D-42 75 104D 2 小形横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 10 3 +83' 
D-43 75 106D 1 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 9.6 （推） +86ー 
D-44 74 107D 1 無主柱 東壁北 無 +84ー 

D-45 74 105D 2 大形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 29 4 +84. 

D-46 73 105D 1 中形正方形 4 個 炉不明 全周 無 19.6 - 5• 
D-47 73 104D 0 中形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 19.2 （推） +80ー 
D-48 76 101 D 7 無主柱 東壁中央 無 無 +86ー 
D-49 76 101 D 6 超小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 6. l （推） +83ー 
D-50 79 85D 19 中形横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 11 4 +85ー 
D-51 79 85D 18 小形正方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 13.1 +90ー 
D-52 81 85D21 無主柱 東壁南 無 南東隅 +80ー 

D-53 81 88D 17 無主柱 東 壁 無 +86ー 
D-54 80 88D 19 小形横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 7 0 +90ー 
D-55 80 87D 19 中形横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 16.0 +85ー 
D-56 77 99D 3 小形正方形 無主柱 東壁北 無 南東隅 9 8 +92ー 
D-57 81 91 D 18 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 9.4 +85ー 
D-58 82 90D21 小形正方形 無主柱 北壁西 無 北西隅 14 3 - 30 

D-59 82 91 D23 小形準縦長長方形 無主柱 鼈不明 無 無 9.9 +86ー 
D-60 83 92D21 小形横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 8 3 +92ー 
D-61 84 94D21 無主柱 東壁南 無 +93ー 
D-62 84 94D22 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 11 0 +93ー 
D-63 88 91 D 25 小形正方形 無主柱 東壁南 無 無 9.0 +90ー 
D-64 83 94D25 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 10 5 +101ー 
D-65 86 94D 18 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 6 9 +80ー 
D-66 86 95D 17 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 9.6 +77ー 
D~67 87 96Dl9 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 8 5 +80ー 
D-68 87 97Dl8 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 9.6 +82ー 
D-69 85 97D21 小形正方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 13. 9 +91ー 
D-70 90 83D32 中形横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 11 1 +92ー 
D-71 88 87D32 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 10. 7 +87ー 
D-72 89 89D29 中形正方形 無主柱 東壁南 無 17 4 +79ー 
D-73 89 88D28 中形横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 13.5 +86ー 

168 



住居番号 掲載頁 グリッド 規模・形状 柱 穴 炉 竃 壁 溝 貯蔵穴 面積（m') 方 位

D-74 97 96D28 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 7.2 +80ー 
D-75 97 95D30 小形横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 7 6 （推） +87ー 
D-76 98 94D 33 無主柱 鼈不明 無
D-77 96 98D31 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 11. 7 （推） +100ー 
D-78 96 97D31 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 11. 5 +95ー 
D-79 64 111 D 8 小形正方形 無主柱 不 明 無 14.5 +87ー 
D-80 99 95D35 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 11 2 +90ー 
D-81 94 101 D 27 中形正方形 無主柱 北壁東 無 北東隅 19.2 -12ー 

D-82 91 100 D 24 小形準横長長方形 無主柱 竃不明 無 無 13 8 -14ー 

D-83 113 104D36 超大形正方形 4 個 東壁南 全周 無 45.5 +78ー 
D-84 112 104 D 33 無主柱 東壁南 無 南東隅 +58ー 
D-85 93 106 D 30 無主柱 寵不明 無
D-86 92 104 D 32 無主柱 東壁中央 無 +86ー 
D-87 93 104 D30 無主柱 不 明 一部 13.3 （推） +74ー 
D-88 93 104 D 28 小形横長長方形 無主柱 寵不明 無 無 11. 4 + 1ｷ 

D-89 91 104D 24 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 7 5 +76' 
D-90 95 99D27 超小形正方形 無主柱 東壁南 無 無 6. 5 +89ー 
D-91 99 96D33 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 13 1 +101ｷ 
D-92 110 94D31 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 12 0 （推） +100ｷ 
D-93 100 93D32 無主柱 鼈不明 無
D-94 100 | 92D33 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 9.8 +89ー 
D-95 85 94D16 無主柱 鼈不明 無 +60ー 
D-96 欠 番

D-97 87 97D 16 無主柱 寵不明 無

南無東隅D-98 101 100D38 超大形正方形 4 個 東壁南 無 45.2 +85ー 
D-99 77 101 D 2 小形正方形 無主柱 東壁中央 無 9.3 +88ー 
D-100 欠 番

D-101 ~: I 
88D31 小形準横長長方形 無主柱 東壁南端 無 無 I 8.4 （推） + 107ー 

D-102 96D 10 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 7 8 +80ー 
D-103 欠 番

D-104 欠 番

D-105 116 I 103 D 40 中形準横長長方形 無主柱 東壁南 I 無 I 南竺 I 15.2 +84ー 
D-106 116 103 D 38 超小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 6.2 （推） +86ー 
D-107 欠 番

D-108 104 95D43 小形準縦長長方形 無主柱 東壁南 無 無 8.3 +95ー 
D-109 92 93D47 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 7.9 +94ー 
D-110 123 89D48 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 9.9 +76ー 
D-111 118 88D43 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 12.8（推） +74ー 
D-112 90 88D37 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 11. 7 +87ー 
D-113 108 100 D 45 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 12.0 +91' 
D-114 105 100 D 44 小形準横長長方形（推） 無主柱 束壁南 無 無 +87ー 
D-115 105 100 D 42 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 10.8 +80ー 
D-116 106 98D42 小形横長長方形 無主柱 東壁中央 無 南東隅 9.0 +80ー 
D-117 108 98D44 小形正方形 無主柱 東壁南 無 無 11.8 +85ー 
D-118 107 94D41 中形準横長長方形 無主柱 東壁南 一部欠 南東隅 13. 9 +91ー 
D-119 107 95D40 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 8.6 +84ー 
D-120 103 95D38 大形準横長長方形 4 個 東壁南 一部 無 27.5 +90ー 
D-121 119 92D44 小形横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 6.1 +95ー 
D-122 119 90D45 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 7. 7 +94ー 
D-123 120 85D40 中形横長長方形 無主柱 東壁中央 無 南東隅 15. 2 +100ｷ 
D-124 109 100 D 40 小形準横長長方形（推） 無主柱 東壁南 無 +90ー 
D-125 欠 番

D-126 109 99D41 小形準縦長長方形 無主柱 東壁中央 無 南東隅 13 2 +76ー 
D-127 110 98D41 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 8 4 +82ー 
D-128 98 94D36 無主柱 東壁中央 無
D-129 98 94D36 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 9.8 +91ー 
D-130 102 '92 D39 小形準横長長方形 無主柱 東壁中央 一部 南東隅 10 2 + 105ー 
D-131 115 93D36 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 11.2 +93ー 
D~l32 115 90D36 小形正方形 無主＇柱 東壁南 一部 無 11 5 +106ー 
D-133 102 93D38 中形正方形 無主柱 竃不明 一部欠 南東隅 +96ー 
D-134 114 91 D34 中形準横長長方形 無主柱 東壁南 一部欠 南東隅 16.8 +96ー 
D-135 118 86D43 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 7.6 +88ー 
D-136 120 102 D 45 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 無 7.6 +86ー 
D-137 104 96D45 小形正方形 無主柱 東壁南 無 無 10.8 +88ー 
D-138 98 99D46 無主柱 鼈不明 無
D-139 106 97D43 中形準横長長方形 無主柱 寵不明 一部 無 13 8 + 3ー 
D-140 117 106 D 42 超大形横長長方形 4 個 東壁南 無 無 28.4 +83ー 
D-141 121 103 D 42 小形準横長長方形 無主柱 東壁南 無 南東隅 9 2 +86ー 
D-142 111 97D40 大形正方形 2個(4個） 東壁南 全周 29.9（推） +82ー 
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住居番号 掲載頁 グリッド 規模 形状 柱 穴 I 炉 竃 I 壁 溝 I 貯蔵穴 I 面積(m') 方 位

D-143 

D-144 

D-145 

D-146 

D-147 
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E
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5

6
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9

1
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1

1

1
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1
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5
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7

1

8

1

9
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2

1

2

2

2

3

2

4

2
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2

6

2

7

2

8

2

9
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3

1
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3

3
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3

5

3

6

3

7

3

8

3

9

4

0

 

———————————————————————————————————————— 
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
 F
 
地

F-1 

F-2 

区

区

欠
121 

111 

112 

122 
122 

123 

90 

90 

126 

127 

127 

128 

128 

129 

131 

130 

136 

130 

132 

133 

133 

134 

134 

140 

欠
141 

139 

138 

138 

136 

131 

135 

135 

137 

137 

欠
139 

132 

140 

142 

142 

141 

144 

143 

144 

145 

145 

143 

146 

146 

番

102D44 

97D40 

97D47 

104D46 

105 D 47 

87D49 

88D37 

88D37 

102E 1 

lOOE 1 

91 E 5 

88E 1 

86E 6 

90E 7 

88E 7 

86E 10 

87E 13 

91E 9 

94E 12 

97E 12 

97E 13 

97E 10 

98E 7 

93E 19 

番

87E 18 

87E20 

89E21 

90E22 

88E 14 

88E 9 

86El5 

85El6 

84E 14 

84El6 

番

91 E 18 

96E20 

94E20 

95E 17 

97E 16 

93E22 

102 E 15 

102 E 16 

99E 19 

99E20 

97E 19 

101 E 18 

67Fl4 

65Fl3 

小形準横長長方形

大形正方形

小形準横長長方形

小形正方形

小形準横長長方形

小形準横長長方形

小形準横長長方形

超小形正方形

小形準横長長方形

中形準横長長方形

小形準横長長方形

小形準横長長方形

小形準横長長方形

中形横長長方形

中形正方形
小形準横長長方形

小形準横長長方形

中形横長長方形

小形準横長長方形

小形正方形

小形正方形

小形正方形

小形準横長長方形

中形横長長方形
中形準横長長方形

大形準横長長方形

中

中

形

形

正

正

方

方

形

超小形正方形

小形準横長長方形

小形準横長長方形

中形横長長方形

小形準横長長方形

小形準横長長方形

中形準横長長方形

超小形準横長長方形（措

中形準横長長方形

形
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南
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明
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無
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無

無

無

無
無

無
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南
南
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壁
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無
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明

南
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壁
壁
壁
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壁
不
壁
壁
壁
壁
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不

壁

東
東
東
東
東
東
寵
東
東
東
東
東
南
東
北
寵

柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
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主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
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無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
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柱
柱
柱
柱
個
柱
柱
柱
柱
柱

主
主
主
主
主
主
主
主
主

無
無
無
無

4

無
無
無
無
無

南
南
南
明
南
南
南
南
南
明
明
端

南壁

壁
壁
壁
不
壁
壁
壁
壁
壁
不
不

東
束
東
寵
東
東
東
東
東
鼈
鼈
東

無主柱

無主柱

無主柱
3個 (4個）

無主柱

無主柱

無主柱
無主柱

無主柱

無主柱

無主柱
無主柱

部
欠
部
部
部

無
無
無
無
無
部

——— 

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

無
無

無

南西隅

南東隅

南東隅

無

無

南東隅

南東隅

無
南東隅

南東隅

南東隅

無
無

無
無

南西隅

南西隅

無
無

北束隅

南東部

南東隅

南東隅

南東隅

南東隅

無

無

南東隅

南東隅

無

南東隅

無
南東隅

南東隅

南東隅

南西隅

無

12.0 （推）

34.8（推）

12.9 
9.2 （推）

12.9 （推）

10.6 

7.5 
11. 0 

15.6 

7.5 

12.0 

11. 7 

8.4 
15.9（推）

22.4 

10.5 

14.0 

12. 2 （推）

7.1 

9.9 

12.5 

13.0 

10.8 

14.3 （推）

15.1 （推）

8.3 

18.4 （推）

7. 7 

12. 8 

13.9 （推）

15. 5 （推）

11. 5 

8.8 （推）

15. 2 

5.9 

14.6 

20.8 

+86ー 
+82ー 

+81ー 

+83ー 

+79ー 

+91ー 

+87ー 

+87ー 

+81ー 
+86ー 

+79ー 

+82ー 

+92ー 

+91ー 
+ 2ｷ 
+76ー 

+92ー 

+83ー 

+94ー 

+87ー 

+93ー 

+87ー 
-9 ー 

+84ー 

+97ー 

+96ー 

+99ー 
+100ｷ 

+94ー 
+ 4. 

+11ー 

+95ー 

+90ー 

+94ー 

+97ー 

+97ー 

+85ー 

+93ー 
+88ー 

+89ー 

+87ー 

+77ー 

+90ー 

+87ー 

+82ー 

+80ー 

+89ー 

+75ー 
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